
1 S S N 0287 -1084 
1 S S N 0919-8458 

レジャー・レクリエーション研究

第59号

第 37回学会大会発表論文集

日本レジャー ・レクリエーション学会第 37回学会大会

平成 19年11月30日倒 ・12月1日(土)・2日(日)

於:東洋大学

日本レジャー・レクリエーション学会

2007年11月



日本レジャー・レクリエーション学会第37回学会大会発表論文集 原稿提出要領

1.印刷・製本

発表論文は、提出された原稿をそのまま縮写し、論文一題につきB5版見聞き2ペー

ジまたは4ページにオフセット印刷され、「レジャー・レクリエーション研究(大会

発表論文集)J として製本される。

2.原稿用紙

提出原稿は、指定の原稿用紙 (A4版) 4枚以内に限る。なお、予備を含め合計6

枚の原稿用紙が同封されている。

3.文字

本文文字は、邦文タイプ (4号活字)またはワードプロセッサー(12ポイント・ 24

ドット以上)を用いて、横書き印字したものに限る。

4.演題・氏名等

①演題は、原稿用紙上部第1行と 2行を用い、副題がある場合には行を改めて記載す

る。

②演題には、本文より大きな活字または倍角文字を用いること。

③氏名は、演者と共同研究者について行を改めて区別し、演者には氏名のすぐ前にO
印をつけること。

④所属機関名は、氏名に続いて付で記入する。また、複数の共同研究者が同

ーの機関に所属する場合には、まとめて)付で記載すること。

5.本文
①本文は、目的、方法、結果、考察など、できるだけ分かりやすくまとめ、研究論文

として完結していること。

②本文各段は、最初の一字分をあけて書き始めること。

③原稿用紙の字数は、 40字X40行の1600字となっている。

④図表などを使用する場合にも、必ず本文枠内に収めること。

6.送付要領

①同封の厚紙にはさみ、原稿とそのコピー2部を同封のこと。

②同封の提出用封筒を使用し、書留郵便(簡易書留可)で郵送のこと。

③提出要領が守られていない場合には、原稿を受け付けない場合がある。

7.締切期日

2007年9月30日(日) 当日消印有効

8.送付先

〒354-8510 埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1

淑徳大学 国際コミュニケーション学部

西田俊夫研究室内

日本レジャー・レクリエーション学会編集委員会

電話・ FAX 0492-74-1511 
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第37回学会大会開催にあたって

日本レジャー・レクリエーション学会(JSLRS)

会長鈴木秀雄

関東学院大学教授、 Ph.D. 

この度、学祖井上円了先生が1887年(明治20年)に開学し、本年が創立120周年とい
う伝統ある東洋大学(白山キャンパス)において、第37回日本レジャー・レクリエー
ション学会大会が開催されますことを会員の皆様とともに喜びを分かち合いたいと思

います。

本大会は、 11月初日(金)開催の小石川後楽園調徳亭、旧古河庭園、六義園など
「江戸・東京の庭」をテーマとする恒例の地域研究に始まり、引き続き12月2日(土)・
3日(日)には『レジャー・レクリエーションの充実に寄与するオリンピック・レガシー』

を大会テーマとしてオーガナイズドセッションも開催されます。

さて、本学会も時代の変遷とともに歩みを重ね、レクリエーション研究懇談会とし

て発足(1964年(昭和39年)3月10日〕して以来早43年になります。戦後の経済成長のひ
とつの特徴として、成果主義や費用対効果に基づく評価に注目が集まり、その流れは

人そのものの評価や教育にまでおよび、プロセス重視の時代からプロダクト重視、即

ち結果が重視される風潮として長く息づいてきています。 Tohaveから Tobeへの変
容の必要性が説かれて久しいのですが、必ずしも社会は素直にその方向に進んでいる

わけでもありません。

社会が進展すれば、“レジャー産業の活発な働き"を伴うのは当然のことであり、市

民一般の余暇活動はそのレジャー産業が準備する「楽しいものや面白いもの」を求め

ることとなります。社会の中に多様な活動がレジャー産業により準備されれば、必然

的に余暇活動は好みのものを弧み食い的に楽しむ多角的曙好形態におよびがちになり

ます。勿論それが悪いというのではなく、余暇活動の“拡幅化"にとってなくてはな

らないものですが、活動の“深奥化"に必ずしも役立つものでもありません。換言す

れば、社会が豊かになればなるほど自らのエネルギーを費やしながら知識・技能を蓄

積していく趣味化傾向形態にはならず、レジャー産業により準備されている行事やイ

ベント・活動などを利用する受動的な多角的曙好形態である発散型機能(=気晴らし・

娯楽)の活動になり易いものです。余暇におけるレクリエーション活動の蓄積型機能

(=自己啓発・自己開発)の重要性はもとより、現代社会のせわしい生活形態の中では、

心身の健康の維持増進の意味からも回復型機能(=休息・休養)としてのレクリエー

ション活動など、これらの多機能の好ましい混合化・融合化(=カクテル化)、組合わせ

化(=カップリング化)の再考が求められています。

研究領域が多岐に渡るレジャー・レクリエーション分野であり、すべての領域を会

員個人の主体的研究だけでカバーできるものでもないことから、社会の多くの課題に

対しレジャー・レクリエーションはどのような貢献ができるのか、また、本学会はそ

れらの課題解決に向けどう貢献していくべきかの視点に立ち、本学会がリーダーシツ

プを発揮し、課題に対する具体的研究をプロジェクトとして立ち上げ、多くの会員の

参画による共同研究プロジェクトの構築なども考えられてよいでしょう。

この大会を機に近未来の学会の有り様なども意見交換できればと願うと共に、会員

相互の交流を通して新たな研究の視点を敷街する学会大会であることも期待しており

ます。



日本レジャー・レクリ工ーション学会

第37回学会大会開催要項

大会テーマ「レジャー・レクリ工ーションの充実に寄与するオリンピック・レガシー」

1 .主 催:日本レジャー・レクリ工ーション学会

2圃主 管:日本レジャー・レクリ工ーション学会第37回学会大会実行委員会

3.期 日:平成19年11月30日(金)、 12月1日(土)、 12月2日(日)

4.会 場:東洋大学白山キャンパス

〒122-0001 東京都文京区白山5-28-20

5.日程

第 1日目 11月30日(金) 地域研究

第2日目 12月1日(土)

11 : 00'" 12 : 00 理事会 (3号館2階、第2会議室)

1 2 : 00'" 15 : 00 受付 (3号館 1階)

1 3 : 00'" 1 3 : 1 5 会長挨拶 鈴木秀雄(学会会長)

13 : 15'" 16 : 00 オーガナイズドセッション (3号館2階 3203教室)

プレゼンテーション5名予定

17 : 00'" 18 : 30 懇親会 ( 2号館16階会議室ス力イホール)
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第 3日目 12月2日(日)

9 : 00 受付開始

9 : 30'" 1 0 : 30 研究発表 A会場 (3号館2階 3204教室) 3題

B会場 (3号館2階 3205教室) 3題

1 0 : 40'" 11 : 40 研究発表 A会場 (3号館 2階 3204教室) 2題

B会場 (3号館 2階 3205教室) 2題

11 : 00"'14 : 20 ポスタ発表会場オ プン (3号館2階第2会議室)

11 : 40'" 12 : 10 ポスター質疑応答時間

12 : 40"'13 : 40 総会 (3号館 3203教室)

13 : 40'" 14 : 20 研究発表 A会場 (3号館 3204教室) 2題

B会場 (3号館 3205教室) 2題

平成19年12月1日出 11 : 00"-' 12 : 00 会場 3号館2階第2会議室

平成19年12月2日(日) 12: 40"-' 13 : 40 会場 3号館2階 3203教室

大学食堂:12月1日(士) 営業しています。

12月2日(日) 営業していません。 コンビニ等ご利用が可能です。

喫煙所:喫煙は指定された場所でお願いします。(厳守のこと)
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日本レジャー・レクリエーション学会

第37回学会大会組織委員会

大会会長 鈴木秀雄〔学会会長関東学院大学〕

大会副会長 小田切毅一〔学会副会長新潟医療福祉大学〕

坂口正治〔学会副会長東洋大学〕

1臣Z七E 事 大谷善博〔学会監事福岡大学〕

寺島善一〔学会監事明治大学〕

大会委員長 西国俊夫〔学会理事長淑徳大学〕

委 貝 麻生 恵〔学会常任理事 東京農業大学〕

小椋一也〔学会常任理事 国際医療福祉大学大学院〕

片桐 義晴〔学会常任理事 (社福)新宿区障害者福祉協会〕

嵯峨 寿〔学会常任理事筑波大学〕

下村彰男〔学会常任理事東京大学大学院〕

田中 伸彦〔学会常任理事 (独法)森林総合研究所〕

西野 仁〔学会常任理事東海大学〕

沼津秀雄〔学会常任理事立教大学〕

松尾哲矢〔学会常任理事立教大学〕

山崎律子〔学会常任理事 (株)余暇問題研究所〕

横内靖典〔学会常任理事城西大学〕

天野 勤〔学会理事 聖徳大学〕

浮田千枝子〔学会理事 群馬松嶺福祉短期大学〕

小野寺浩=〔学会理事 東北福祉大学〕

上村都貴絵〔学会理事 (株)コーソル〕

古城建一〔学会理事 大分大学〕

銀持 武〔学会理事 (社福)伸生会〕

高橋 伸〔学会理事 国際基督教大学〕

田中 光〔学会理事 洗足学園短期大学〕

茅野宏明〔学会理事 武庫川女子大学〕

土屋 薫〔学会理事 江戸川大学〕

マーレー寛子〔学会理事 平安女学院大学〕

師岡文男〔学会理事 上智大学〕
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日本レジャー・レクリエーション学会

第37回学会大会実行委員会

坂口 正治〔東洋大学〕

大谷善博〔福岡大学〕

寺島善一〔明治大学〕

西田俊夫〔淑徳大学〕

鈴木英悟〔東海大学講師〕

菅原成臣 (YMCA医療福祉専門学校〕

後藤広史〔東洋大学大学院〕

相馬大祐〔東洋大学大学院〕

油井和徳〔山友会〕

麻生 恵〔東京農業大学〕

小椋一也〔国際医療福祉大学大学院〕

片桐 義晴((社福)新宿区障害者福祉協会〕

嵯峨 寿〔筑波大学〕

下村彰男〔東京大学大学院〕

田中 伸彦((独法)森林総合研究所〕

西野 仁〔東海大学〕

沼津秀雄〔立教大学〕

松尾哲矢〔立教大学〕

山崎律子 n株)余暇問題研究所〕
横内靖典〔城西大学〕

天野 勤〔聖徳大学〕

浮田千枝子〔群馬松嶺福祉短期大学〕

小野寺浩三〔東北福祉大学〕

上村都貴絵((株)コーソル〕

銅持 武((社福)伸生会〕

古城建一〔大分大学〕

高橋 伸〔国際基督教大学〕

田中 光〔洗足学園短期大学〕

茅野宏明〔武庫川女子大学〕

土屋 薫〔江戸川大学〕

師岡文男〔上智大学〕

。

※

※

O

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

大会実行委員長

監 事

長

事

貝

局

幹

委

務

会

行

事

大

実

。学会常任理事、 O学会理事、※学会監事
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参加者へのご案内

1 .受付

11月30日(金) 地域研究 受付 10: 00'"""' 

小石川後楽園 r;函徳亭門」 券売所前集合

12月1日(土) 特別プログラム 受付 12:00'"""'15:00

12月2日(日)一般研究発表 受付 9 : 00'"""' 

東洋大学 白山キャンパス 2号館 1階

2. 参加費

正会員 ￥4，000-

その他の一般の方(大学院生含む) ￥2，000 -

※但し、 12月1日(土)特別プログラム(オーガナイズドセッション)は公開のため、

参加費無料となります。

※学生(学部、短大、専門学校の在学生)は12月2日(日)は無料にて参加できます。

受付時に学生証の提示をしていただきます。

3.昼食

12月2日(日)の昼食は予約制となっております。

昼食を予約されている方は、 12月2日(日)受付時にご確認のうえ、所定の場所(休憩

室)にてお召し上がり下さい。

4. 駐車場

お車でのご来場はご遠慮下さい(厳守のこと)。

5.喫煙

学内は原則的に全面禁煙でございます。喫煙は指定の場所でのみ可能でございます。
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研究(口頭)発表者へのお願いとお知らせ

1 .発表受付
各発表会場の入口で発表受付を行ないます。発表するセッション開始時間の30分前ま
でに受付を済ませ、「次演者席j におつきください。

2.発表配布資料
配布する発表資料(レジュメ、補足資料等)については、 50部を発表受付時に提出して
ください。尚、必ず演題番号(例:A-1)、演題名、演者氏名(筆頭者)を記載してくだ
さい。また、配布資料の残部は、お持ち帰りのほどお願い致します(厳守)。

3.発表会場のメディア対応について
(1)パワーポイン卜の使用
W i ndows対応(XP)のパソコンを設置しております。使用希望の方は、 CDまたはUSB
フラッシュメモリにて発表データをご持参のほどお願い致します。

(2) OHC (書画力メラ)の使用
使用できるものはOHPシート以外に、紙、写真、現物(機器により大きさ、重さに
制限あり)です。ご希望の方は受付時にお申し出ください。

4.発表時間
発表は1演題につき15分です(13分経過時→ベル1回、 15分終了時→ベル2)。
尚、質疑応答の時間は1演題につき5分とし、各セッション毎にまとめて行ないます。

座長へのお願いとお知らせ

1 .各発表会場の入口で座長時間の30分前までに受付を済ませてください。開始20分前

には「次座長席」におつきください。

2. 時間を厳守して進行するようお願いします。

3.質疑応答は各セッション毎にまとめて該当時間内でとり行うようお願いします。

4. 発表取消等で空時間ができた場合、討論や休憩に当てられるなど、ご裁量ください。

討論者・質問者へのお願い

挙手のあと、座長の指示を待って所属、氏名を告げ、参加者にわかるように発言してく

ださい。
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-第37回学会大会開催地略図

園会場東洋大学白山キャンパス

〒122-∞01東京都文京区白山 5-28-20 

← 8 

都営地下鉄三回線「白山」駅

. A3出口から「正門・南門」徒歩5分

. A1出口から「西門」徒歩5分

東京メト口南北線「本駒込J駅

. 1番出口から「正門・南門」徒歩8分

JR山手線「巣鴨」駅
南口から「正門園西門」徒歩20分

-都営パス10分 (1浅草雷門」行「東洋大学前」下車)

都営地下鉄三回線「千石」駅

. A1出口から「正門西門」徒歩8分
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(3号館2階第2会議室)理事会

(3号館1階) 受付

(3号館2階3203) 開会、会長あいさつ

(3号館2階3203) オーガナイズドセッション

(2号館16階会議室) 懇親会
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(3号館2階3205) B会場
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第37回学会大会

特別プログラム

~オーガナイズドセッション~

(当日配布のレジュメをご参照ください)





第37回学会大会

研究(口頭)発表・演題

ポスター発表



日本レジャー・レクリエーション学会

第 37回学会大会大会研究(口頭)発表・演題

-研究発表 A会場 (3号館2階 3204教室)

口座長:土屋薫 〔江戸川大学J9:30"-'10:30 
A-l 救急救護法実践指導にみるガイドライン2005変更の視点

~ガイドライン2000から2005への変更領域を中心として~
0鈴木 英悟 〔東海大学非常勤講師〕

A-2 介護予防事業における運動実施の参加者自覚的変化について

~その経過事例研究~
0上野 幸〔株)余暇問題研究所〕
山崎律子 〔側余暇問題研究所〕
高橋和敏 〔株)余暇問題研究所〕

A-3 アメリ力組織キャンプにおける儀式プログラム
"-'Camp 0 -AT -KAにおけるギャラハッド(騎士)プログラム~
0高橋 伸 〔国際基督教大学〕

女質疑応答

口座長:山崎律子 〔糊余暇問題研究所J 10: 40"-'11 : 40 
A-4 人を対象とした研究の質を高めるための声明・チックリストと工ビデンス・ク、レーディングの考え方

~疫学・臨床研究分野の国際動向を参考にして~
0上岡洋晴
〔東京農業大学地域環境科学部身体教育学研究室〕
本田卓也
〔東京大学大学院教育学研究科身体教育講座〕

A-5 台湾のセラビューティックレクリエーションに関する研究の傾向
0徐玉珠
((台湾)国立扉東教育大学体育学系非常勤講師〕

A-6 高齢者介護サービス事業施設の職員における高齢者レク活動の支援力向上についての期待
~セミナー受講者の場合~
0麗田 治久 〔株)余暇問題研究所〕
上野 幸〔附余暇問題研究所〕
山崎律子 〔株)余暇問題研究所〕

女質疑応答

口座長:高橋伸 〔国際基督教大学J13:40"-'14:20 
A-7 スポーツによる国政の転換は可能か?

~昭和15年東京オリンピック招致活動を事例として~
0古城庸夫 〔江戸川大学〕

A-8 現代社会と情報行動の特質から見た 「メディア・ビオトープ」 の枠組み
0土屋 薫〔江戸川大学〕

女質疑応答
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-研究発表 B会場 (3号館2階 3205教室)

口座長:田中伸彦 ( (独法)森林総合研究所) 9:30~10:30 

B-1 農山村における空間計画ワークショップに期待される効果とその構造化に関する研究
~長野県干曲市摸捨地区を対象として~

0矢野加奈子 〔東京農業大学大学院造園学専攻〕
麻生 恵 〔東京農業大学地域環境科学部〕

B-2 大都市近郊地域における鉄道会社が行う里山などの環境を利用したレクリ工一

ション空間の整備に関する研究

O岡田 慎也 〔東京農業大学大学院農学研究科〕
下嶋 聖 〔東京情報大学総合情報学部〕

麻生 恵 〔東京農業大学地域環境科学部〕

B-3 求められる総合型地域スポーツクラブ

~神奈川県内総合型地域スポーツクラブのクラブ理念やその目的を参考にして~

0吉原さちえ 〔東海大学〕
西野 仁〔東海大学〕

女質疑応答

口座長:沼津秀雄 〔立教大学) 10 : 40~11 : 20 
B-4 レジャー志向性尺度の開発に関する研究 (2)

~多様な大学生における調査データから志向性尺度の今後を展望する~

0佐橋 由美 〔大阪樟蔭女子大学〕
佐藤 馨 〔びわこ成践スポーツ大学〕

B-5 市町村合併による広域スポーツ空間の再構築に関する基礎研究

0迫 俊道〔大阪商業大学〕

服部宏治 〔広島国際大学〕

浜田 雄介 〔広島市立大学大学院〕

女質疑応答

口座長:小野寺浩三 〔東北福祉大学) 13:40~14:20 
スポツ&レジャ

B -6 100年前の 「運動遊戯」の思想
~明治39年発刊の 「遊柴雑誌」 を手がかりに~
0西野 仁〔東海大学〕

B-7 専門辞典の記述に見る 「森林レクリ工ーション」 の定義・解釈の変遷

0田中 伸彦 ((独法)森林総合研究所〕

女質疑応答
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区三
救急救護法案践指導にみるガイドライン2005変更の視点

~ガイドライン2000から2005への変更領域を中心に~

:f--ワード:

〉ガイドライン2005

Guidelines 2α05 ;G笈>05

);>.一次救命処置

Basic Life Support ; BLS 
);>.心腕蘇生法

Cardiopulmonary Resuscitation ; CPR 

・気道の確保<Airway句en'・・・・=A)
・呼l及の確保侶reathingR附 ored' • =B) 
・循環の確保 (CirculationRestored • .= C) 
〉心室細動の除去(Defibrillation.・・・=D)

〉自動体外式除綿動器

Automated External Defibrilla初r;AED
》サマリタン法

Good Samaritan Law 

l はじめに

今夏(2007年)は記録的な酷暑となり、 6月'"'"'8月の水

襲撃事故による死者、行方不明者む、前年同期比 38人培

でその合計は429人と警察庁の調べで明らかとなった1に
また、熱中症については今年8丹、医療機関に搬送され

た人数は例年の3傍近くに上った。国内最高気温を更新
した政令指定都市である埼玉県熊谷、岐阜県多治見岡市

の消防機関と東京消防庁舎対象にまとめられた結果によ

れば、 8月に約 14万8千人の救急械部地り、うち熱中

症による搬出ま約 4千人で、例年間時期の平均約 1500

人を大憾に上田った2)。このような事故例とともに、心

筋梗築、心帰鰻重量など心臓に関わる傷病で死に至るケー

スも少なくなし、。

本研究は、いわゆる心臓停止(以下「心停止jと絡す。)

が疑われる患者(以下「傷病者j と記す。)に対し、質の

高い心姉蘇生法<CPR)の知織や技能を有する者(パイス

タンダー、以下 f救助者j と記マ九)がAED(自動体外

式除級動器)の使用による有用な手当を加えるならば、

傷病者の蘇生率は 2---3倍程度高くなる科学的知見とし

てのガイドライン2∞5の変更点を、“救急救護法として

のBSL実践指導上"から検討したものである。

直ちに心肺蘇生法が必要とされる傷病者のうち、救助
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者による心肺蘇生法が受けられている者は、全体の 1/3

にも満たず、その中でより質の高い心肺蘇生法を受けら

れるケースはさらに少なくなっているのが現状である 3)

とのことから、毒事い人命を救うには、より多くの救助者

がそれぞれの傷病者に対し、正しい知識と技能により、

一次救命処置として正確カ円迅速な手当〈謝3:では、CPR

十AEDココBLS);Q~提供できるよう、より一層の普及・啓

発活動を行っていくことが急務といえる。

II.ガイドラインが意味するもの

ここで言う fガイドラインj とは、アメリカ心臓協会

仇m抑制 Heart As蹴iation; AHA)が役界に向けて

発信する心肺蘇生に関する世界的な指針である。

過去のガイドライン改訂 (1992年)では、 f心臓突然

死の救命率向上における現場での早期除締動の重要性j

について明記された。さらにAHAが中心となって、国

際蘇生法連絡会αnternationalLiむsonCommittee on 

Resuscitation; ILCOR)と共院で20∞年に発表した「心
腕蘇生法と救急心血管治療に関するガイドラインJ

G2000で、 AEDの正当性が明らかにされ、 2004年臼本

においても非寝室療従事者による実施が可能となった。

G2000の実行から5年間にわたり、心肺蘇生法に関する

機々な研究・検討等がなされ、救命率の更なる向上のた

めに心、 2005年 11月、新たにG2oo5が発表された。

III. G2005への変更領域

G2000から G2oo5への変更領域を詳述すれば、救急

救護法のBSL実践指導上の視点から、以下に示す6項

尽に整理できる(変更点*1---食。:
変更点女1;気道の確保仇irwayOpen= A) 
気道機線の方法

[G20oo]崎頭部後屈顎先挙上j先頭機損傷が疑われる

場合には下顎挙上法を使用

[G20051 ・・頭部後屈顎先挙上法に変更

護裏翠豊:C!)'L'.崎蘇生法省?必要とする傷病者のなかで、
鈍的外傷による頭機損傷の危険性は全体の約2%と非常



に低いこと、 φ下顎挙上法を行うためには高い気道篠保
の技術が必要となること

上記のことから、正確かっ簡潔に行うことのできる頭

部後溜顎先挙上法に変更

変更点女2;呼吸の確保①部reathingRestored== B) 
呼吸確認の方法

[G20001崎呼吸の確認で呼吸が有る場合直ぐ思復者の

体位をとらせ、無い場合は人工呼吸を開始

[G200時時呼吸の有無ではなく、正常な呼吸かどうか

を10秒程度かけてしっかり確認し、 正常

でない呼吸(あえぎ呼吸輸は人工呼吸の開

始に変更

蓋亙翠車:突然の心停止箆後、死戦期呼吸いわゆる“あ

えぎ呼吸"を呈することがあり、これを「呼吸ありJと

認識してしまう危険性があった。しかし、このような“あ

えぎ呼吸"は、正常な呼吸ではないと理解し、正確な呼

吸の確認安行い、 f正常な呼吸jを行っていなければ、直

ちに人工呼吸を行う方法に変更

変更点安3;呼吸の縫保②侶reaぬ:ingRes土ored=B)
吹き込み{人工呼吸)の盤・時間

{G2∞0]晴人工呼吸のl踏の吹き込み震と吹き込み時

簡は、絢が十分上がる程度 (700"'-'100伽11)

で、 1回lこ約2秒をかけ、 2回吹き込む

{G2005]欄織の上がりが磁認できる程度(500--"6'∞mI)

で、 1回約 1秒で2回吹き込む

家支理由:心臓が突然止まった場合でも、それまで遜常

の呼吸をしていたわけで、血液中の酸素量は、ある程度

維持されていることから、止まってしまった心織をより

皐く動かし、血液の流れを元に戻すことのjjが重要な

ため、人工呼吸のより少ない吹き込み量(とりわけ吹き

込み時間の短縮)の推奨により変更

変更点女4;循環の確保① (C註cula針。nRestored= C) 
胸骨圧迫の宙数

[G2000]崎1サイクル:訪問(1分間iこ約 100屈の庄

追ベース、吹き込みを含め概ね15杉程度)

[G2∞5)鴫 1サイクル:30回 (1分間に約100回の圧
迫ペース、吹き込みを含め概ね24相濯度7

牽裏理由:絢管EE迫の連続回数が15回から 30宙に場え
た根拠Jネ脳や燐などの重要臓器への血液量を増やすた

め、 15@]1連続よりも犯団連続の方が、より効果が上が
ることからの変実。絢骨圧迫の回数が、乳児、小児、成

人ともに30聞に統一されたG2005の趣旨は、心腕蘇生

の方法を鱗素化し、より多くの人が学習し実施できるよ
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うにするための変更

変更点*5;循環の確保⑨ (CirculationRestored=。
腕骨圧迫の部伎と圧迫の方法(強く、速く、絶え間

なく、圧迫後の戻し}

(G20∞}崎締役:両側肋骨縁の合流点(胸骨下端)

強さ:3.5cm-5cm 

{G2005}崎部位:胸の中央(乳頭を結んだラインの中

心点=想定手段質線の中心)強さ:4cm-5側

室裏翠虚:G2000において、絶え間ない圧迫の続行に対

し、その重要性も一部強調されていたが、 G2005では、

止まった，t:鳴をより皐く動かし.dn.流を元に戻すため、正
しい刺立に、強く、速く、絶え間ない任追を加え、圧迫

後はしっかり戻す(庄迫からの開放)に変更

変更点女6;心室総動の除去白幡brillation=D) 

AED による徐締動の回数
[G20∞]崎電気ショックが必要な場合、連続3田まで

[G2005}・電気、ンョックを1闘行ったら、観察なしで

直ちに胸骨圧迫から心肺蘇生法を緒子

(5サイクル概ね2分間後、 AEDによる

心議題の解析が再度行われる)

牽裏理由:現在、主流となっているこ相伎の機器仇ED)
を用いた場合、初聞の震気ショックにより級動が徐か

れる可能姓が高いこと (86%から98%の除細動率)に

よる変更

なお、除綿動により、自己IL;始の再開が得られた症

例の約90%では、その除細動直後の腕骨圧迫と〔人工

呼吸〕が必要な状態である5)

IV.指導におけるG2005の}.::J-'プとシサUス

G2005の精神は、胸骨圧迫を f強くJr速くJr絶え間
なくj行うことが、強識されているが、その根拠として、

蘇生では脳や姉など君主婆な臓器にし、きわたる必液を、よ

り早く元に戻すことが重要であり、そのためには腕骨正

迫の中断時間をできる限り綴織していかなければならな

い。そのため人工呼吸の吹き込み時間の短縮や、!徐締動

の回数を減らすなどの変更が盛り込まれている。

以上のことから、主たるG2005の変更点 (6項目安

ただ単に“指摘・指導"すれば良いのではなく、現場に

おける救急法の視点からすれば具体的に、気遂の確保

仇irwayOpen= A)、呼吸の確保(BreathingRestored== 
B)、循環の篠保(C批ulationResωred= C)、心室綿動の

除去のefibrillation=D)の流れを明確に捉えながら、範

囲とj綴序を潔解・習得しやすく守旨機・指導"していく



必要がある。

さらに、範囲 (8∞'pe)と順序・連続性 (8equenω)
による救急救護法実践指導の視点から捉えれば、傷病者

の発生・発見から頗を追って、一次救命処置の全体像を

学習者が鋳隊できるよう、 G2005の変更点を留錨〔参

照:次ページの「心腕蘇生法 (CPR)の手j演および自動

体外式除細動器仇ED)の明煩J) 6)のように総括する

ことが効果的であるといえよう。

V.おわりに

既に救急救護団体の中心団体の一つである日本赤十字

社においても、幼児安全法の指導のなかで、 s乙憾i震塗7)

の発生に伴う幼児・先輩に対する AEDの使用について

の注意を喚起している。

一例として、 2007年9月、中学3年生が高校生と共

に野球の練習中、繍球しようとした硬球告と絢付近に受け、

心停止状態となっていることから、その場に居合わせた

トレーナーが心肺蘇生法宏行ったが、近くにAEDがな

くその処置はできないまま搬送され、その後、病院での

死亡が轍恋された。また、同年4月にも大級の高等学校

野球部の練習中に同様の毒事故が起こったが、 AEDを用

いた心肺蘇生法を行い、救命することができた"と報告

されている。これらの事故の結果から、迅速なAEDの

使用の有無が直接的に薬事会三に5齢、影響を与えたか否かの
判断を下すことは難しいとしても、傷病者に対し AED

使用合含む心肺蘇生法の有用性に対する疑いはなし、

その有用性からも、念嘩に様々な場に設置され始めた

AEDであるが、実際には救助者がどれだけ救急救命の

高い意識を持ち、具体的に対応していけるかが鍵である。

心停止等により心締蘇生法を必要としている傷病者に対

し迅速なAEDの使用は、救命率の向上に大きな役割を

果たすが、本来、 AEDの使用箆的は、電気ショックに

よる心家絢動を徐去することである。単純にAEDさえ

使用すれば、 JL'織が正常に動き出し、ぺどんな命でも救
える魔法の箱J9)のような万全なもの"であると誤って

理解していることが多いのも事実である。心停止状態の

救急救命においては、 AED使用安含む心紡蘇生法が的

確に実主復されることが求められる。 AEDの使fflは間違

いなく重要な処鐙ではあるが、万能などとは考えてはな

らない。

AED使用による徐綿動の成功・不成功などという誤

解を生じるような表現から、 AEDの使用に対する戸惑

いや、ためらいを生む10)記事が散見されるが、 AED使

淘を含む心肺蘇生法 (CPR)の正しい務及・啓発を進め

てし、かなければ、以前の心肺蘇生法欝及時に見られた“高IJ

18 

領傷を恐れる"あまり、普及そのものの妨げにもなった

ことの再現が危t具されるο 蘇生の失敗に対する恐れでは
なく、勇気と愛を持って緊急時に対応する“人命を救う

姿勢"こそ大切である。

米国では善意を持って行ったことに対して、その結果

のいかんに関わらず罪に関われないグッド・サマリタン

法(Good8amari.tan LaW)があり、一般市民によるAED
の普及に大きなカとなっている。 AEDの普及は、自の

前てゆjれた意識のない人に対して、まず、心室細動の可

能性を念頭におく緊急時の意識改革であり、心室綿動だ

けはAED告と使用すれば、一般市民でも救命できる“唯

一のJL'轍病"である 11)という啓発活動が必要である。
本研究では、筆者と関様、日本赤十字f土の救急法・水
上安全法・幼児安全法の指導員資格等を有し安全毒事業に

長く携わっている詩文学会会長である鈴木秀雄氏に様々な

観点から指導を受けた。CPRとAEDの正しい関係、の理

解に向け、今後もその普及・啓発活動に積綴的に携わり

たいと考えている。

I引用文献1
1)朝日新鶴 f暑かった夏水難で死者・行方不明429人j

20昨年8A1目、朝刊.

2)朝日新開「熱中疲で榔去、 3{割引 2007年8月1!3、

朝刊.

3)佐藤憲明 f知っておきたいキホン Q&A心腕蘇生法
のガイドラインって何?J照林社刊、 ExpertNurs車

両1.22.NolO.August2006 .p.50. 
4)三上問IJ人 f様拠でみるガイドラインのここが変わっ
たj照林社刊、 ExpertNurse Vo1.22. NolO. Au伊 st

2006. p.31. 

5) 日本赤十特土神奈川県支部 f日本版救急蘇生ガイド

ラインに基づく一次救命処震の理論と方法JPι 
平成18年度救急法等指導員資絡継続開彦会資料10.

6)鈴木秀雄『新瓶スポーツ・体育・運動実践考~“宝

適運動のすすめ"と“生涯スポーツへの誘い""-' J1 
石橋印制刊、 2007年3丹、第1版、 p.201.

7) 日本赤十字校縞 f幼児安全品講習教本~ 20例年4A

第4版、 p.91.

8)朝日新聞 f胸に硬球を受け、中学3年生里子球部員死
IごJ2007年9月2広報干:U.

9)朝日新聞 rAED使用心のケアも~市民解禁3年さ

らなる普及に課題""'j2007年9A5l3，紛争11.
10)前掲、 2007年9A5日、朝刊.

11)河村慨史fあなたは愛する人を救えますか ""Vol:47、

これからの心腕蘇生法は“'AEDFirst" J 

2lttp:/Iwww.kawamura'cvc.ipfessav/voI47・l.html
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ヨヨ
介護予紡事業における運動実施の参加者自覚的変化について

ーその経過事例研究一

O上野拳 山椅律子 高橋和敏 (余暇問題研究所)

介護予防 高齢者レクリェーション 自覚的変化

I 問題の所在

かねがね高齢者の介護予訪事業に関わっており、東京都 B区からの依頼で福祉センタ}

高齢者サービス係主儀事業の一つの f体操教室 j 指導に平成 13年から担当してきた。現

在、臨の高齢者福祉の方針は介護予防に力点、を質き、とくに筋力トレーニングを主とした

体力向上を主綬にしている。それには厚生労働省が強調する“エピデンス"を明らかにし

なければならない。その結果、そのための研究が媛んになった。しかし人照会人としての

総合的な視点からみると、数量化した結果のみでは、真の姿を見失うことにならないかと

いう懸念がある。その前提に立っと、単に従来までのような測定過稜の詳細な説明がない

ままに測定結果のみによる評価方法についての疑念も残る。とくに高齢者レクリエーショ

ンに関しての研究は、合理的自然科学的な立場だけですすめられることが妥当なのか、と

いう疑問にも突き当たる。なぜならば、この人間対人聞のきわめて織締・情緒的な質的行

動について、数量のみで説明しようとしても限りなく不可能に近い。科学の枠を表す最先

端技術も、最終的には人間の手先によって達成されることと同じであろう。したがって高

齢者介護予訪体操にしても、集団的指導において、指導者自身がどう感じ、どう考え、ど

のように指導したか、また同時に参加者がどう感じ、どのように行動したかを抜きにして、

ただ単に活動種目、その運動最、体力測定結果のみの記述があっても、人間としての高齢

者に対するその全体的な命題や使命を説明することにはならないのではないかという悩み

が残る。

H 目的

本実践研究目的は、指導過程を重視し、上記の問題を解決するための一助として、高齢

者介護予防体操教室の参加者における個人の変化(自覚的・他角的)過稜の把握とした。

それはおもに観察およびその記録、面接およびその記録記述による試みである。

麗方法

指導者自身の参与観察とその記録および面接とその記録を行った。すなわち指導しなが

ら、全体の雰囲気を観察し、特定の参加者の運動経過と態度変化を観察し、あわせて面接

も行った。その記録は毎回の教室終了後に行った。

期間 :平成 19 年 4 月 ~8 月

隣催日時:毎遡木曜日 13 時~ 14 時、 14 時 15 分~ 15時 45分の 2教室

対象者 : 65歳以上の介護認定を受けていない人および会場へ自カで通える高齢者

年齢差 66歳 '"'"'90議

参加費:無料

参加者数 4月現在の申込登録数 前年度からの継続者 55名 新規 44名
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N 結果
一一一一「ー参加者の

全体的な

ようす

4 fl 1新規の慣れ

ていない参

加者が多く

混乱してい

る。

参加者全体

に緊張した

雰囲気があ

る。

参加者の

個人的なようす

継続者は笑顔で入 iストレッチング
釜して、他の参加 皮位) 20分

者と挨拶を交わす|指体操(座位) 10分

が、新規参加者 A

氏や C氏は緊張し

ていて他の人とほ

とんど会話してい

ないので、こちら

から芦をかける。

こ

け

話

は
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がある。

指導内容 留意点

参加者全員に開始前体

調確認を個々でするよ

う話す。実施中に身体

下肢ストレッチン?' 1の動かし方等で気にな

(立位) 10分 |る参加者に対しては終

音楽にあわせて動く!了後直接様子を割く。

2治 (立位) 1無理をしない、お手洗

10 分~ 15分 |い等を我慢しない等を

リラクセーション |説明する。体操の動き

(仰向・座佼) 1 0分|をできるだけ丁寧に説

明する。

ストレッチング |参加者が 60分間を継続

(mt位)20分|できるように、ゆっく

指体操(座位) 10分|りすすめる。ただし、

下肢ストレッチング|途中で休む(椅子に庭

(立位)10分|る等)必要のある参加

音楽にあわせて動く i者には早めに声をかけ
2曲(立位)1る。

10 分~ 15分 i参加者の健康状況など
のせいか 5月にな!リラクセ…ション iを毎回絡めにこちらか

つて、少し後ろに I(仰向・座佼) 10分 iら尋ねて、個々のよう
痩っている。すを把握する。

6月 参加者同士 Ic氏が音楽にあわ
顔や名前が!せた体操の実施中

分かるよういあ一気持ちいいj

に、 2人組み|と声をだす。 A氏

の，，'-1.を取 11ま「やっと体を伸

り入れ、参加|ばすことが気持ち

者の会話を

する機会を

作ると、以降

よい雰囲気

になる。

よくなってきた j

上手くできないも

のがあると fよし

練習してくる J と

笑顔で話すように

なった。

ストレッチング i参加者の名前をこちら
(康位)15分 iから呼ぶことや、質問

指体操(座位) 10分 1;をする等、参加者が皆

下肢ストレッチング

(立位) 5分

音楽に合わせて歩く

2 曲 10 分~ 15分

2人組ジャンケンゲ

}ム 10分

リラクセーション

(仰向・座佼) 10分

の前で発言する機会を

つくる o

参加者同土が一緒に楽

しむ時間を作る。参加

者のようすを見て、立

位で動く時間告と長くし

ていく。
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7月 全体的に実 C氏から f体操を ストレッチング 参加者全体が体操の動

施中も笑顔 続けることに決め (座位)15分 きに慣れて、より大き

が多くなる。 たのは、先生が『休 指体操(~主役) 10分 く動かせるように芦を

男性の積極 んでも良いから然 下校ストレッチング かける。

的で元気な 理をしないでやり (立位)10分 筋力トレーニングにつ

雰囲気に慣 なさい』という話 音楽に合わせて歩く いては丁寧にポイント

れてきてい しを聞いたから j 3曲 20"" 25分 を説明する。参加者に

る(後半の 1 と終了後、話した。 筋力トレーニング 対して出来る綬り名前

グループ) A氏と B氏は男性 ~佼脚上げ各 10 回 を呼んで声をかける。

同士でお互いに牽 腹筋 10回

制しながらも、全 リラクセーション

体へのよい雰囲気 (仰向・座位) 10分

を作っている。

8月 互いの顔が B氏が首を斜めに ウォーミングアップ 気温・室長湿などによる

なんとなく していた体操も確 ストレッチング中心 参加者の体調や実施後

わかってき 実にできるように (座位)15分 の体のようすを確認す

て、開始前か なっている。 指体操(座佼) 10分 る。

ら和やかな C 氏は開始前か 下肢ストレッチング 個々のようすを見なが

雰盟気があ ら、笑顔で他の参 (立位)10分 ら全体の運動最を調節

る。 加者へも挨診した 音楽に合わせて歩く していく

運動量を?増 り、休憩特に飴を 3曲 20~25 分 (少しずつ増やしてい

やしても参 配ったりしてい 筋力トレ}ニング く)

加者の 9割 る。 座位腿上げ各 10臨 2人組の肩たたきなど

はその E寺院 A氏 B氏はますま 足上げ媛筋 10回 をJlに 1-2宙実施し

内では休ま す積極的に動くよ 様子見て 2セット て、参加者同士が緩す

ず実施でき うになり、手の伸 リラクセーション る機会をつくる。

る。 ばし方などは大き (仰向・座イ立) 10分

くなってきてい

る。
ー一一一一

V考察

1 .一般高齢者の介護予拐事業としての体操教室の対象者であるが、個人差(年齢差・性

差・身体状況・体操教室の経験など)が極めて大きく、さまぎまであるため、教室開

始 1-2ヶ月はそれらの対応(把握)にかかる時間が多い。

2. 凋始 1-2ヶ月時は、決められた待問外で、参加者が当日の億人的な体調を栂談

しに来る持は、参加者と講師または参加者同士の会話のきっかけになることも

多く、そのような時閉そできるだけ作る必要があると感じる。

3. 参加者が開始 1-2ヶ月の問、会場や参加者、体操に慣れていく過程には、教室の

担当者や講師からの参加者への細かい言葉がけが大事だと感じる。

22 



4. 6 flに入ると体操実施中に、参加者が「あ一気持ちいい」や fこれむずかしいわj

などのような素復な発言をするようになる。これは、本人の気分が和らぎ居場所を

確認できているように感じられる。

5. 全体の 1若手jに満たない男性参加者であるが、 1つのグループには男性が 3-4名参

加しているため、 6月頃から男性の発言が多くなり(とくに 60歳代)、その雰閤気に

グループ全体が影響8れている。

6. 6月頃にはストレッチングや筋力トレーニングで、どの部分を伸ばしたり絡めたり

しているかが理解でき、参加者が気持ちよく感じるようになったと話す。

7. 参加者が仰向けから起き上がる動作を開始当初は考えながら一息、いれて起き上がっ

ていたが、 6月頃にはスムーズに起き上がれることができ、合理的な動作が身につ

いてきている。

8.開始当初、開眼片足立ちが全くできなかった参加者が数秒以上できるようになった。

9.音楽にあわせて決まった動作(ステップと振り)を覚えるのが、 1-2ヶ月かかって

いたが、覚えてからは、以前より腕を大きく回すことや、ステップ幅が広げられる

ようになった。

10. 参加者に対して音楽にあわせて歩くことを 2ヶ月ごとに 1出から 2曲、 3曲と徐々

に増やしても、休まずに実施できるようになった

11. 7-8月になると、参加者自身(とくに男性)が上手くできない体操や動さに対して

f練習してこよう j や「どうやったらできるようになるかわといった積極的な発言

が多くなった。

12. 8月になり、参加者が後出しジャンケンなどで間違えないで(勝つまたは負ける)

ジャンケンを出せるようになった。

13. 参加者全体がまとまって、和やかであり積極的な雰囲気づくりができるまでには 6

ヶ月くらいかかる。

14. 参加者がこのような介護予防のための体操を長く継続していくには、体操の内容や

講師の雰囲気も大きな要素であるが、参加者同士が親しくなり、会話ができるとい

うことも大きな要因であり、それらが全体の和やかな雰密気づくりにも影響すると

思われる。

VI まとめと今後の課題

今回の結果から、体操教室に初めて参加する高齢者が、全体的にその雰囲気に慣れて楽

しく体操教室に継続して行えるようになるには、週 1回実施の教室の場合およそ 6ヶ月か

かることが犯握できた。また A氏や B氏、 C氏の様子をみると、 3か月後くらいからも、

体の動かし方や表情、発言、積極的な態度においてはっきりと変化があることも見いだす

ことができた。これらの観察や記録は、体力測定結果と同様に重要であり、その経過自体

が個人の評仮につながるものだと今回の試みにより確認することができたと患われるが、

この研究はいまだ継続中である。

実際の現場においては、指導者 1名での観察や記録は非常に負担がかかる。したがって、

今後複数での方法も実施に向けていくことを課題のーっとして挙げたい。
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逗子E

アメリカ組織キャンプにおける儀式プログラム

-Camp O-AT-KA におけるギャラハッド(騎士)プログラムー

高橋伸(国際基管教大学)

キーワード:組織キャンプ、 Camp0ゅ AT-KA、儀式プログラム、ギャラハッド、駿士

1、はじめに
アメリカの組織キャンプは、指導者とともに長期の集団生活を通して、青少年の全人終的成長を主な罰

的として発展してきた。多くの組織キャンブはその民的の実現のために独自の教育方針や理念をもち、プ

ログラムにその特徴を反映させるものもよくえられる。代表的なものはアメリカインディアンの風俗、風習を殺

り入れたもので、彼らの世界線、人生観から学ぼうとするものである。こうしたプログラムは儀式化されたもの

が多く、キャンパーの精神的、人絡的な成長に寄与する目的で行われていると患われる。

み;報告は第 28由(1998年)、第訪問(2006年)学会大会で発表した(主主1)、キャンブ・オーアトカ(Camp

O-AT-KA)に関する実地調査・研究の一環である。今回はアーサ-3:伝説に基づいた儀式プログラムとし

て行われる「ギャラハッド・プログラムJIこ焦点、を当て、キャンプにおける育成良擦となる呉体的人格像が示さ

れている点に注目し、その;意義を明らかにしようとするものである。

2、キャンプ・オ}アトカの概要
1906年(明治 39年)、米同キリスト教護公会(EpiscopalChurch)デネン牧師(Rev.Dennen)によって、

米国最東部メイン(Maine)州セベーゴ(Sabago)淑語学に創設されたトラディショナル・キャンブ。である。

対象は7~15 識の少年 (3 ユニット)、約 110 名任期)、スタッフはディレクター以下、シニアスタップ、リー

ダー、看護婦、管理スタッフなど約 45~。期間は第 l 期 4 週間、第2期 3 i捜部である。

3、ギャラハッド・プログラム

1)概要

キャンプ aオーアトカでは、キリスト教精神を基盤とし、子ども遼の成長に託した理念の呉体的な人絡像と

して、英国のアーサ一五伝説や整杯伝説lこ登場する向車の綴士の一人ギャラハッド卿を崇めている。ギャ
ラハッド郷は裂杯を見つけた理想の騎士とされ、欧米の少年透が心躍らせる留検物語の友人公である。

表1、騎二七へのS段階 資少年育成iこ情熱を持っていたデネ

区 分

Lads 少年/7~10 議

Pages 付き人/1l~13 歳

蕊squires少年続士 /14-16歳

Knight 続全/17~20 歳

モットー

Helpfulness/役立

Obedience/忠実

Truth/真理

Chivalry/鱗士道精神

ン牧師は、ボストンの教会で働き始めた

1896年にギャラハッド・クラブを始め、

1906年のキャンプ開始とともに重要悪なプ

ログラムとして取り入れた。このねらいは

f少年の信仰を笑涙すること。 S~の生
活の中で信仰について知らしめ、キリス

トの遂に従って生きることを援助するこ

とJ(注2)である。
騎士カウンセラー

Service/奉仕
Knight Counselors/21歳以上

キャンパーやスタップは、様々な儀式

プログラムなどを逸して、ギャラハッドの

ような騎士になるよう努力することを求められる。騎士となるためには年齢に応じて5つの区分があり、その
段階によって心がけるべきそットーが設定され(表1)、最終的に一人前の騎士として認められるのである。

2)プログラム内容

ギャラハッド・プログラムは、毎年リーダーの中から選ばれた者が王様(アーサー玉)となり、キャンパ}・ス

タップの希望者から選考された従事守らとともにプログラムを執り行う。プログラムには儀式として独!iHこ行うも
の(表2)と、キャンプ全体として行われるプロクヲム(表3)があり、実施の擦には王様は服、ガウン、王冠、サ
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ーベノレを身にまとい、従者は簡単な衣装を身に着け、故事に替ってそれぞれの役割を演じる。

(I)主な儀式プログラム

戴冠式は最初の日曜礼拝に行われ、 表2儀式プログラム

キャンパー・スタッフ全員がキャンプ場内

の教会に集い、信統的な式次第により

厳かに行われる。

「裁きの法廷Jは、平日夕方に騎士希
望のキャンパーに対して行われる。数人

ずつ従者に目隠しをされて王様の前に

連れてゆかれ、そこで普段の行いを正さ

れたり騎士としての心構えを諭される。

「寝ずの番Jは騎士となるための試練
で、騎士希望者が、騎士カウンセラーと

ともに夜の教会で礼拝ど眠想を行う。

(2)その他のプログラム

戴冠式
Coronation 

裁きの法廷
Tribunal 

秘密会議
Conclave 

寝ずの番
Knight' s Vigil 

キャンプ・ファイアー
Council Fire 

毎年、選ばれたリーダーがアーサー王

となる。最初の日曜礼拝に行われる。

騎士希望のキャンパーが王の前で普

段の行いなどを問い質される。

騎士、騎士見習いなど、段階ごとに

集まり、ミーティングを行う

騎士希望者が騎士カウンセラ一等と

夜の教会で礼拝と誤想をする

キャンプ開始時ではギヤフハッド・プロ

グラムについての説明、終了時では l
王様、更から山形袖章授与

イブ、ニング・プログラムは夕食後、全員が講堂に集り、映画会や専門家によるマジツクショー、音楽、ンョ

表3その他のプログラム

イブニング 王様主催のプログ‘フム。マジツクシ
プログPラム ョー、音楽ショー、映画会など

王様の日
キャンパー・スタッフが青・自組に

分かれて行う対抗スポーツ大会

ギャラハッドの歌
騎士の人物像、ギャラハッド候を

称えるうた。事ある毎に斉唱する

環 境
主な施設の援に物語絵、震形の

賞など

シェブ、ロン 各実修活動で一定の技能を修得
(山形袖章) すると王様から授与される

4、儀式プログラムの意義
1)具体的人格モデルの暁示

ーなどを楽しむが、これは王様主催のプログラ

ムとして行われ、王様、従者も共に楽しむ。

王様のBはキャンプ場全体を二組に分け、キ

ャンパーとリーダー・スタッフそれぞれが、各種

スポーツの対抗戦を一日かけて行う。夕食は互

いの健闘を称えて晩餐会が開かれる。

ほとんどのギャラハッド・プログラムでは、プロ

グラム中や終了時に「ギャラハッド、の歌」が歌わ

れる。この歌詞には騎士たる者の姿勢や心構

え、理想、の騎士であるギャラハッドを称える文

言が記されている。

ギャラハッド・プログラムはキリスト教を基盤とした理念に基づき、キャンパー・スタップに求められる具体的

人格像が明示されている。更に、年代ごとに心がけるべき目標が示されており理解しやすい。

2)儀式プログラムの効果

様々な儀式プログラムに実際に参加することにより、より親近感のある人間像を見ることができるとともに、

自らを主観的、客観的に振り返る機会が与えられる。

3)行動規範とその生活化

キャンプ生活の中で行われることで、幅広い年代のキャンパー・スタッフが、実際にどのように振舞い、行

動しているか、様々な人間モデルを実際に見ることができ、本人もR常生活の中で実践できる。

4、まとめ

ギャラハッド・プログ‘ラムが、キャンプにおける青少年の人格的成長に大きく寄与していることが確認できた。

今後はさらに考察合加え、この意義を生かす方法を検討してゆきたい。

注1、 Camp Q-AT-Kにおける伝統性、レジャーレクリエーション研究39号、 19綿、 P64-67

レジャー教育としてのキャンプ・プログラム、レジャーレクリエーション研究 57号、 2006、P34・35

注2、 CampQ-AT-KA. A Clearing in the Woods. The Rev. Donald A. !¥ickerson， Jr， 2006 
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三三
人を対象とした研究の質を高めるための声明・チェックリストと

エピデンス・グレーディングの考え方

一疫学・臨床研究分野の国際動向を参考にしてー

O上岡洋晴(東京農業大学地域環境科学部身体教育学研究室)
本多卓也(東京大学大学院教育学研究科身体教育学講座)

1 .背景と自的
1990年代後半から臼本においても、「エピヂンスに基づいた医療 (evidence

based medicine: EBM) Jや fエビデンスに基づいた健康政策 (evidencebased 
health policy: EBHP) Jなど、「エピデンスに基づいたJ という用語が頻繁に

用いられるようになってきた o

人を対象とした臨床研究や疫学分野では、エピデンスのグレーディング(格

付け)が行われるとともに、論文の質を高めるために最低限必要な情報あるい

は実施すべき分析方法を記載することが求められるようになってきた。これが、

各種のチェックリストや声明である。学術雑誌の査読者や編集者に限らず、研

究者には、研究の質を高めるための研究やそのコンセンサスが得られている国

際動向の理解が必須である。レジャー活動やレクリエーション分野においても、

人を対象として、その介入(教育)効果を定量化しようとする研究であるなら

ば、前述の正しい理解が必要だと考えられる。

本論では、 revidence (エピデンス)Jの用語の定義を「科学的根拠j とし、

人を対象とした健康増進や治療、教育の効果を明らかにする研究のエビデンス

を示す方法をレビューすることを目的とした。

2. 総説とシステマティック・レビュー
論文の種類として、 f総説 j では、自然科学分野で用いられている従来から

の記述的レビュー (narrativereview: NR) と2000年以降に急増してきたシス

テマティック・レビュー (systematicreview SR)があり、両者は完全に区別

される。

NRは、論文の収集・採用時において、主観的な選択や著者の考えを支持する

論文を選択的に採用する傾向が否定できないことや、エピデンス・グレーディ

ングの低い論文まで議論の対象とするなどの問題点が指摘されている。さらに

は、「選ばれた文献の解析法は、カテゴリーごとに支持される論文数を数え、

最も投票数が多いカテゴジーを選ぶといった非科学的な方法であり、各論文の

研究デザイン、効果の大きさ、サンプノレサイズを無視している。したがって、

このレビューの結論は、 JJIJのレどューの結論としばしば矛盾を導き出してしま

うJという問題点も指摘されている。
一方、 SRは、研究テーマや選択基準などを明確に規定し、対象論文を選択的

・網羅的に収集する方法である。論文の奴集については、あるデータベースを

用いて、適格基準(除外基準を含む)に従って検索すれば、世界中の誰が行っ

ても同一の論文がヒットすることになる。さらに、 SRIま最終的にすべての研究

の結果を統合するメタ・アナリシスを行い、批判的吟味とともに一般化可能性

(外的妥当性)や全体のエピデンスを示すことに大きな特徴がある。レジャー
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活動やレクリエーションの各種介入(教育)方法に関しでも、今後、 SRが重要

になると考えられる。

エピデンス・グレーディングにおいて、最上位とされるランダム化比較試験 (R

CT)のSRは、とくに医学に関連する研究として「コクラン共問計調Jが有名で

ある。社会福祉・教育・剤事司法や学際領域どしては、 fキャンベル共同計画

(愛称:C2) Jがよく知られている。コクラン共同計画の姉妹機関として密接
な関係を有している。 RCTと非ランダムイヒ比較試験 (nRCT)を明確に分け、 SRに
よって社会・教育施策や実務の効果に関する最善のエピデンスを知りたい市民、

実務家、政策決定者、教員と学生・生徒、そして研究者に電子的に公表し、更

新していく世界的な評価プロジェクトである。

3. 論文の質を高めるための声明とチェックリスト
臨床研究や疫学分野では、各研究デザインに対応した声明やチェックリスト

が用いられている。 RCTでは 22項自からなる「改訂版 CONSORT声明J、nRCT
では fTREND声明 J、コホート研究・症例対照研究・横断研究を含む観察研究

では fSTROBE声明 Jなどが著名である。ただし、これらは一般的だが、設問

の細目や下位項目については、学会等が独自に設定することも当該学術の発展

には重要である。つまり、レジャー活動やレクリエーションによる人に対する

介入(教育)効果を明らかにするとしたら、先行研究としての既存のものを参

考にしつつ、独自のチェックリストの開発も考えられるという意である。

こうしたチェックリストを作成するとしたら、レジャー活動やレクリェーションの専

門家はもちろんのこと、疫学や生物統計学者、臨床研究者、教育研究者などのエキ

スパートが参画し、医学やその他学際領域でも科学的に十分なコンセンサスが得ら

れるような手続きが必要であり、結果として、最良のものが開発できると考えられる。

[参考文献]

¥)上関洋精，津谷喜一郎ら:温泉に関する研究の質を高めるためのチェックリストや声明の活用の
意義:疫学・臨床研究のエピデンス・グレ}ディングと研究デザイン，日温泉物医誌，投稿中.
2)高橋美絵，上関洋晴ら:中高年者の健康増進を目的としたランダム化比較試験による運動・
生活指導介入のシステマティック・レビュー:介入研究の課題と介入モデルの検討，
臼考医誌 2007;44:403-414.

3)上隅洋情，黒柳手孝雄ら:温泉の治療と健康増進の効果に関する無作為化比較試験のシステ
マティック・レビュー. 日湿気物医誌 2006;69:155-166. 
4)K邑miokaH， et al:Effectiveness of comprehensive health education combining hot spa bathing and 
lifestyle education in middle-aged and elderly women: one'year follow'up on randomized controlled 
trial of three-and six'month interventions. J Epidemiology 2006;16:35・44.

[附記]

本研究は、平成 19年度療全労働省厚生労働科学研究費補助金(循環器疾患等生活習慣病
対策総合研究事業) r温泉利用と生活・運動・食事指導を組み合わせた職種目IJの健康支援プ
ログラムの有効性に関する研究、主任研究者:上岡洋情(日19一循環器等(生習)一一般-
036) Jの一部として実施した。
本研究の実施にあたり多大なご協力をいただいた図書事情報学がご専門で、サーチャー宥
資格者の東京厚生年金病院図書室の山田有希子氏と首都大学東京国審情報センター荒川館
の繁喜志まり氏にこの場をお借りして深謝する。
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区三日
台湾のセラピューティックレクリェーションに関する研究の傾向

O徐 宝珠((台湾〕国立岩手東教育大学体育学系非常勤務部〉

キーワード:セラピューティックレクリこにーション、研究の傾向、量的研究、質的研究

I 前言

セラピューティックレクリエーションという、半世紀ほどの歴史しか持たない新しい学術は、アメリカで

学術理論~実践研究が盛んになるにつれて、各地のE医療機関、コミュニティ機関、学校でのカウンセ

リングなど輔広く運用されるようになった。すでにあらゆる問題を抱えたあらゆる年齢層(児童、青少年、

成人、高齢者など)において大きな効果を挙げており、アメリカ中の社会に受け入れられている(徐玉

珠， 2007)。

一方、続念の上で非常iこアメリカの影響を受けている台湾でも、セラピューティックレクリェーションと

いう専門学科への関心が高まりつつあり、ここ数年スポーツレジャー、レジャー銭光産業などの領域で、

セラピューティックレクリエーションに関する研究論文が数編発表されている。しかし理論でも、応用実

践の系統研究でもまだそれほど深い探究にヨさっていない。

したがって、本文は台湾のセラピューティックレクリェーションに関する研究の傾向と原創性実賎研

究の成果の内容分析を通じて、台湾でのセラピューティックレクリエーション研究に対する理解の糟進

に期待するものである。

この隠的を遼戒するために、筆者は各国の研究者が台湾で、あるいは台湾の研究者が国内外で

発表し、雑誌等に掲載した文献、またシンポジウムなどで発表されたセラピューティックレクリエーション

関連の論文や文献を分析の対象にし、同時に量と質の分析も行い、台湾のセラピューティックレクリ

エーションに関する研究の傾向と重要な成果の内容を明らかにし、また将来の課題、発展の方向を

見出し、今後の台湾セラピューティックレクリェーション研究における参考資料の提供を試みるもので

ある。

E 研究方法

各国の研究者が台湾で、あるいは台湾の研究者が園内外で発表し、雑誌等に掲載された、またシ

ンポジウムなどで発表されたセラビューティックレクリエーション関連の論文や文献を収集し、整理分析

を行い、問時に震と質の分析も行い、さらに台湾のセラピューティックレクリエーション研究の特徴、成

果を理解する。

(一)研究対象

分析の対象となるセラピューティックレクリェーション関連の論文や文献の数は、修士博士論文やシ

ンポジウム発表の論文、雑誌等に掲載されている論文等合計 44件である。

(こ)分析の方法とE奈良IJ

1.蚤の分析

(1)収集したセラピューティックレクリエーション関連の論文や文献を整理し計算する。収集した文献

を発表年代願に整理し、発表者、所属領域をまとめた一覧表を作成した。

(2)収集したセラピューティックレクリエーション関連の論文や文献を年代別に計算し数量化する。
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(3)更に、収集したセラピューティックレクリェーション関連の論文や文献の翻訳表現用語、文献類

別、研究形態、研究者の所属領域、所属国家と地域を分類して計算し、数量化する。

班 研究分析と考察

(ー)台湾セラビューティックレクリエーション研究の状況と特色(量的分析)

表 1 に示す計 44l'牛の台湾セラピューティックレクリエーション(Therapeutic 

Recreation ， TR) 関連の論文や文献は その殆んどがアメリカの文献を研究対象として

いる。これらのセラピューティックレクリエーション関連の論文は、大多数はアメリカの

セラヒ@ューティックレクリェーションの膝史、定義、目的、価値あるいは媒材、実行過稜、

各種モデルケース、専門家の養成、資格制度化など概念、原理、思想と関連する応用の論

述を考察したものである。台湾でセラピューティックレクリエーションへの関心が高まっ

た主な原因は、アメリカのセラピューティックレクリエーション~いう学科が、台湾でも

次第に主主隠されてきたのは、セラピューティックレクリエーション啓蒙の活動が発展した

ためともいえる(ヲ宇野宏明. 1987)。そして台湾の人にセラピューティックレクリエーシ

ョンという専門学科のZ重要な慕礎教育を浬解させるためである。

表 1 台湾セラピューティックレクリエ}ション文献発表の年代、発表者、所属領域一

覧表(略)

表 lから、台湾初のセラピューティックレクリエーション関連の文献は 1983年に発表されたことがわ

かる。これはアメジカの論文 f休関治療師一専業人員約新領域J(表 1-NO. 1)で、中国誌に翻訳さ

れ発表されたものだが、これが正式に台湾のセラヒ。ユ}ティックレクリエーション関連の研究の幕開けを

もたらした。続いてセラピューティックレクリエーション研究の全体的な推移を見ると、まず年代531]!こは

図]のように、 1980年代にわずか 2第 4.6%だったが、 1990年代には 31案、 6.8%を占め、 2000年以

降大幅に場加して今年 (2007年)までに計 39策全体の 9割近く (88.6%)を占めている。次に年

度別の研究論文の数最分布を見ると最高は2007年(13篤)、次いで2004年と 2005年(各n議)、
そして 2003年 (51議)と続いている(表 2)。また、「治療式遊務、導論 J (表 1-NO.44) はセラピュー

ティックレクリエーションに関する初の中国語訳の議籍 (2007) である。

これらの表から、台湾セラピューティックレクリエーション研究は 1980年代前半にアメリカの学術影

響を受けて始まったと言える。しかも明らかに 2000年以降になってやっと研究が盛んになってきている。

台湾セラピューティックレクリエーション研究がそのように念激に大幅な成長をみせた大きな原因は、台

湾政府が 1990年代末に導入し始めた週五日制(いわゆる週休二日制)である。これにより台湾の

人々の休息時間が増加し、レジャー活動の品質の霊視、健康意識の高まりが促進され、また社会も

それを徐々に受け入れたのである。加えて、台湾運動レジャー関係の学部学科が急激に増えたことも

重要因のひとつといえる。 1995年から 2007年までのたった 12年間で、全国約 100余りもの大学が次々

とレジャー欝係の学科、大学院を創設している(謝立文， 2005;林慧珍， 2005)。
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関 1 文献数の年代).1'1推移(略)
表 2 年代別論文分布表(略)

ところで、関連論文で使われているfセラピューティックレクリェーションjという名称の中国語訳には

主に「遊憩治療j、f休閑治療J、f治療式滋懇J、f休閑遊態、j[休閑遊憩治療」の 5種類がある(還を

3示)。その中でもf休関治療 jという翻訳表現は最も多く計 28籍、 63.6%安占め、次いでf治療式遊

懲 j(計 9策、 20.4%に第三伎はfi義貴重治療J(計 5籍、 11.4% )である。このように多岐にわたる翻訳

表現に関し、日本を例にあげると、日本の学者鈴木秀雄 (2000)はfセラピューティックレクリエーション

(中閣語では治療式遊憩にあたる)Jと訳すのが本来の意味を最も忠実に表すことができるとしている。

しかし茅聖子宏明(1987)は、多くの人がまだfセラビューティックレクリエーションjについて完全には環

解していないため、まだこの名称、に統一されたわけではないとしている。一方台湾でも統一された名称、

はまだなく、学者林組竜 (2007)は、 fセラピューティックレクリェーシヨンj実施の過程が治療行為、レ

ジャー教育、娯楽・休息の方式とその活動の選択、といった聖書素を含むため、 f休関i護懇治療Jという

訳がその理念と精神にふさわしいとしている。また、ほか台湾の学者の間では、「休関治療jと訳した

場合、 f治療式遊憩jの中の治療段階 (Treatment)の意味にとどまり、 f治療式遊慾Jという名称を使

うことによって、初めてレジャー式治療、レジャー教育とサービス参加の 3段階のすべてを含む意味を

持つことができる、という意見もある。

表 3 翻訳表現用語{路)

続いて，セラビューティックレクリエーション研究の文献を分類すると、表 4で示すように観点(理論

性)論述及び原創性実践研究の 2種類に大J.lIJできる。そのうち観点(漂論性)論述は計 36籍、

81.8%と最も多く、次いで際創性実践研究は計 8籍、 18.2%である。 2002年 (NO.8)発表のf国人対

休閑治療消費意轍之研究JI土台湾セラビューティックレクリエーション原創性実践研究の第一号であ

る。加えて研究形態を見ると、学者(研究生を含む)による独立研究が最も多く計 32籍、 74.8%をお

め、次いで複数の学者(研究生を含む)による共同研究が計 4籍、 9.1%、第 3伎は実務執行者の独

立研究と翻訳でそれぞれ 3策、 6.9%を占めている(表的 o

表 4 文献類加(路)

表 5 研究形態(略〉

研究者の所崩領域を分類すると、表 6に示したように(1 )体育、レジャースポーツ(2 ) 

特殊教育(3)心理、カウンセリング(4 )観光事業(5 )パイオ事業管理(6)企業管理、

管理学(7)レジャー響楽管埋(8)作業療法(9 )福枇学(10)竪療リハビ 1)の 10種類の

専門領域に分けられる。その内訳は体育、レジャースポーツ専門領域の専門家が最も多く

(計 27篇、 61.0%)、次いで観光事業専門領域の専門家〈計 4篤、 9.1%)、心理、カウ

ンとりング専門領域の専門家(計 3篤、 6.9%)となっている。最も竿くこの研究に桂昌し

たのは特殊教育と心理、カウンセリング専門領域の専門家で、初期iこセラビューティック

レクリエーションを特殊教育の方面で運用しようと考え、レジャーそ通じたカウンセリン

グによって学習障護ある学生の学習能力を高めようとする研究がなされた(練葱美 '2003; 

李繍豪， 2005) 。その後は体脊・レジャースポーツの専門家による研究が殆どで、スポーツやレジ
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ャーへの関心の高まりが影響していると考えられる。その他観光延長業の専門家による研究は、ここ数

年台湾政府が積極的に推進しているレジャー観光、健康旅行等との関連が考えられる。

次に文献発表者の所属国家と地域別を見ると、台湾を主とする研究については、当然台湾の研

究者が一義多く(計 34j語、 77.2%)、次いでアメリカが計 8籍、 18.2%を占めている(表 7)0なぜアメリ

カ、日本、韓国の発表者が台湾のセラピューティックレクリエーションを研究したのか。それは台湾人の

国際観を高め、関際学者との交流の機会を糟加させるためで、台湾は 2004年に初めて国際シンポ

ジウムを開催し(2004 )、アメリカの学者を招聴して以来、 2007年iこはアメリカの他更にa本、緯国の

学者を招聴し、 r2007高齢者セラヒ。ューティックレクリエーション間際シンポジウムjを開催した(美和，

2007)。もう一つの護主要な原因は、ただひたすら欧米の認識、価値観だけを観察して模倣し、転用す

ることにより、台湾の独自性を欠いたり、実践の過程で同じ失敗を繰り返したりするのを免れるためであ

る。そこで発祥地のアメリカ以外に近隣の日本、終腐の緩験も参考にし、その上で台湾独自の経験を

踏まえて研究を進めようというのである。

以上のような文献分類、研究形態及び研究者の所属領域、所属国家と地域別の最的分析を見

ると、台湾セラピューティックレクリエーション研究は観点(理論性)論述が多いが、原創性実践研究こ

そもっと重視、強化されるべきである。その研究の方向は多様な発展を皇し、体育、レジャースポーツ

と心理、カウンセリング、観光事業等様々な分野の観点からセラビューティックレクリエーションを探求し

ている。そして大部分が学者(研究生を含む)の主導的な研究の形態により、同時に国際観、国際視

野を備え、しかも本土性(主主根性)経験の構築の重要性に対する考慮が必要であること、それが台湾

のセラピューティックレクリエーションに関する研究の傾向と特色であるといえる。

表 6 研究者所属領域(略)

表 7 所属国家sIjと地域{絡)
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玉三日
高齢者介護サーピス事業施設の職員における高齢者レク活動の

支援カ向上についての期待

~セミナー受講者の場合~
o B疑問治久〈余暇問題研究所) 上野 幸 (11) tll崎律子(11 ) 

キ}ワ}ド: 介護サービス事業施設、高齢者レク活動、支援カ

1 .はじめに

日本の高齢化社会において、高齢者介護福祉とレクリエーションに臆する摺躍に対し、

本学会や他の学会においても多くの研究が進められている。療問、山崎、上野らも実践現

場の視点から数多くの研究を進め、昨年本学会においては高齢者介護を実践する介護サー

ビス事業施設において、その職員のレクリエーションに対する関心を調査した研究(薦問、

山崎、上野 レジャ}・レクリエ}ション研究 53 ~予 2006 年)を行った。その結果介護

施設で高齢者介護に従事する職員のレクリエ}ションに対する関心やその教育機会の求め

ていること、これは職員自身だけでなく、施設側にも言語いという結果を得た。しかしなが

ら彼らが抱える問題として、認知症や麻療など多様な利用者に対応することへの襲撃しさや

プログラム、具体的な支援方法を求める現状であることも示唆された。

そこで、本研究は昨年の研究の継続的な研究として、介護福祉現場での高齢者介護に従

事し、そのレク活動を支援する施設職員を対象とし、高齢者のレク活動を支援するにあた

って頭を悩ませている問題や直面する課題を明らかにすることが必要であると考えた。こ

れらの実態を明らかにすることは、介護職員を対象としたレク活動の教育や支援カ向上の

手助けとなるべく開催しているセミナーへの示唆を得ることができること。レクリエーシ

ョンの専門学会として活動する本学会において、高齢者介護福祉とレクリエ}シ g ンに関

する研究会進めていく上では、実際現場に夜絡する研究やその方向性の示唆を得ることに

つながるものと考える。ひいては重要支援・重要介護高齢者のさた汚の質 (Q0 L) の向上につ

ながるものと考える。

2.図的

本研究は高齢者介護福祉の実践研究として、民間有料セミナー参加者に行ったアンケー

トを基にその分類を行うこと。とくに介護施設職員が高齢者へのレク活動を支援するにあ

たって、どのような事柄に悩み・芳労しているのか、得たいと感じている情報や知識はど

のような事柄であるかをど採ることを目的とした。

3.研究方法

対象は A社が主催する介護施設職員を対象とした f レクリエ…ションセミナ~j を受講

した参加者。務催時期 2007年 3/13から 8/110 開催会場は札幌から沖縄まで全国 13ケ

所、金 18屈。参加者総数は 675入。

方法は参加者に行ったアンケ}トの内、 fこんな内容を受けてみたいj の項目に記述さ

れた内容を抽出した。その問答をとグループKJ法を用いて数億の“鳥"として分類し、

さらにその内容の吟味を行った。

4.結果

アンケートから抽出した項gの数は 301であった。全員が高齢者介護福祉施設の職員で

あるが、 f注射や年齢、介護の経験生存数などは質問項昆を設けなかったため不明である。
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<グループ KJ法による抽出項aの分類菌>
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5.考察

結果から、 f活動自体を知りたL、j の“鳥"が最も多く、 RP使える、すぐ行える活動な

ど毎日の活動に苦慮していることを如実に表していると考える。

f集間指導法j の“鳥"は、施設での活動の金扇・準備からその評価、また人前での話

し方、楽しく活動してもらうための盛り上げ方などの項自が含まれる。高齢者の活動支

援を行う中で、その集団指導法の知識や技術の必要性を強く認識し、その理解や習得の

強いニーズの表れと推察する。

{特徴にあわせたj の“島" I立、介護現場に求められる f身体機能の維持Jr介護・転倒
予防jや施設利用者に見られる f認知症Jrマヒや回・耳の不自由 Jr参加の拒否や消極的j
への回答である。さらにはこれらが混在した集団であることも表しでもいる。それぞれ

に“活動自体を知りたい"とするニーズと“正しい理解や対応の仕方、指導法"を求め

るものに分けられるが、とくに『対象者の把握』の視点から考えると、それを踏まえた

高齢者レク活動の支援は専門家として実践するなかでも最も重要であると認識・実感し

ており、介護職である職員にとってはそれ以上に難しさを感じているものと考える。

「レクリエ}ションの理解Jの“島"は数としては 2つである。このことはレクリエー

ションの基本知識より前述した主主体的な活動、集団指導法を求める現状の表れと考える。

しかし、レク活動支援に関わる度合いが深くなるにつれて当然であろうと考える。

f職場・職員j とした“島"は、その教育やスタッフ問のコミュニケーション、士気の

あげ方を求める記述である。 f元気が出る Jr ~議員も楽しめる j などの回答もあり、介護

現場における新たな課題が垣間見えたものと推察する。

6.課題

介護現場ではすぐ行える活動を求めていること、さらには利用者の特徴を偲援し、様々

な特徴が混在する集部に対応する集団指導法の視点が求められている点に注目したい。介

護現場の切実な求めに応えるための教育にも、多様な高齢者の活動を紹介する上で集団指

導法を踏まえていることが重姿であると考える。

また、このような視点が重視されることは高齢者レク活動が成果や結果だけでなく、高

齢者をどのように把握し、活動をどのように行ったかという過程に注包した研究を進める

ことが高齢者レク活動の発展につながるものと考える。
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日て
スポーツによる悶政の車足突は司書Eか?

一起訴日 15年東京オリンピック招致1活動を事例として ー

古城 長著失 6工戸111大学)

1 はじめに

平成28年(却16年)第31問憂きFオリンピック大会の紹至宝lこ向けて、東京都は立{制官を表明したa この大会が東京総に決定すれば、アジア地区

では初めてとなる間関での2問自の倒織となるが、実はH蘇口15王手(J940年)9月に開催が決定していた東京オリンピックがあった.

本研究では.r幻の東京オリンピックJとZ料公1ているこの大会の開催が決定されたH係自 11年 0936年)当時の臼本を取り巻いていた従界情勢

と、I!I幾と思!.t>才1た東京次会招致を実現した人々の関係を過して、スポーツと図政の関係について明らかにすることを霞的とする.

2 近代オリンピックに至るH寺代背策

当時の日本は.明治28年 (1895年)のE1i榊k争で勝利したことにより、朝鮮半島から消閑の影響力を無力化すると‘台湾を領有し、明治.38年

(1905年)には‘日露戦争の勝利によって朝鮮半島を完全に占領した.

一方ヨーロッパにおいては、大IE3年 U914年)ドイツをはじめとした5カ留の中央障']'ltlJ:認と、イギリス・フランス・ロシアの三国協鴎を形成

していた連合閣との間で第一次世界大戦カ雪合まった.日本イタリア.アメリカも主主会額損1)に参戦し、連合邸旨1)の勝利に終わると、アジアと臼本問

内において藤幸ちからの発言霊力がますます強まヮでいった。

また、近代オリンピックの書1)3J:容であるクーベルタン男爵は‘当時の望号少年途が生きる希望を5たっているのではないか.と憂慮していたと怒われ

る。それは彼らが、幼f仏』

を経毒験実していたこと、またパりを包闘したプローfセン軍とパリの労働者並びにE自民主震の!l司で行われたパリ・コミューンの戦いで、敗戦のショ・ソクを

受け経済的図書持に陥っていたからマある.やカfて、イギリスのアスレティシズム思智(注})に繁華Fを受けたクーベルタン!/js私立1850年から行な

われていたウエンロックオリンピックに影響を受け、世界平和を綴って近代オリンピック(第一回明治29年1896年)を創立したと会われている.

3. 中央と地方そ総点〈パイプライン:e1i閣寺公裂と若槻耳目次郎

選富永 2年(1849年上京都で太政大臣になることの出来る公家の一つである徳大寺家の次男として生まれた公望は、明治天患の滋(Jt自手として

幼少期を送ると、早くから倒幕を志した.山陰軍事総督に任じられた後、明治4年<1871年λパリ・コミューンで綴然としていたパリの、ノルボ

ンヌ大学に綴学した。またパリの下宿で、後iこフランス首穏となるクレマンソーと続交を深め、議会政治を光iごして子高邸皆磁の生活改ま専を目指しな

がらお織の婚強を図るとした念必主義に影響を受けた。一時様国後、再びドイツとオーストリアの大使を務め、帰E国1総立iBa友会をま立3J:し内閣を組織

したが.明治天E量の鱗御iこ{辛い.議寺院首名のできるJi.:元考のひとりとなり、以後政界において長く影響力を発嫁した。

明治39年 (1的6年)1丹、第一次商閣寺内閣の時に大蔵次-gであった若槻筏次郎l式首在留寺の精子;1役察lこ!笥ffし.耳羽目が主主〈絢;iにn溺する危
険性を'L画記する西脇寺の姿に感化を受けると、大蔵次官を辞任し、勅選議員として経太郎(西閣寺公望と交代で総媛大臣を三度務め経摩郡寺代を1見出

した)の愈霊堂した立憲同士会に入党した。その後‘大蔵大陸、内務大臣を務め、大正 15年 (]926年)第一次結納均閥、罰百草自5年(j930年)ロン

ドン軍総会縫では首席全緩として条約を締結し、 ssf06年 (]931年)築士次若槻内閣を級耳語した.毛主槻は今日でも平和三主義者として知られている

が、こうして、中央と地方を絡ぷ人脈のパイプラインができあがる.

4. -gと民の結び隠:'13'搬副豊次郎と熔清一

慶応2年<1866年)2月5B.動綴県松江市級事宮町に下級潟書士の次男として生まれたまま織と、慶応3年 U867年)7月413に島被爆松江市雑賀

町に下級海士の次努として生まれた浮潟ーは、血のつながりはfよいが近い綴戚であった。

やがて松江中学佼を卒業し‘車が学補助金を得た浮1宵ーか孫8京大学予弱者門に合絡すると、一年後れて、若械も司法省法徐学校入学を果たした.入学

後の俸は英人ストレンジの教えを受け、ポートi塁手として第一割ボートレースのチャンピオンとなり洛絡したa 宅~t現は第一再高等学校を縫て務国大学

仏法第十を主主席卒業したが、在学中iまボート苦sの選手として浮遂と!可じレースに参加したりした。また卒業後は‘学士競訴事 (OBレース)に他の卒業

生i童と参加している。

事鈴鹿カヰ也の大学生と問じように宮殿lこ付いたのに対して、 F告は00際弁獲土として活Z産するi墨を選んだが、棄ま働うf政治家になるiこしたがって、桝ま

財界とのつながりをt駒てf子った.明治42年 (1909年)‘駐日フランス大使ゼラールカ吸納治五郎こE搬オリンピァク委員への紋仔を求めたとき、

すでに岸は、 illH宇による海外渡航の合間iこいくつかのオリンピックを後察していた.すなわち‘明治37年 (1904年〉第3aJセシトルイスオリン

ピック(アメリカに明治41年 U908年)には第4関口ンドンオリンピック{イギリス)を後察し、正主将買t政雪!H主としてロンドンとパリに駐在し

ていた若械とも会っていた。

近代オリンピックは.言高4邸ロンドンオリンピック大会から‘初めてE盟slj参力問草食河主られたa だが、家繍潟大による経費削械のため参加闘が少

なくなることを懸念したクーベルタン努E料、念4重lこ列強制中r.，入りを果たしていた日本へ参加裁青をしたのではないか。ぞう仮定ずれはクレマ
ンソーから前総獲の商関寺公獲をi透して、手乞k郎総理と大蔵事務次官の幸吉槻崩豊次郎にi麗当な人選の照会があり、事軍部の愈向を慮った政府が、非公式
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の様車曜として燥を派滋した、というつながりが見えてくるa

5.スポーツと政治の絡ぴ13:ボート人脈と嘉納治五郎

E長時築総治五重sは海外で有名な82主人の1人であったと5君、われるが、それは、明治22年 U889i手)当時、 I!'l:fこ嘉納の弟子途がフランスで柔滋

の機離をfすってし、たからである.またドイツでは、大使の街盟関与寺公怒とも続交を若葉め、フランスではリヨン大学に留学していた徳謙次郎{災浴学の

父・島根県松江市出身松江縁日正の次努として生まれ築家外主主話番大学出席出身後法学博士.東京大学紛費、現波紋大学の校長などを廃任、浮遊と閉じ

ポートレースに出場しさ学生クJ(r-のコックスを務めている}ともE話会したと恕われる.霧車内まボートを若宮いだ経験もあり、費悼の第五調高等学校殿寺

代iこはボート創iを廃するなどあまり轡解を示していなかったが.講道館を財閥法人化するにさ当たっては.成2震を法学博士の梅謙次郎の釈こより尖減

し、法人の滋司区には幸吉械も就任している.

明治23年<1890年)には、監事E習のためにスエス涜!I可を緩てインド採に向かう船上で、ロシアの泌蕊二t1きとの統合において、紹守主をt空L河Hまし

た燃ご絡手力司蚤裁をしないように織を引いた態度カH量全土瀞ヲで潮寄らしいjと綾瀬戸f関によって広〈関内にf主められた、というヱピソードもある.

これは、明治33年(I奴狗俗、新渡戸総量が蓄した rBUSHIDO:THE SOUL OF JAPANJ.こより世界中に武士滋ブームカ泡

こっていた、ということとも然関係ではないと怒われる.

6. 嘉納と近代日本スポーツ .. 大日本体育協会の役立

激主宰を緩てアジア初のIOC委員となった嘉納l本明治45年<1910年)に持母カ寸1る言語5fi霊ストックホルムオリンピック大会出場に向けて、 8

2ド代表を決定しオリンピック大会に出場する炎絡を認定する緩織作りに取り控トかったが、東京帝殴大学、皐若宮a大学、慶応大学などからの賛成を受
け、大日本体育協会の事務所を東京市小石川区大塚袋町の東京高等飾総学校内こ緩き、そのーっとしてオリシビック委員会をつくった。

また、役立当時の総長遣は学校関係者カ惨かったために.<f::.婆緩撃をは有志の鰍ず匂擦った.それらを挙運資長と呼乙えその数は24名にのぼった力士

多くはスポーツ界と財界人であった.

その内訳i立、会長の嘉納をはじめ、 E宣E器等公室夏、渋沢栄一〈日本資本主義のお、務総小弥太(三菱財閥 41~El総露出)、古?可成之劾(叡好財閥 3f~

B当主3や淳首時一(日本滞緩i議会手iJJf役会長、大臼本体育協会第二代会長.二人8のIOC委員、協会の赤字般向をたびたび助けた、現在も活動中の

出墾学生会を創立し松江出身の多くカ宅会長となった)平沼亮三(日本市民スポーツの父‘ボート経験者)添m翼手一(箆本興業鎖す初備制妙)
王宮之織次郎(燦の!潟撃事で策双大学の鈎級生ボート選手、日本興業銀行第二代総書it)などの早々たるメンパーであった.

しかし、協会は慢性的な財政鰍こ綴っており、嘉納たちがストックホルムオリンピックlこtfj~している悶にZ加えフィッリピン体育協会理事であ

るヱルウッド、 S，ブラウン〈アメリカYMCA)の強硬な婆絡による上海。マニラ・日本三国による f極東オリンピック大会j関機の重要識に応え

ることカ官邸紺よかった， またそれ以降}ふ織内に器脅さ上がってきた海外大会(オリンピック・綴東大会)への派遼守閣の潟大や協会の滋手滋量壁新去

などの体策改畿を求めた役急識の高まりに対取するために.脅森県でgi霊知事をしていた武a千代三郎(俸と問じ第一回ボートレース優勝者クJ(r-，
駅伝の命名苦言で山梨・秋al言連続湾、 a本で始めて持者かれた段上競技大会の優勝者)を衆耳誌の縁関海家協会(イギリスに習い寄付でjjiJ司船の建造を
行った協会)の線織委員に章配線させてから大日本体育i't.会長に迎え、被上関係者との貌然を解消しようとしたと考えられる@

しかし.薬事内と主主E自の荷績は滋び立たず、霊taは任期を残して大正 114芋Cl922年)大阪高等商築学校に去って行った.また、当初俸をi'J会主義
に後豊富しようとしたカえ緩東大会問麹の解決を図るために‘大工E6年 U917年}短液体育協会の鎖妓望書奥主主と湯治長lこ錐裏書さ才1.8本で始めて開

録された第三1EI緩東選手本絞殺党大会において、日本を初めての総合優勝に導いたのであった.

7噌 声事務ーとオリンピック

明治45若手 U912俗、明治夫畿の崩御iこ続いて大lE3年(1914年)祭殿が亡くなると、遺書患をしのんた溜良から失姿を祭る将理士の建設を求め

る声カヰ高まっていき‘大工E4年(1915!F)，明治神宮宮の建設カちを奇襲された.その際、議納f台五郎の縫警で明治神宮外苑競銭湯の建設が決定され.

大iE12年(I923年)Iこ起きた関東大震災のためにー吾寺中断したが.大工E13年 U925王手)、ストックホルムオリンピックのスタジアムを綴して一

間401日m1万59"人収容のスタンドと5万人を収容できる芝生F告を設けた競技場カ決成した.また.スポーツiこ対する隠民の関心もオリンピック大

会でメダ)1-;1)徐々に5釦与されるようになってきたことでさらに凝まってきた.このことを受けて‘大iE13年Cl924鎖、内務官撃の主催で第一留明

治神宮撒後大会カfボート紛主をはじめとした15種目て芳子われ内務大阪の幸吉掛物訴をi忍べたが、この大封建査の凶反体育大会の成立に影響まを与

えている.

また、大iE10年 (}921年}に愛護なる{財嘉の改革重要求そ受けると、嘉納が名後会主義lこ銃後したことに{辛い.大臼本体育協会会主主iコ莞任した俸

は、選手を事|察して.大工E13年(1924年〉第8図パリオリンピックに参加した.しかし、オリンピyクを機会に関かれる国際後上競後連盟に、

大自本体育協会以外の日本人の軽量上競技図体が樹虫でIJDllIlしようとした問題カ寝室こったため毛もと体協理司区で8本大使童書の参司陣営を務める杉村割島太

郎傷銀験出身後策都民第一日高等学校の途中から紫紺洋の途中までボート選手〉らの協力を得て， ~盟際線上費量後遠鏡会祭ジークフリード・ヱ

ドストローム{後策4代IOC委員会会長)Iこ事情を鋭明し.支援を得むこのことにより側識の銃総力惚められ以後長い吉正憶を鰍量まで保つ

ことカf出来たと後寄書される.
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11m日2年には.イ本青に爽赦したとしてフランスからオフィシェー・ド，レジエンドノ-)1-笈を綬与された。また舜II立、 811手uai手(J928年}第告

白アムステルダムオリンピックにボート選手を始めとした選手を号|準して参加して以降、たびたびボート関係者に策主主オリンピック大会のt漆立につ

いて綴るようになっていった.盟問OG年 (HJ31柄、第二大事録掬勾閣誕生後の紛判事変勃発をへて、 1111平日71手Cl932ff:) ~転1O@]ロスアンジェ)~

スオリンピ、ノク大会に選手間を引率して乗船した船には、1il復ともフィリッピンやインドなどの選手間と各[誌の大会陶芸者も含まれていた@

またその際i立、東京オリンピック大会指数のためのロビー活動として、 8J'l3日のタ実1)からカルフォルニアのアンパサダーホテル4降雪で‘俸が主

催した娩祭会でIOC委員会総会に東京iliが立4熟暮したことを東京市の市会議員とともに報告したのであった.なお、当日の目免皇室会iこ参加したメン

バーは鶏納委員をはじめ‘策京オリンピック決定に紫を投じることが出来るエドストローム等.各箆IIOC~1itとその婦人も多く含まれており、総

勢5O'I't以上にのぼる媛大なものであった.

また、線透F寺の船にも、日本を経闘してl滞留する JOC委員やさを国の選手も同乗していたので、ぞれらのde害事カ涼rrllmこt毒殺されると、閣内のオリ

ンピyク総E立は燃はi察まっていった.そして.メダルを多数獲得したことにより、ヲミ祭lJI!f下iご対するご進織で.期立アメリカにおけるB本人への排

斥祭儀などの状況やオリンピ /'7ti'.l致の可能性についても~~売の湾総性か濃いことを給している.

8. 7(!皇家とポート

明治維新後の新政府は海軍の充実を闘っていたので、海兵のIiIII織のためにもカ yター書l隙はよく行なっていた.明治lG年には、機関111で始めて

ボートレースに責主甑けてカッター続走を行ない、明治天皇も1T撃し賞金を出すなどしていたa

又たびたびポートレースlこ足を遼ひ凍双大学や学留院のボートレースも天覧したりしたが4!fに大lE天5震は、学生のボートレースをモーターボー

トに情1乗して綴覚することを好んだ。それらの行禁には東京大学でボートを読書いでいた4林華助羽生大倹、 2宮中御用係)w口鋭之助(島綴県総11市

出身、後学習榔完長、後宮中i1i罪鴨ウなどがたびたびお供を勤めた.さらに、鉄父'ßll~Tと溺li:宮殿下;ふことにボート競技を愛好し、イギリス裂

のシングルスカルを燐入して，浜離宮のIl!lや絡協11Iの尾久コースなどでボートを溜がれた.そして双筏でも、ボートレースには紋父'8杯として'I't毒iJ

を残している.

9. テロリズムとスポーツ政策「冬の持イ¥;jの到来

i!!i~題等ら平和主義者の協力を得てロンドン議総条約を締結させた第 27 代総澄大駁浜口正産業1;1:.自浜口 5 年 (}930 華料、過;票総守議官請t震強派に東京釈

で1霊i誌を銃撃されE重症岳災った@また昭和6年Cl931;1手)1月には.倒鰭・井上日Bの灼檎!¥'従量十磁が喜書見したが，このまト宮習で綴約にあげられて

いたのは‘i!!iU提寺や符棟、井上主事之劾などであったe さらに3月事件では、軍人の即a宮Eと政治家の一部が力日怨して1万人主完全襲のクーデターを計測し

た。ぞれから、満州事草野移牒すると、 4月iこは税制t第二次内閣を組員罰したが‘ 10)守にも陵箪の過激派均等専びクーデターを企てた.これらは料さ

に!坊がれたれ 110017年 (1932年)には、大日本体育協会の初代媛賛貿でもあった井上(政治書むと三井財泌総裁問琢験う泌総おこより11音殺され

5Jれこは5・15毒事件均等書発し第2古代総湾大使大養毅角哲綜覧された.

B露戦争の勝利で習臣告書のb盤強を羨む戸衝が関内に高まっていったことも筒景にして、路事il7年 (]932年)10丹、東京市ぷ会はE義紀26以}年をZι念

して第 12@]オリンピック納長Eを議決している。そのこともあり、さらに当均の新開記事から停の発奮を号1ft脅して、主事は東京オリンピック級王立に対

してt締約で、 D{j~D 5 塁手 Ü930 年}言語 14{~東京市祭になった永田秀次郎が綾炎に東京大会招致を苦言い出したようにとらえる向きもある。

ただ、燥が発奮したのは‘まさにこのような状況下でのことであり、会場建設等iこ膨大な資金と鉄材を必援とするオリンピック招致などは‘貫主後

主量殺が正請ければ軽々 に発震できなかったのではないかと皇まわれる.意書日撃で選ばれ1こ東京市長永!D秀次郎が、第三高高等学郡新t、髭者雪/締で行われた第

一主主3':C露中学校競潟大会ではすでにボート界では高名であった俸や杉本憾などを係長室として繍佼しており‘続く東京市長中村是公が、策京大学事剰に

10年間もポート選手として滋E還して，，たことからするとも東京市議会の出義カえボート界=俸の意向‘災1撃であろうことは、 2事E事;こ推察される.

けす1ども‘昭和8年(]933年).俸は智激な機曹、の発作であっけなく死んでしまう.絡カf死亡したのは第7悶明神宮続技大会の綴中であったため、

その葬儀はスポーツ事撃の状況を議した。予寄山斎場の入り口は2∞以上の帯量でt理め尽くされ、各関係紛主主E体の代表が会旗を熔真に参列した。妥tA

関係、政財界も含めると参列者iま2f-人以上にものぼったa

その後、東笈才1)ンピ。ノク招致i立、嘉納や杉村らの努力によって‘ようやく決定をえた.

ただ、 OO!事透'M1事務局次長を務め、 IOC委員となった杉村陽太郎が惜しまれつつ馬主役し‘東京オリンピック大会開催決定を知らせる機関途中の

氷)1 1丸虫色上で嘉納カ匂E亡すると、もはや篠宮1;を抑えてオリンピックの開催を後進すべくも無く .1まからずも戦況の懇化lこより、 B~足立オリンピyク

際11躍を繰返することになってしまった.

1 0 おわりに

勝首 39 若手 (1制王将来Jil:オリンピックの持善後カ滋づいた哲月初日、 F事の童詩~Q獄事事it1J\重量綴探11'で行われたが、ロスアンジエルスオリンピッ

クから大会に開コっていた主賓のJOC会主義アペリー・ブランデージはも時の東京都知事がかつて東方次学でボート選手であった瑚駄郎(医学博

之 JOC委員‘第六代13本体育協会会長)であるにもかかわらず、 f東*オリンピック lま浮の{意業であるJ と樹~したのであった6 このことl式

戦紛の日本におけるE窓際的なスポーツ政策が、家主草した1個人のロビー活動のよiこ立総していたことを{粉コせる。
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けれども‘生新i.料電t京大{吏就任を聖書議されていることを溺らしていたことからすると.こ胡寺{1;に語学!こ鞠Eでスポーツをi国してI自った駿tf;

な人目院を持つE抹大使が市E生していたら、いかに縦き遂とはいえ、その後叫守{七に文付る影響詩f;J:j;なからぬものがあったであろう.

ここに我々のさおくところがあるが、昭如15年幻の積京オリンピyクと呼ばれた大会の初動車重M{!以IJした中で、俸の果たした役1!iJJは.さらに今

後叫械を待たなけれ4まならないe

注1 アスレティシズム恕J惣

19 t邸宅のイギリスでジェントルマンとしての立ち際娠る然いを習得するために、パブリックスクールやオ‘ノクス7ォード・ケンブリッジ大学等で

行われ此室長底的スポーツであるク 1)ケソト・フ yトボ-)t".ローイングなどの鶏蛇還して理想的人絡形成を計ろうとした怒怨

引用文献

2016 年東京オリンピック基本方~I 東京都

日本体育(身体j草野j)・スポーツ再考V 栗橋満

戸手t宵-i五 F事情1門会

若fJj訴埋源問伝"dEi¥¥縄問顧録

嘉納治五郎私の生涯 臼本[g]懇センター

近代休脊スポーツ年表 y宇野雄三{也

大日本体育協会史 大白本体育協会

日本体育協会50年史 日本体育協会

ボート I∞年 'san毒事事
東京大学漕艇部lω年史策:J;(箭悶大物機延都

新ボート 100年燦I奇妙総"d減摩哲夫

スポーツ八寸キ~ 日本体育協会

東京常国大戦勝街5初年5台 東京f骨IE大考会庖総書官

欧附に使して実業之日本社

中村是公と激石 静管轄F産総勉3暗主主

主鉢助型次郎 関民lこ詠5、改j毒殺

潟艇75年日本泌総協会

日本ボート競技データフャイル 悶本ボート協会
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戸三日

1.はじめに

現代告会と情轍す動の特質から見た

fメディア・ピオトープJの枠組み

土屋蕪(7J::Fi)1汰学)

19齢砂ら20世細こかけて、人類は篭信・謡番・ラジオともりた様々なメディア告と手にした

が、それらは、そもそも様々な可能性を秘めた相主として社会に登場した。ところが、先行の

メディアとの競合関係や普及に関わる企業戦略の中で、それら当時の fニューメディアjは、

限定的な役鰯を担わされるようになっていったとしづ付嘩 l倒的。多様な可能性を秘めた存

在が、歯家ぞ資本などによって、その役割を閤定化されたわけである。これはたとえば、ラジ

オの樹齢2限定されただけでなく、ラジオを扱う側から情報の「送り字j としての役割を奪い、

f受け手j としての役割に限定させた、とし、うことを意味する。

つまり、メディア=技術の問題は、単にそれ自身のみならず、それを扱う人間のポジション

までも決定してしまうのである。この構図を、インターネットやデジタル放送に読み答えてみ

ると、 fweb 2.0Jや F集合知Jに関する議命が見えてくる。また、人f却す動の原理がものごと
の過剰な蓄積(あるし、はその蕩尽)に立脚する、という観的こ立つならば、付カ例制直に基づく

経済行為が情報行動ω奴飲していくのは、投資家遠の生態でまE明するまでもないことだろう。
fメディア・ビオトープlとし、う概念が単に生態物澗捕としてイメージされるとしても、

そこには、人間論、現代社会論(情報化子j会論)からのアプローチが自ずと包含されても、る。

そこで本易問では、これらのアプローチに沿って、 「メディア・ピオトープJ金権築してし、く

榊旦みについて明ら糾こすることを目的とする。ただし、研究静或との関連から、ここでは情

報一般ではなく、特に f僻惜報jに限定して、議論を進めてし、きたいと思う。

2.人附閣の情報論的側面

養老によれば、人聞の脳は自らが捉える世界観を現実に投影する、とし、う形で、暗黙知から

形式知への転換を図ってきた、という(養老・斉藤 1992)。この転識の構造について、茂木

は f偶有税Jとし、う概念でわかりやすく説明している伐木笈肪)。すなわち、人間の脳は、

完全にはランダムに起きてし、なし号磯を f繋理してj法則生会見出すことに興味を感じる、と

いうのである。したがって、完全にランダムに起きる事象に対しては興味を持たないし、法則

性の確定している事部こも興味を持たない、とし、うのである。とトは、まだ法献金の見出せな

し母橡に法長羽生を与えて「くれそうなj情報を求めて渉猟するわけである。

この観献も観指閣を見ると、観光晴香られる f非日常伯という概念も醐手できる。す

なわち、単なる f非J日常ではなく、旅行先という非日常と日常とを結んで、日常を再編する

「メタj 日常の力を持つ非日常、あるいはそれを実感させる情報こそが、観光という行為の中

で盟まれているのである。
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3.情報ネットワークの結節点としての fメディア・ピオトープj

人間が日常生活をリセットする情幸設を綴光の場で採り入れる存在だとしても、日常を再編成

するような情報を、単なるデータベースから得ることは容易でなむ、これは、インターネット

で検索エンジンを利用するときに、すぐに了解できることであろう。必要な情報こそうまく探

せない。求める情報の輪郭や位農づけが鱗単に特定できないからこそ、必要な情報としての

f空欄jが生じるわけである。

いわば、自分を開湾築するための条件に関する「あいまい検索j こそ、観光の場で求められ

ているものと雷えるだろう。それは単なる情報の集積ではなく、発信元や対象・寿命の要員なる

情報の「棲息場所j 告とひとかたまりに捉えつつ、それらパラダイムの異なる情報を結んで一種

のネットワークが構築されて、はじめてE可能になることなのではないだろうか。その結節点と

して、あるいは情報が活性化してその価値が確認される場としてこれらのポイントを見つめる

とき、そこに fメディア・ビオトープj と呼ぶべきものを構築する可制金を見出せる。

ただ実際にその「造成Jを試みるとすれば、結節点を構築する諸要素に関して、様々な角度

からの調査研究を実紘ずることが望まれるだろう。

4.観光線 fメディア・ピオト}プjのケ}ス・スタディ

観光情報:a:核とした fメディア・ピオトープJをイメージするとすれば、それは、 f石垣島
の観光ピオトープj とか f知床の観光ピオトープjなどと呼ばれることが予想される。ただし、

それが意味するのは、 f石垣島が生き生きと実感できる場所jあるいは f知床が生き生きと実

感できる場所Jということになるのだろう。本土の沖縄料理応が都会に沖縄の風会運ぶオアシ

スとなるがごとく、石垣島や知床に「行きたいjあるいは r.帰りたいJeしみじみ思わせてく
れるような場所こそ、観光版「メディア・ピオトープJと呼べるのである。そのとき「ピオト

…宍jの fピオjが意味するのは、文字通り、その「土地の生命jと言ってもいし、だろう。

そのような場を構築していくため、すなわち観光地と観光客を観光情報でつなぐため、また

そこで fあいまい検索j を実現させるために、 f多機なメディアによるアクセス・ルートを問

時並行的に確保するj場が必要であろう。その一例として、神白神保町周辺が注呂できるのは、

fひとJと fまちJと各種メディアによる情報を飲み込んで多様な情報提供を実現しつつある

からである。今後は、より具体的なフェイズからその実態告と捉え、 「メディア・どオトープJ

構築の条件をさらに具体的に絞ることが望まれる。

5.参考文献

水越仲 間活「ソシオ・メディア論の歴史的構鴎情報技術・メディア・20役紀子土会j水越

伸編 W20役紀のメディア エレクトリック・メディアの近f叫、ジャストシステム

茂木健一郎 2∞6W r脳j撃部材、筑農耕
土産 蕪 2仰7r緩光情報を媒介とした『メディア・ピオトーブ』様築に関する考察j江戸川
大学事課情報日士会i、第17号
土援策 2(獅 rWメディア・ピオトープ』構築に関する基礎的考察J日本レジャー・レクリ
エーショ~~袷 Fレジャー・レクリェーション穆棚、 56号

養老孟司・斉藤磐線 19'夜間弱と纂 l ヒトはなぜ埋葬するのカ昔、弘文堂
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主J
農山村における空間計画ワークショップに期待される効果とその構造化に関する研究

一長野県千曲市嬢捨地区を対象としてー

O矢野 加奈子{東京農業大学大学院造関学専攻〉

麻生 態 (東京農業大学地域環境科学部}

1 . 研究の背景と目的

近年、住民の地域環境や景観などに対する関心が高まり、景観に対する住民の意識が多

様化してきた。そのため、地域づくりの主体が行政から地域住民へと移行してきた。こう

した流れをうけて、綴々な事業においても地域住民が計画に参加し、積緩的に意見を発

することが出来るワークショップ(以下WSとする)形式の会議が多くの8治体で採用され
るようになった。これら WS形式の会議でまちづくり、農山村づくりを行うことにより地級

住民が地域の魅力を認識する、より地域iこ愛着を持ってもらえる、活動の継続伎につなが

るなど様々な効果を期待することができる。また、多くの人にその地域のことを真剣に考

えてもらい、主体的に地域に関わる場を提供することで積様的に地域に関わる意識をもっ

た住民の育成をはかることができる。そのため、このようなWSを開催することが地域の活

役化につながるのではないかと期待されている。

今まで農山村では、生産性や経済性を重視した価値観を持つ人が多かったが、近年では

地級住民の価値観が多様化している。そのため、農山村で行われるワークショップでも住

民がa主性を育み、地域について考え、共に学ぶ場となることが求められるのではないか
と考えられる。しかし、現在、農山村における空間計蘭WSでは実施主体が自治体などの行

政が主であり、行政が定めた目標に向かい進行することが多い。また、実施主体、参加者

共にWS自体への環解が十分ではないため多数意見が場を支配してしまったり、地元住民か

らは意見を開く、または合意形成を得るだけで会議が終了してしまったりする。これでは

WS本来の効果を発簿せず、多くの地域住民に主体的に地域に援してもらう意識を育むこと

は難しいのではないかと考えられる。

また、藤山村霊堂の空間計箇WSでは伎民の生活や農業生産活動と密接に関わっているた

め、都市地域の計爾などとは主主なった特性を持っていると考えられる。そのため、農山村

で行われるさま開計腐WSではその特性を十分に獲解し、住民の!1J:::t t生を脊み、地域について
考え、学ぶ揚とすることが重要になってくる。また、農山村型のWSにどのような効果が期

待されているかを知ることでよりよいWSが行われるのではないかと考えられる。

そこで本研究では農山村における空間計ii!iiWSの先進的事例である長野県にある嬢捨(1Il

鯵の月)棚mで行われたビオトープ{生き物の生息、環境}づくり WSを対象とし、まず農Ili村に
おけるさ芝閉ま十磁WSの特伎を獲壊、把援する。次に、特性から考察される農山村型のWSを

行うことで期待される効果を体系的に構造化し今後の農山村型WSの効果的な運用に寄与

することを図的とする。

2. 研究方法

( 1 )調査対象

本研究では、農山村における空間計画 wsの先進的事例である長野県千幽市にある嬢捨
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(E日毎のjヲ)棚簡で行なわれている f宙関自然潔境保全整備事業 襖捨地区J(以下嬢捨ピオ

トープ事業と称す)をど対象とする。

嬢捨棚隠は冠着山の山麓にあり、 f長楽寺境内地区Jr四十八枚問地区J、「緩石地区j の
計三ヶ所約 3haが 1999(平成 11) 年 5~ 10日に国の名勝(撲絵 ra毎の月 J)に選定され
ている美しい間関景観が保全されている場所である。

しかし近年、耕作者の高齢化などにより農地の荒療化が見受けられる。そこで、機田景

観の保全や農村づくりそ民的として嬢捨槻悶ピオトープ事業における判が、平成 16年か

ら行なわれている。

ピオトーブづくりでは、特に管理・運営が重要視される。そこで、その体制作りを目指

して調査、計画、施工、管理・選営の一連の作業に住民が参加する曹S裂の会議が初めて導

入された。対象地は模捨繍回の f長楽寺境内地区j、f姪石地区j に隣接する敷地約 1h a 

の場所で、文化的景畿にあわせたどオトープづくりを目的としている。 wsには地域住民や
その地域の農業従事者、関心のある市民など嫌々な属伎の人々が毎回 40名ほど参加した。

また、参加者を一斑から白磁に分け各斑に本学の学生とコンサルタント、行政関係者が加

わり計画を検討・作成した Q

現在は土地の改修工事が終了し、管理・運営に向けて管理母体が設立された。

( 2 )研究方法

I ワークショップ全体の特性を把鐙するために次のような方法で理解を留る。

過去 7年分の都市計語学会・農村計甑学会・造属学会で取り上げられた空間計画 ws
に関する事例の文献調査を行い、事例を主体、期間、方法などの項 gで分類を行い解析す

る。

話 iの結果をもとに空間院の全体的な特性をつかむ。

ui 特に農山村の事例に着信し、デザインレベノレ、住民の関与レベル、計甑段階で撃潔し

表を作成する。

N 1lIをもとに農山村型開の特性の念体像を把握する。

E 農村型の wsの具体例として嬢捨ピオトープ事業で特性の分析を行う。これらの調査は
すべて参加・観察型で行った。また、総参加後も継続して地域活動などに参加し、参加者、

地域住民、コンサノレ、行政にヒアリングし 3年間観察を続け現夜も継続中である o 具体的

な方法は下記に示した通りに行う。

嬢捨ピオトープ毒事業の概要を把握する

話 嬢捨ビオトーブ事業の曹S内で意見がどのような属性の人から発言され、どのように合

意形成されたかを留にしたものそ参考に発言者の属性や意見の属性を分類する。

ui 長をもとに嬢捨ピオトープ事業における農山村型 wsの特性を把援する。
m nで得られた結果を元に農山村型曹Sの特性を把握し、農山村裂の曹Sにどのような効
果が期待できるか考察する。

N n ・阻の結果より wsを行うことで期待できる効薬を体系的に矯造化し、仮説を設定す
る。その後、嬢捨ビオトープ事業を対象iこ検誌を行う。また比較対照研究として閉じく参

加・観察型の調査を行った他地域の景観整係官Sでも検証を行う。

これらの結果を麓ね合わせ、現在の農山村における空間計磁恥の特性を犯援し、今後の
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農山村型 wsに期待される効果の体系的な構造化合行う。

3. 現在の研究成果および考察

現在までに嬢捨ビオトープ事業で行われた wsで調査した内容を検討し嬢捨ビオトープ
事業での差是山村型 wsにおける特性が明らかとなってきている。
嬢捨の WSには農業従事者、市民、地域住民、学生、行政、コンサルタントで絞が構成さ

れ話し合いが行われた。上記参加者の割合は農業従事者が 16%、地域住民が 24%、市民が

33%学生、行政、コンサルタントがいずれも 9%であった。車症の構成人数は少ない斑で 9

名、多い班は 13名で行われた。間毎に多少の入れ替わりや変更はあったが影響を及ぼすほ

どではなかった。斑内の参加者の属性割合はまちまちで斑の特徴や意見形成に影響を与え

ている。

嬢捨での ws全体を過しての特徴として景観に関する意見が多かったことがいえる oこれ
は第一回路、第二回 wsを過していえることである。景観に関する意克が多かった理由と
しては、嬢捨(田幸正のfl)棚田が閣の名勝に選定されており、現在まで様々な保全毒事業や活

動などが行われているため住民の景観に対する意識が高かったこと、景観に配慮した計画

ということが目標として説明されていたことなどがあげられる。景観に関する窓J!はどの

属性の参加者からも聞かれた。

また、管理iこ関する意見も全波に共通して多く聞かれた。この理由としてはどオトーブ

づくり計額の大きな軸である継続した活動を自分遼で行うという意識が高かったことなど

があげられる。第一回院で参加者の意見を取り入れたラフプランが作成されていたため第

ニ顕官Sでは管理に関する具体的な議論となった。第一回、第二回とも管理に関しては特に

農業従事者や地域住民から発言される傾向があった。

生態的側面に関する意見はピオトープづくりの計画にしては少なく、発言者も特定の人

であることが多かった。これはピオトープへの理解や知識のレベルが参加者間で異なった

こと、生態的な側面に関しては専門的な知識が必婆なのではないかと参加者に考えられた

ことなどがあげられる。

また、専門家の意見に影響を受けることが多かった。

農業の生産量に関する意見は特に農業従事者から発言されたが、専門的な意見であったた

め班内で意見が分かれることはなくほぼ計画にも採刻された。

これらの研究結果により次のようなことが明らかとなった。線捨ピオトープ事業におけ

る wsでは臨の45勝に選定されるなど景観保全の考えが浸透していたため、住民の意識が高
くそれが意見に反狭された。このように政策や事業、歴史が住民の意識を形成し、意見に

影響そ与えていると思われる。そのため、 wsを行う際、今までどのような事業が行われて
きたかなど、その土地の歴史を犯援しておくことが重要となってくる。

また、農業従事者からは生産や管理など、生産主的、現実的な意見が多く、一般の住民か

らはさ主熊的側面や観光など幅広い意見が実行可能、不可能に関わらず出ることがわかった。

また、これらの意見は獲を縛成する震後や割合により影響を受けることもわかった。その

ため、参加者の属性を把握し斑構成を考えることが必要となってくるのではないかと患う。

その他に、今到の wsの実施主体である行政にとっては、担当者がメンバーとして曹Sに
参加していたため、務内で出た意気の意図を理解し、多数意見と少数意見を同等に扱った
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ことが参加者から多様な意見合引き出せたー悶ではないかと考えられる。そこで、官S終了

後に行政の援当者が変わるなどして参加者の意閣が継承されないなどの問題がないように、

wsの振り返り作業を参加者と共に行うなどの仕組みづくりを考えていく必要があると思
われる。

このように農山村の約ではその土地の持つ特性、構成要因、燈史、住民の意識などを十

分に踏まえ計厳密立てることが必要となってくる。

また、参加者の属殺が意見に大きな影響を与えることを十分に理解し、その wsの箆擦に
一番合った斑構成やプログラムを組むことが必要となってくる。

その際、多くの農山村型の wsでは計磁閣などの成果を出す事が期待されているため、 ws
のg擦をはっきりと提示し、それにあった一定の成果を出すことが求められる。
しかし、時の袋擦を明確にしても目標に対して参加者の怒解度や知織に羨が出る場合は、

参加者全員からある程度…定の理解が得られるように資料去作成したり勉強会を開いたり

するなどの工夫告とする必要がある。

また、幾山村製の曹Sでは wsそのものに対する理解度にも違いが見られるため、官Sの根
本的意義である f共に創り考える Jr当事者意識を持つjという考えが浸透しにくいことも
わかった。そのため、ただ意見を開くだけの官Sになりがちになり十分な意識の芽生えまで

進まず、その後の活動の継続も関難になることが考えられる。

以上のような点に留意することで効果的な ws念行うことが出来るのではないかと考え
られる。

4. 仮設の設定

一般の郎、幾l1J卒、f裂の曹Sの特伎を把握するうちにそれぞれの主体がどのような効果を

期待して wsに望んでいるかが明らかとなってきた。その結果を践的、主体制に分類し閣に
した。また、これらの効果は相互に関わっているものもあると考えられるため、それらの

表を纂に期待される効果を格互作用 iこ考慮、し仮説の閣を作成した{図1)。

関 1農山村型曹Sに期待される効果
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区ヨ
大都市近郊地域における鉄道会社が行う里山などの環境を利用したレクリ

エーション空間の整備に関する研究

1.研究の背景と目的

。陽田 慎弥(東京農業大学大学院農学研究科)

下鳴 聖(東京槽報大学総合情報学部)

麻生恵(東京農業大学地域環境科学部)

都市近郊の里山は従来はレクリエーションの対象としてあまり注目されてこなかった。

例えば、多摩丘陵は多驚ニュータウンなど住宅の供給地として開発が進んだが、人口減

少社会への移行や都心居住，志向により、今後はかつてのような大規模開発は行われない

だろうとされ、今後、未利用地が増加することが懸念されている。そうした状況をふま

えて、例えば町田市の一部では、都市計画マスタープランを変更し、霊山環境を活かし

たまちづくりへと転換する事例も出てきた。近年は里山は市民の身近な野外レクリヱー

ション空間として注目されるようになり、首都圏のレクリエーション体系においても、

都心から気軽にアクセスできる中距離地域のニーズが求められている。

里山などの景観や地域環境の保全方法については、従来は行政中心で、後に、 NPO法

人などの市民グ、ノレープの参画もみられるようになり、現在では行政・市民恥心で議論が

なされている。そのため、もう一つの主体である企業における対応はあまりなされてこ

なかったといえる。しかし、最近の傾向として鉄道会社をはじめとする多様な企業が参

画する動きがみられるようになった。これまで観光客の輸送や観光レクリエ…ション地

の開発を行ってきた私鉄も新たに対応、をし始めている。小田急電鉄では、里山を含めた

身近な沿線の自然環境の保全を自的として環境活動を行っている。これは自然の大切さ

をアピールナる自然との共生を目指した潔境活動として位置付け実施しており、その環

境活動が、一部レクリエーション的な機能を果たしているといえる。

里山地域の利用者は中高年世代が中心であり、鍵康志向、自然，志向の高まりや、今後

の団塊の世代の大量退職といった社会背景が変化していることから、レクリエーション

に対する利用者のニーズにも変化が生じていると考えられる。

本研究では、小国急電鉄が観光事業を手がけた地域や関社線の沿線地域を対象として、

そのレクリニにーション空関の変遷を明らかにする。また、現在の鉄道会社としての役割

や意識を把握すると共に、実際に沿線の身近な自然や里山を齢策する利用者の意識やニ

ーズ、そこにレクリエーション空間として求められるものについても把握したうえで、

企業(鉄道会社)が近郊地域の里山地域の環境を活かしたまちづくりにおいて、どう関

わっていくのかを明らかにすることを目的とする。
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2.研究方法
2寸文献調査
社史を中心とした関連文献及び関連資料から小田急電鉄の手がけた観光事業や、向社

線沿線地域でのレクワェーション利用をハード・ソフト両面から明らかにした。問時に、

旅客輪送の歴史も明らかにした。

2吃アンケート調査
企業、利用者の各主体の意識やニーズを把握するため、アンケート調査を実施した。

2す 1里山利用者に対する意識鵠査

2006年11月初日(引に町田市小野路地底で、行われた、NPO法人みどりのゆび主催の
fフットパスまつり jの参加者に対しアンケート謂査を実施し、里山地域の整備のあり

方等についての意識を抱擁するために行った。その場で参加者97名に対しアンケート用

紙を配布し、 80枚を回収した。(出収率82.5%)
2-2-2鉄道会社に対するアンケート調査
小田急電鉄の担当者(法務・環境統括塞)に対してアンケート調査告と実施した。特に、

身近な自然や里山を対象としたレクリエーションを中心に、現在の鉄道会社として行っ

ている取り絡みや意識を把握した。

2-3撤回を用いた特性把纏
1/50，000の地形図を用い、現在実際に小田急電鉄が関わっているレクリエーション空
鵠を地留中にプロットすることにより、都心からの距離別の特性や施設・空間別のレク

リエーション利用の特性を把握した。

3結果
これまで私鉄は遊爵地をつくるなどしてレクジエーション利用に対応してきた。遊園

地などの施設型のものは、 1980年代から 90年代初めまでは新たなアトラクションの導
入が相次いだが、その後、向ケ丘遊菌、御殿場ファミリーランドなど関関している施設

が多くある。ハード面では一方で、、アウトレットモールや複合型商業施設が近年多く開

業する傾向にある。

箱権においては、現在まで畏年にわたり様々な施設が開設されており、持続的なニー

ズがあるものと考えられる。

全体を通しては、ハード面による対応が積極的であった時期もあったが、近年はyフ
ト面によるレクリエーション空間の利用が多くなってきている。

沿線の身近な自然や豊山などにおける環境活動を含むレクリエーション利用には以下

のようなものがある。 1992年には小田急線沿線のウォーキングイベントである f小田急
のんびりハイク&ウオーク」を開始した。これについては、現在は年間30回程度実施し
ており、 28，000人程度の参加者がある。 1999年には小田急線沿の美しい花の寺を紹介す
るガイドブック f小田急沿線詑の寺四季めぐり jを間社線主要駅において 1冊1000円で
発売した。 2003年 3月には「小田急沿練自然ふれあい歩道jが 10コース選定された。
f小田急沿線自然ふれあい歩道j とは小田急線の駅を起・終点とするおおむね 4'"'"'5km

の沿線の身近な自然や文化財とふれあえる散歩コースである。これらのコースのマップ

を作成し、冊子を駅に置いて艶布したり、ホームページiこ掲載して告知している。同歩
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道は 2003年 10月に 20コース、2004年 10月に 30コース、2005年 10月に 40コース、

2006年 10月iこ50コース、 2007年 10月に 60コースに拡大されている。(表-1参照)
また、小田急霞鉄には今後も向歩道の選定を)1撰次進め、小田急般の全釈をカバーする f散

歩道ネットワ…クJ~こ発展させていきたいという計調がある。

小田急電鉄へのアンケートからは、環境問題の深刻化や CSR(企業の社会的責任)へ

の対応から、 f環境負荷の低減j と f自然との共生j を毘標に環境活動(黒J11地区の社有
林での里山保全活動、小田急沿線自然ふれあい歩道の選定活動など)を展開しており、 f沿

線価値の向上Jに務めていることがわかった。また、小田急線沿線の景観資源を貴重な

財産と捉えており、今後の検討事項として、箱根地区を対象としたエコツアーを取り上

げている。ヱコツアーでは新しい顧客ニーズに応え、地域振興にも貢献するものと期待

している。間社が実施している自然を対象としたイベントには中高年の参加者が多く、

団塊の世代が定年を迎える時期と重なるため、今後さらにこの傾向が高まると予想して

おり、このようなニーズFの変化にも的確に対芯していく必要性も把握された。

地図を用いた特性把握からは、レクリエーション利用の全体傾向として、箱根、江の

島などの遠隅地の利用に加えて、都心から近距離~中距離にあたる地域の科用が増えて

いる。近距離~中距離はこれまでレクリェーションの空間としての利用は多くはなかっ

たが、小田急沿線自然ふれあい歩道や小田急のんびりハイク&ウォ…クではこのような

地域を対象として利用し始めたため、環境活動を含めたレクリェーションの利用が増加

している。また、施設型のレクリエーション利用だけでなく、畏地・里山や市街地内の

緑道などのオープンな空間への志向が見え始めており、このような利用の比重も増して

いる。

里山利用者に対するアンケート調査からは、里山地域を歩く場合のガイドの必要性、

激策道の明確化(標識などの整備)、トイレ、案内所(ビジターセンターなど)、休憩所、

農産物産売所、駐車場などの整備などのニーズが把握された。
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No コス;s コス11イトj!- 緩肩車 路線 選定年R
1代々木八舗1(-代々木上原紙コス 玉JII土木線道と縁.かなllII宅書簡を巡って 4.0km 1I、回線量豊 2∞7年10月

21t韓関谷代凶駅~下北沢駅コース 害事会の中の緑灘とゆかりの社寺を巡って 5.4km 11 2∞6~事 10月
3議徳寺駅コース 鳥IlJJII緑遂に沿った1It包谷の社寺を訪ねて 6.5km 11 2∞5~事 10 !'l
4司f'I量船橋駅コース 鳥1lJ1II線道からilIi在慢響庖をめざして 6.7km 11 2∞6年10!'l
5銀筋ヶ谷大量産駅コース f虫JIIの流れとともに鐙然の魅力を臨まわって 5.5km 11 2∞S年10湾

s耳E級学臨調寄量買コース 成績のきしベの路!こ歯燃を求めて 6.Okm " 2∞4年10!'l
7狛江駅~喜多JU買(野JlI)コース 章者1日!野JIIの自然と量産.!l!を求めて 6.4km 11 z∞5年10月
B狛iI.1(-.書貝原{岩戸JII緑地〉コース 厳戸JII線道から由緒ある寺をめざして 4.9km " 2007年10月
9U自iI.1(-和泉多摩JlII(コース 廟織ある主主寺と多.111の調書涜を巡って 5.3km " 2以沼年10月
10食戸駅~向ケ.Ii運豊富田駅コース ニヶ領の涜れに沿って窓会の社寺を仰ぐ 6.5km 11 E∞5年10!'l

11肉ヶt王遊E園署員(粉形山}コース 主主S自緑地・機影山をめざして 3.5km " 2∞3年3!'l
12陶ヶf王遊園駅{日向山)コース 主主調lこ残るホと織を求めて 5.8km 11 2∞5年10;再

131!産拠ランド納1(コース 雑木綜i二~と織と史E審査訪ねて 5.7km 11 20制年10!'l

14鯵袋駅{僚主主JlIlコース 良山のi;と覇軍君主JIIの桜並木を訪ねて 4融m 11 z∞3年10!'l
内線全般C'E~草寺}コース 主主伏の中iこ淘然重量かな公111や全土曜宇をま主ねて 7.8km 11 2∞5年10湾

16鶴JIII(コース ツツジに留まれた若年とIIIlJを紛ねて 5.0私m " 2003年3!'l

171];:111学鑑約紙コース 俊宅地に残る.な自然を求めて 5.9km 11 2∞3年101寺
1宮町図書Rコース 湯水量Eかな窓地の公邸から恩悶JlIIこ沿って 呈4胎n 11 2∞3年10!'l

19穏複文野駅コース 繍獲量事の豊かな森1::つつまれて 8.9km 11 2∞5年10!'l

20小国$.縄纏B草署員コース 鐙宅衡の線道lこ織のZ置いを求めて 6.4km 11 2以l6年10月

21縄武台前駅コース 切り通しのl.Ii1lを受り広々 とした繍を巡って 4.2km 11 2∞唱年10月

221liM駅コース 銭高高の自然と歴史を巡って 3.1km 11 2003年3月

23海老名駅コース 海理!;sの康史と鴎燃費銑ねて 7肱m 11 2∞3年10!'l

24海老名駅-ll*駅コース 思翻地帯をt置け絡線IIIに沿って 4.2km 11 E∞3年3月

25伊軍事療1(コース 大山の腿iこ広がる健かしの築地を嫁わう 1.6km 11 2∞4年10湾

26鶴巻il泉駅コース 山あいにたたずむ鐙史ある社を紡ねて 1.3km 11 2∞4年10月

2711車巻Z霊泉獄~ヨ陸軍事駅コース 畿大な銚車産が広がる弘法山をめざして 7.2km " 2006年10月
28費量野駅~渋沢駅コース 11主主潮と渋沢民畿の尾椴進を巡って 6.8km " 2邸l6年10月29渋沢駅{渋沢E正綾}コース 渋沢.Ii般に爽快な闘然の隙わいを求めて S肱m 11 2∞3年10月

30持者沢駅(怨+八灘/11)コース 心和む景色が広がるllJ裂の後へ 8.8km 11 2倒的年10月

31事若松関駅コース 総篠山からの銚混とハーブの寄りを味わって 3.9km M 2∞7年101奇

32新総関駅~際成1(コース 酒匂JIIとあじさいの現在滋って 6.6km 11 2∞3年10!'l

3311t水依~問題成駅コース 二宮尊徳ゆかりの織に自然を訪ねて 4.6km " 2∞4童手10月
341.隠駁コース 事守!IIの溝lJI!とのどかな濁邸嵐.を味わう 6.8km 11 2005年10月

351lit車両1(:::1ース 高台の古墳群にいにしえの生活を透怒して 5.Okm 11 2∞6f宇10月

36小図療絞コース 海沿いの小後iこ減下町の8然と歴史を訪ねて 5.8km " Z税同年10月
37小関原駅~絡線緩繍駅{緒穣釜山線)コース 尊重を掴むゆかりの社寺を訪ね梅機湾を望む 5.6km 11 2∞6i!'10月
38U量平E宮町五月台1(コース 馬車111の緑の$1:1こ夏山..を紛ねて 4.0如n 多摩線 2∞7年10月

391MUlI駅~票率駅コース 聖量木林の費量織選!こ自然を求めて 3.2km 11 2∞3i!'10月
拍車lllll(コース 箆llJに盤まれた関鐙..との脳会いを求めて 4.7km M 2003年3!'l

41小ID$.永IlJI員コース 自然.かな公隠と織のある宝章ホ滋を型軽しむ 6.7km 11 2∞4年10!'l

421/1、飼急多摩セン弾一般~小関急朱山1(コース 多摩ニ.:1.-11ウン拘の公l1liや緑遂を巡って 6.5km 11 2∞4年10月

43小悶急多摩セン11-1(コース ニュー11ウンの織の小授を一巡り 6.5km " 2007年10月
制Ij¥1D$.書庫セン者一依-11*磁1(コース 多国匝ニュー脅ウンの並木道をたどって 3，Okm 11 2∞a年10月
45111本国際コース 小山活緑地の樹木と小池を巡って 6.5km fI 2003毒事3!'l

崎.称際1(-中央本本自ftl(コース さ〈らの散歩道と富島行轡軍事潮遂を歩いて 5，3km iI./1島繊 2∞3年3!'l

47中炎林剤事責~型軽緋MI置コース ケヤキ並木からゆかりの社寺桂紡ねて 4.7km 11 2∞干年101司

組大和双山BM.コ叩ス 四季おりおり楽しめる泉の織を巡って 4，2km 11 z∞5年10月
崎大和釈コース 公園Eと社寺の織にオアシスを求めて 9，Okm 11 2∞7年10月

50桜ケ.li1(-;t;1i渋谷1(コース 害1到底JII干本綴と花の寺を巡って 3.5km fI 2∞3年3月

511i1ili渋谷駅~桜ケ尻駅コース 場111沿いにある保存総織をたどって 1.6km " 2∞暗岩手10月
52長後.-湖南命駅コース 事野中の線道からのどかな景色の渡JIIへ 5.4km " 2004年10!'l
53六会回大制服(天王森泉公麗}コース のどかな殴扇風景を楽しみながら交正森公園をめざして 8，Okm " 2骨06年10月
54六会隠文書号駅(事!地!JII)コース 事i地1111ニ沿ってウメと織と歴史を求めて 7.5km 11 2001年10月

55聖書行署員{大慾事主主止公鰻}コース 苦i鎗!JiI治いの大緩域拡公邸を15ねて 8.3km 11 2∞‘年101宅

56型軽行富良{東俣野中灸公司11)コース 111沿いの回園..を楽しみながら.Iiの上の公l1liを怒指して 1.0附 11 2∞7年101竜

51藤沢本町駅2ース .沢の歴史ある栓寺と自然を紛ねて 5.5km 1/ z∞5年10!'l
総本鶴沼.-藤沢駅コース .i丘にある公園で豊かな自然と触れ合って 3，4km " 2∞S年10月
59鵠沼海岸.-藤沢本町駅コース 号!黄色111沿いの織と鼠絡ある寺社費巡って 4.5取m 1/ 2∞3年3!'l

告。片瀬江1:島駅コース 薄暗の替の中を11ブノキiこ劉まれた寺社を遜って 5.3km 11 2003年3!'l

2001年10!'l親書E

I!i、回想沿師表扇語い歩道縦長 法3
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ヨ三
求められる総合型地域スポーツクラブ

神奈川県内総合型地域スポーツクラブのクラプ理念やその目的を参考にして

0吉原 さちえ{東梅大学)、西野仁〈東海大学}

はじめに

総合型地域スポーツクラブの創設に向けた取組みは、 W2010年までに全国の各市町村において少なくとも

一つは総合型地域スポーツクラブを育成すること』、このスローガンを 2000年に掲げてから、今年で 7年

鱈を迎えた。全国で2，000以上のクラブが創設されたものの、未設置市町村は今なお存復する。争'1奈川

県では、 33市町村のうち約半数の市町村が未設段状況である。現在、文部科学省委託事業の総合型地域

スポ}ツクラブ育成推進事業は、(財)日本体育協会を主体に進められている。しかし、その実態は縮小傾向に

あると関心例えば、指定クラブ(総合型地域スポーツクラブの設立を目指す団体なめへの委託金額からも

それを窺い知ることができる。委託金は、初年度から徐々に減額され、今年度は、当初の1/3の額 (1

クラブにつき最高 100万円の委託金)になった。この状況を踏まえると、総合型地域スポーツクラブ脊

成推進事業が、頭打ちの状態になりつつあるとぎっても過言ではない。

クラブ育成アドバイザ}をしていた2005年4月--...2∞7年3月の2年開に、当時の指定クラブの関係
者から委託金の使い道に対する意見や要望書ど聞いた。具体的には、使用制限がありすぎて、 WJ思うよう

に使うことができなむせ、 f使いたい時に使用することができない~ Wクラブの実情に会わなもせなどで

ある。もちろん、クラブの設立に向けた課題は、これだけではない。地域内での総合型地域スポーツク

ラブに対する意識・認識の低さ、スタップ間の温度差、適当な人材不足、活動場所の問題など、その内

容は、多岐にわたっていた。また、昨年の学会大会で発表した総合型地域スポーツクラブの運営の実態

1)で明らかにしたように、クラブ創設後も、第~題は山積みである。

このようにクラブの設立、そして創設後の運営は、一筋縄ではいかない。それらを知りつつむ、なぜ

a分たちの地域に総合型地域スポーツクラブを必要きとし、その設立や運営に地域住民たちは、自ら積械
的に取り組むのであろうか。彼らを後押しするものは一体何なのだろうか。

本研究は、 2年間のクラブ育成アドバイザ一時代に実施したクラブ訪問時のキーパーソンやや心スタ

ップへのインタピューの記錬やそれぞれのクラブの思念やその設立図的を参考にして、地域社会の中で

総合型地域スポーツクラブをどのような存在にしたいと考えているのかを明らかにしようとするもの

である。

研究の沼的

神奈川然内にある総合型地域スポ…ツクラブが、地域社会において、どのような存夜であって欲しい

と頗い、その活動に取り組んでいるのかを明らかにすることである。

研究の方法

1)神奈川県内総合型地域スポーツクラブを訪問した際のインタビューの記録

2∞5年4月-2007年3月
2) (財)争11奈川然体育協会 平成 17年度衿奈)1保育成指定クラブ概姿

3) (財)神奈川保体育協会 平成 18年度神奈)11県内育成指定クラブ活動報告書総合型地域スポー
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ツクラブの創設を釘指す継続クラブの活動について

4)総合型地機スポーツクラブオリジナノレパンフレットとホームページ

これらをもとにして、研究を進めることにした。

結果及び考察

1)神奈川採内総合型地総スポーツクラブを訪問した際のインタピ品ーの記録から

イ
歌賞喫茶、管少年盟、はやし述、祭り

メ
スポーツも文化も、遊び中心、続技的でなく、アマチュア的、レクリヱーション、伝員長遊び、競技性と楽しみ

ジ
好きなことには自分たちでお金を出し合うのが当たり前、実技綴毒事だけではない、できる限り低料金で

地域社会 銭入

場 大人の罷場所づくり 燭りの環境 人と人との付き合いの場 様々な体験活動の場

子どもの緩織高野づくり 務Jd鐙とのかかわり コミュニケーションの渇 庖ら楽しむ場
? 子どもの受ItllB. たまり場 学習の場
L、

社交の犠 懇いの場
て

交流の渇

子ども 大人の毘 績見知りを増やしたい 健康・体力づくり

人 大人 ふれあい 引きこもりの解決に

高齢者 地械の人々の速機 人付き合い 自由なときにふらつと
つ 湾総化 世代際交流 スマートな付き合い 事業務化ではなく
L、
少子化 壕根づくり 気軽に
て

できる人ができることをできる経路で

色々なことができる

そ 町づくり 防犯 機嫌貢献 地織爽添の活用
の lIIlおこし 社会爽獄 地繊の特性を活かす
他 訓告媛コミュニティの善幸成 調主題提の獲しみ

総合型地域スポーツクラブの fイメージjは、 f歌声喫茶j、f青少年間j、fはやし逮j、f祭り j とい

う設業から想像すると、賑やかな活動の場であり、親から子へ、主義へと続く、役代継承告と読み取ること

ができそうだ。また、綴技志向的なスポーツから、アルブィ・コーン2)が『スポーツには、そのほかの

気締らしとおなじように、楽しみを提供するほかはおそらくなんの存在理由もなL、J と述べているよ

うに、楽しみや純粋性告と求めるスポーツへ移行している傾向が伺える。

f地域社会jの視点では、場所については、 f底場所jづくりや f腐りの環境j との関わりを、人に

ついては、 f子どもj・f大人J• r高齢者Jのすべての役代を挙げていることから、それぞれの年隊関に

とって、 Eきやすい場所づくりを目指していると考えられる。

f僚人jの観点では、場所については、 fコミュニケーションj、f交流j、f様々な体験活動j、f憩1，¥J

が、人については、 f付き合いj、f垣根づくりJ r気軽にj とし、う言葉があげられ、自由な状態の~で、

人とのつながりを大切にしていることが読み取れる。また、 fできる人ができることをできる範囲でj、

この言葉からは、スポーツだけを行うことだけでなく、総合型地域スポーツクラブに対して税緩的に関

わろうとする姿勢が感じられる。
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2) (財}神奈川媒体育協会平成17年度神奈川県育成指定クラブ援要と

スポーツが禽むひと・まち・未来
スポーツに量発しむ機会の鑓供
スポーツと文化の般会

スポーツ・文化ライフ創造のためのクラブ

スポーツを滋じて人づくり、仲間づくり

人と人とのfふれあいJの復活

和みの治、喜重題づくり、コミュヱニケーションづくり

地縁コミュニティの織としてのクラブ

平成18年度神奈川保内穏定クラブ活動報告舎から

テーマ
体を動かすことの獲しさを体感できる機会の提供

純粋にスポーツを楽しむ織としてのスポーツ環縫
fやって、見て、参加してJ~しめる生涯スポーツの提案
提主滅の全住民がスポーツに綴しめるクラブ

身近な鴻所で~経に参加できるスポーツクラブ
重量かなスポーツライフ線機の提供

ライフワークのー奇襲になるようなスポーツクラブ

スポーツコミュニケーションを遂じた皇室かな地域社会と発獲に

文化・スポーツを愉しみ、コミュニケーシヨンがとれるサロンのようなクラブ

キーワード 将来像 8約
生きる纂ぴをわがIIITに 地織の教資力向上 子どもたちの健全育成 人づくり

スポーツで地岐を元気に Ie峨の活性化 子どもの体力低下紡.11: 仲関づくり
4つの.のクラブづくり 地向車コミュニティの滋大 青少年の健全育成 心霊堂かな人間づくり
悠・飛期 地織コミュニティの極成 膏少年の非行・調l'韓紡.11: 健康づ〈り
スポーツを祭しむ 地媛コミュニティの活性化 高齢者の健康保守寺 健康・体力づくり
伶限を大切にする t控代間交涜 al害者の体力向上 心と体の健康づくり
文化・庭史を学ぶ コミュニケーションの鎗 地主車俊民の心身の活性化 脅少年の居場所づくり

子どもと大人がともに成長 地域住渓の心身の健全化 *縫づ〈り
クラブが入金そのもの 生活習慣績の絵巻 国Tづくり
~tr.協調路・機会 鐙かな人間性の教禽

盟主後志向からの脱却

テー?には、「スポーツj、f文化J、fコミュニケーションJ、fライブj、f楽しさJ、f純粋さj、f豊か

さj、fサロンJ、「ふれあいJr和みJなどの語句が見受けられる。キーワードには、「生きる答びJ、f地

域告と元気にj、fクラブが人生そのものj、「自立・協働・愉会jなどオリジナルの言葉が印象的である。将

来像には、「地域j、「子ども・青少年・高齢者Jに代表される f人jに関わる用語が多い。そのような

中で f競技志向からの税却j としづ言葉に興味を引かれる。目的は、「人j、f健緩J、「町Jという詩句

が潟立つ。

3)総合型地減スポーツクラプオヲジナルパンフレットとホームページから

『そもそもスポ}ツの語源は必spor主であり「遊び、興ずるJという意味だといわれたことがあります。

マすから私たちはスポーツの原点をf遊びJと考えています。したがってクラブの活動においては、一切

の強制はありません。・・・・・ 一人一人の善意によって作り上げてゆくクラブこそ、地域にg営者し長続き

するものだと倍じていますoJ(NPO法人 Kクラブ)

『カヌーを中心としたアウトドアスポーツを滋じて、技術の取得と技能の向上に努めるとともに、

環境保護等に関する活動も行い、生渡スポーツの普及及び環境との共生の実現に寄与することjを図

的に・・・・~ (NPO法人KOSクラブ)

『この活動を経激した子どもたちには、大きくなり、どんなスポーツと出会っても、そのスポーツを

-50 



楽しめるカと、すべを身につけてくれていると願います。この活動を経験した毅たちは、ちょっとした

ことでも、近くの子どもに声をかけてあげられるようになっていくと思います。・・・・・、今の社会に薄

れていく普からの良いものを、採しつづけ、もっともっと大きく広がった活動に育てていきたいと思っ

ていますoJ(YJ) 

fスポーツ〈の原点)は遊びであるJ、だから f強制するものはないj と断脅しているクラブに見て

取れるように、総合型地域スポーツクラブの中には、ホイジンガ3)が記す『スポーツの本質』をわきま

えた上で、活動を実施しているところもある。また、環境の問題、古きよき時代の日本の文化を考えて

いることが、一例として挙げた総合型地域スポーツクラブの理念や図的から伺える。

地域における総合型地域スポ}ツクラブの在り方について

1)世代間を越えたコミュニケーションの場

2)これまでの競設志向重視型のクラブから楽しみの志向を取り入れたクラブへ

3)スポーツを過して、地域貢献

4) 文化の見直しと再構築

5) 教育的姿索を含んだ活動

総合型地域スポーツクラブの「イメージjとして挙げたf苦手少年部jや「はやし漆j、f祭りjという言葉からも分かる

ように、地域で様々な活動が盛んに行われ、活気に満ちていた時代にあった組織に変わって、今の時代に即し

た人々の緩場所になることが、地減での総合型地域スポーツクラブの在り方として描かれているようである。

まとめ

神奈川県内の総合型地域スポーツクラブのクラブ理念やその目的から、地域における総合型地域スポ

ーツクラブの在り方を探ろうとした。クラブ育成アドバイザー時代にクラブのキーパーソンや恥心的な

スタップに対するインタビューの記録や平成17年度と平成18年度にまとめたクラブの事業機重要と活動

報告審、クラブのオリジナルパンブレットやホームページを参考に研究そ進めた。総合型地域スポーツ

クラブの創設に向けた耳元総みは、これからの地竣にとって、そこに住む人々にとって、また、スポーツ

が本来持ち合わせている錨慌の再確認にとっても、意義ある存在であることを改めて感じた。これらは

山崎4)が述べる fプロフェッショナルな人間JW第三の道』に通ずる。たくさんの課題が山積みになっ

ている総合型地域スポーツクラブであるが、共通のj思いを持つ仲間と共に、閉じ場所で、活動をしてい

くことに魅力があるのだろうと思う。

参考文献

1)吉原さちえ・関野仁、総合型地主義スポーツクラブの運営の実態一神奈川県内 18クラブを事例として一、釘

本レジャー・レクリエーション学会第36回大会号、2006、pp.44-47

2)アルフィ・コーン、山本勝・真水康総訳、競争社会をこえてノー・コンテストの時代、法政大学出版局、p.133

3)ホイジンガ、高僑英夫訳、ホモ・Jレーデンス、中公文節、p.1l0

4)山崎正和、社交する人間ホモ・ソシアリザス、中央公論新社、pp.303-305、pp.310餌312
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iヨ
レジャー志向性尺疫の開発に関する研究 (2)

一多様な大学生における調査データから志向性尺度の今後を展望する-

O佐橋由美(大販機蔭女子大学) 佐議採(びわこ成蝶スポーツ大学)

Keywords:レジャー診断ツールの澱ゑ実践的適用，レジャー忘向性とレジャースタイル，レジャーの質的充;;Il:，全脚色

weU"beingとの鈎連

自的

団塊世代の大決退職の時期を迎えている今日，中高年層の第二の人生とりわけ，レジャーの商での充

実に対する社会の関心は，より一層高まってきているように思われる。しかし，レジャー研究の成果は

艮下のところ，未だその祉会的ニーズに十分応えうるところまで来ていないとも、うのが実情である。個

人のレジャ一生活の充実を支援してし、くための第一歩は，現時点での各個人のレジャー生活の実情，お

よびレジャーに対するf街宣や動機づけなどを総併句に診断・詳細ずることであり，その後，その個人を

より良い方向へと導くべく，情報や助言，兵体的支援策の提供がなされるというのが，効果的なプロセ

スといえるのではないだろうヵ、この成人へのレジャー教育ともいうべく啓発のプロセスは，非常に案

要であるにもかかわらず，実蹴句な面での具体的対去論に関しては，未だ第1のステップへの糸口すら

見つけられない状況である。そこで，私達研究グループはそのような遠大な毘擦の下，成人のより良い

レジャー生活に向けての診断，そして方向性の提示，助言などiこ利用しうる診断ツールを開発し，有用

なツールを醤積していくとし、う意図をもって研究に着手した。

先の「レジャー志向性尺度の開発に関する研究J(佐橋・多留， 20郎)では，レジャー生活の診断・評

価にあたり，忘向性という概念に肴目し，この志向性からどれだけレジャー生活全般に関する有益な情

報を引き出せるかを，試験的にレジャー志向性尺度を作成，女子大学生に実施して検討した。そこでは，

レジャーにおける志向性は， r長期的展望一向上Jr活動性Jr主導性1r自然志向jr対人関係志向jの5
側面から把控することができ，これらの下位概念のうちとりわけ f主導性jや f長期的展望一向上Jr活

動性jの得点が，様々なレジャー領域への参加度から見たレジャースタイルや，内発的5財幾づけレベル，
退屈感や障害レベルの低さなどと密接な関係があることが明らかになり，志向性がレジャー参加の泣・

質符衝での有益な情報をもたらすことが実託された。しかし，この研究における知見は，あくまて勺女子

大学生に限られたものであり，次なる段階では，大学生でも，より多様な学校務(JJIJの大学生について再

度検討ずべき必要があった。また，志向性の把握にあたっても，より有効な下位概念があるかもしれず，

追加の調査と分析が必要と考えられた。

本報告を合fr一連の研究の長期目標lえできるかぎり広範な報告層，ライフスタイルをもっ人々のレ

ジャ一生活を糊依しうるような有効なレジャー生活診断ツールを，とりわけ，志向性という観点から開

発していくことであるが，ここでは先の調査研究を発展させて，専攻や共学/女子大等の学校概qの多

様性に配慮した上で，大学生というコンビニエンスサンプノレに対して尺度を実施して，尺度の構造，信

頼性・妥当性などを検討し，診断ツ}ノvfJH発・蓄積に資する基礎資料を得ょうとするものである。

方法

対象: 人文系女子大学，体育系単科大学，医療系(看護)大学に逐う男女大学生。

調査手続き: 各大学において，調査者が担当する授業時間に『余暇生活に関する調査』と題された調

査i?iを艶布・実絡し，授業時間内に間収した。

有効回答: 志向性尺度を恥心に，その他いくつかの尺度において回答に不備があったものを除井した
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結果，分析に用いることができた有効票は女子大では161件，体育大173件，看護大80件であった。

質問紙の構成: ①レジャースタイノレを様々な活動領域における参加度働度)や時間使用の全体的パ

ターンから明らかにするためのレジャー千活情録(LeisureBehavior Inventories) ，②レジャー場

磁における各個人の内発的動機づけ傾向告と測定するためのレジャー内発的動機づけ尺度

(曹eissinger晶Bandalos，1995) ，@同じく億人差としてのレジャーにおける退屈感応伎を見るため

の退屈感尺度(I鈎』必lo1a晶曹eissinger，1990)，④レジャーにおける阻害重要閣の認知度 [LDBUsers 

Man閣l(曹itt & E11 is， 1飽8))，③レジャ一生活満足度，⑤全般的問11もeingを測定するためのPIL

テスト(Purposein Life Part-A)および充実感尺度(大野， 1984)等が，主たる調査内察であった。

レジャー志向性尺度 32項隠からなり，各項目ともレジャー場面における考え方，行動鎖向を表す内

容的に相反する2つの文尊重 fAOOニニムニJrBO♀斗ぷjが示されているα これらについて，自分の

考えや行動に総当する程度を rAJ rどちらかといえばAjrどちらかといえばBjfBjで回答する。

分析: 忘向性尺度の反応結果に対し関子分析等念行って，尺度の燐造を今一度明らかにするとともに，

志向性尺度の得点に基づいてクラスタ}分析を行うことによって，サンプル全体をレジャ}志向性

に関して何らかの特徴を示すいくつかのグループに分類することを試みる。このセグメンテーショ

ンにより，どのような志向上の特徴をもったグル{プが存在するのかを探るとともに，各グループ

のレジャー参加度や質的な弱での充実などの有益情報が引き出せるかどうか，検討を試みる。

結果と考察

1 レジャー志向性尺度の機造

志向性尺度の構造を確認するために，まず 3校による統合データを用いて基本統計放を算出，閤子

分析を行った俵1)。学校糊1)ごとの分析結果は級協の都合上掲載できなし、が，基料ぢlこは表1に示さ

れた6因子{視点)が安定的に確認されたといってよいであろう。とはいえ，各国子への帰属・該当項

隠の数が歩~異なったり，想定外因子への寄与や予期せぬ因子の絡会といった現象が歩~.見られた。

女子大学生における因子分析の結果は 3グループ中で最も全サンプル分析の結果と類似していた。

すなわち，会サンプルによる分析結果は，女子大学生の特徴が最も色濃く反映されたものであるという

ことがいえる。体育専攻学生では，表1で f活動性j因子に該当している8項目のうち，外出傾向など

の“社針令行動画での活掛金"を表す重要素 (4項自)が f対人関係志向jと結合してし、る点と，それ以

外の f暗活鍬き全如主幻J4項臼一身体箇での活動性を意味する一がさらに2つに分隊しているという

であつた。体育専攻生であるとれしい、うことが'身僻句枕な活樹吏杭に関して， さらに細かい分類(日常レベル.

の身体活動性とより高レベルの身体活動性)を生じさせているところが非常に夙場探川看護大生の分

析結果は，サンプルサイズが酔80と大きくないことが原関してか，あるいは専攻分野の特殊性によるも

のなのか，若手解釈の難しいところもあった。

表1の念体分析の結果を見ると，先の研究で抽出された5顕子が本分析においても議官草されたことか

ら， r長期的展望・向上Jr茶摘制金Jr対人関係J志向Jr主導性Jr自然志向Jの5園子の安定性が示された

といえるであろう。とともに，本調王まから新しく追加した f利他主義j項目についても，これらが志向

性概念会構成する第6の要素であることも磁憾できた。また，岡子ごとの信頼性係数は， α=.814-.酪l

であり，各下位尺度の内的一良性は十分に高いと考えられる。

2. レジャー診断ツールとしての志向性尺獲の有効性

各志向性下位尺度(表1を最終解とした)の得点をもとにクラスター分析を実施して，どのような特

徴を示すグ/いープが糊1)されるかを検討した。さらに，そのセグメンテーショングfレープごとに，レジ
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表1レジャー志向性尺疫の基本銃計量および密子分析の結果
NO 質問内容(一) 質問内容(+) 平均 so :Il期的 活勘性 対入院係 主湯性 利他念事量自然志向ヲロンパ

Zu置・向上 志向 ッヲa

A 亭事査で憶にでも蝶しめる活費障が野曹 s 銭磁的で.iIい縫翁が好曹 :t.18 1.00 I 斜31 .071 .056 .139 -.007 ・.009 .814 
・14 s 自分自やり方で獲しめイまよい A 翼幅取得や段能向よ聖書績L詣がら鍾暗活勘聾する 2.24 0.99 .6251 .054 へ058 .043 .1 70 .000 
• 21 s !Ii艇なことは遭けて量散で曹晶活動をする A 令知胞やf主催が拡〈ても鍔カすればできるようになると思う 2.44 1.00 I .6141 .008 .079 .078 .236 .015 

A 穏な時1:2:滋びたい s 時期がで曹れ11.符か牢びたい 1.81 0.98 1 .5151 -.031 -.180 .026 .025 .015 

蹄 A 今癒しいこと聾する却が私のポリシ叫だ B 将来的自分にとって績に匙晶君苦重量豊康峰として行号 2.42 0.93 I .5611 .119 -.064 .005 .2日11 .062 

22 A 学fまな〈ては怠ら怠いようt.I:，.味港総I立L指い s lil..<鰐か在学ぶことが好章 2.71 0.96 1 .5261 .210 .040 .122 .18君 。41
e 日 8 今を獲しみたい A 将車母国慣に向かって自分壷向上柑晶ζとをしたい 2.54 1.10 .5161 .112 -.047 .030 .230 .053 

・30 s 纏様なのだからしんどい思いをしてまでするも由ではない A 11嫌であっても繕めるためにはいかなる努力も惜しまない 2.59 1.02 .499! .186 .012 .160 て039 .092 

s ゴ由ゴtIしていたい A 惨を働かしたい 2.50 0.93 .3181 .631! .143 .090 .031 .071 .800 

・掛 a 体聾する方がエネルギーの克電にt.I:~ A 体費11かす方が，;z:~ドルギー克竃に牢る 2.26 1.03 .3221 .5311 .163 .157 -.025 .141 

・同 8 軍で緩ままやイン聖一本ツトの積完備絡を毘ているのが叢しい A ドライブや飯行'1=績様的I二IIIかける 2.77 且93 .029! .530! .305 .219 .116 へ045
・2& B 再1=1IIt.五円〈ても身近で集しめることはた〈さんある A 外出好曹で醸白いことを外1=総て標している 2.54 0.96 .0喧41 .5111 .209 .182 .156 ・.210

• 17 B 体豊島・リラツウス聾fI先書せる A ポ̂山ツやフィット象ス拡どをして体を動かす 2.22 1.03 .381! ‘5161 .111 .181 幽 .031 .156 

A 11にいたい 8 出かけたい 2.61 0.95 へ0341 .45創 .290 .025 .041 ぺ042

・10 B 出かけるよりはテレピやピヂ才を毘る A 検衡やコンサートを毘に行 2.54 1.03 .0761 .4461 .177 .132 .079 蝿 141

品
a A テレピ費量たり曹E巨費縫い売り静かにすごす 串作書や事仕事をしてこ嘗めに動 2.20 0.99 .3621 .3141 .093 .1∞ .057 .035 

e 問 B -人で11暗1=没鶏 A I置かと一掬1こ進ごす 2.69 1.00 -.171 .2091 .754! .139 .208 -.059 .786 

間 A -A.で昔療をZ書いたり本を縫ん，~￥す晶 s :lEiIや軍巌とおしゃべり聾する 2.60 1.01 .061 .203! .6931 .152 .036 ・.043

4 A 由人で渇ごしたい s :IE遣と過ごしたい 2.13 0.95 -.似)9 .2641 .6941 ‘.0:t9 .068 ・.090
・拍 B f/.時，.暗活翻Iまー人でするものが齢、 A 私ぬ鐘聴港島1ま人と時絡にするものが多い 2.48 1.03 .012 .212! .4851 .081 制.074 ・.043

剖 《 健D'費量十躍する潟大体富分1:2:妙ポートl!tだ s 符か聾計厨する蝿自分が中心となって轟める方だ 2.39 0.9ゆ .091 .148 .0831 .7751 .0宮3 -.012 .195 

・23 B.鈎i之健かの復:.をするのは自分党 A 鍵:.書れたIt磁に象るというのがいつものパタザンだ 2.38 1.02 .204 .066 .1111 .6931 .109 へ123
・時 B 人から滋われるのを縛っている方市明書だ A 自分が中心となって針腐を立てるのは蝶しい 2.52 1.03 .137 .199 .0481 .6391 .135 へ∞9
・ B 島1制覇立たず控え露 A 人が銀事{，場萄では織時中心 2.38 O.ω .094 .29噌 .122! .5∞ .043 へ122
32 A 茸ず1:2:.自分のことが優先書れると思う B 繍槻唱にポラシティ7や経企寓舷貴重量需に関わってい曹たい 2.19 0.78 .202 .097 .006 .05直 .6191 .104 .711 

* 24 自 由翻鴫慣は自分のた酌1=使いたい A 自由碕織にはで曹るかぎりをt舎や人の役に立ちたい 1.98 0.83 .134 .012 .112 .1I9! .6141 .053 

1& A ボランティア活重量や地犠渚働者どにはまず際わらない 8 ボランティアやNPO的活車自主tど，時聞が晶ったらしてみたい :t.63 0.99 .2酒6 .107 .077 -!∞4! .5341 .oa4 
・ B 11111時期iま畠分句集しみや縛畢のた.1)1=使いたい A 人的役に立つことは喜びなので窟砲時間lこはそのような活11を行う 1.88 0.85 .084 .018 伯 .001 .1201 .50 



ャースタイル，レジャーにおける内発的動機づけ，退屈皮Lレジャー阻害などのレジャー関連変数なら

びに生活全般にわたる附ll-beingレベルの比較を試みた。レジャー関連変数やwell市being変数に関し

て，グループ問で何らかの差異が一貫した特徴的ノ号ターンで示されるのであれば，志向性尺震が各偶人

のレジャ一生活を診断するツールとして，ある程度有効であるとし、うことが示唆されるものと思われる。

国1は，階溺クラスター分析を行って，試みに4グループにセグメンテーションした場合の，各グル

ープの志向性における特徴を表している。それぞれのグループに左から， ri向機型Jr発散型Jr準鴻応一

自己啓発型Jr最適製jなどと名づけることが可能かもしれなし、 f発散型jとは，活動的で人とのつき
あいを好む向社会的な人であるが，短期的・今ここでの楽しみを追及する傾向が強く，長期的展望iこ立

ってa分の将来のために努力するという発想に欠けている。これに対して， r準適応一自己務発型JIま，
自分の将来安見据えて行動する人で向上心が強い。しかし，人とのつきあいがf苦手な人でもある。

表21ま， 4つのセグメンテーショングル{プのレジャー生活の主主・質問函での犠紙生活錦支の質を

比較し閥均句に表現したものである。表2より，とりわけ f最適型j と f消極怨Jの関には，レジャ

…生活の様々 な1JtIJ鼠ならびに生活全般の質的側面において顕著な差異が存在しており，レジャー志向

4 

3.5 

3 

2.5 

2 

1.5 

ぬ1(191) clu2(t41) ckJ3(鈎 "lu4(31)

図1 各クラスターにおけるレジャーa;;向性のパターン

出こは，レジャー生活の放と質，生活剣交の質に関 舵レジャ-l1li航費量および糊11制 i"g酬のグループ郷土t憲章の蜘

して，個々のサンプルをj蝋序づけ，マッピングする clul(I91) clu2(141} clu3(5O) CI同(31)

機能があることが示された。そして，これら4タイ 満額量産 集散豊富 準適応獲 量量適型
レジヤ叩ス11イル

プの存在は，充実したレジャー生活を構築していく .. 軍事・スポーツ A A 。 。

際の，経時的な発達プロセスをも表しているように
外Ili A O O 。
社交 A O O 。

J思われる。つまり，未発達な段階の f消栂型jから， パフォーマンス A A O A 
教..学書留 O O 。 O 

f発散型jあるいは f準適応型jを経て(これらの パソコン O O O 。
アウトドア A A A 。

どちらに進むのかは傍人的特性の影響が大と考えら 社会的活動 A A d. O 

れるが)，最終的に f嫡型jに奈るという向上プロ ω 禁問 A O O 。
O O 。 。

セスを辿ると考えることができる このレジャー発 内発的動強づけ A 。 O 。
。 退局.(軍軍} A 。 。 。

遼モデルは，現在偶人がどの発展レベルの途上にあ 箆生受活5充2匁実感はL向日…" A 0 0 。
A O O 。

るのかということを診断する際の枠組みとして利用 生きがい豊島 A 。 O 。

できるものと思われる。 e..f曹 A A O 。
。.レベル O'*'レベル A低レベル A事告し〈鉱レKJI-
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戸ι日
市町村合併による広域スポーツ空間の再構築に関する基礎研究

。追俊道〈大阪商業大学)服部宏治(広島国際大学)浜悶雄介(広島市立大学大学院)

1. 緒言雪

地方分権一括法 (1999年)によって始まった、 f平成の大合併Jと言われるほどの大規

模な今屈の市町村合併は、行政レベルで広域化による地方財政効率化、地方への一部事務

権限の移譲、国全体の財政危機、 dらには少子高齢化による過疎化への対応策として全聞

各地で押し進められている。さらに、市町村合併特例法による財政支援措置の適用が 2005

年 3月そもって失効するに伴い、合併に拍車をかけてきた。総務省によれば、 1999年の 3

月 31EJには金隈の市町村数は全部でほ，232J (市 670、野r1994、村 568) であったのが、
2006年 3月 21日では市町村の総数は f1，411J減少して r1，821J(市 777、町846、村 198)

となっている。また、 2008年 3Jl 21 aまでには市町村の数はdらに r2削減り、市町村

の数は f1， 795J まで少なくなることが見込まれている。

行政サイドかちすれば、合併によっていかに効来的にコストを削減し、サーピスを維

持・向上させてし、くかがポイントになるところである。しかし、合併以前のそれぞれの地

域では、その地域特性に配慮した独自の行政施策が行われている場合も多く、合併した後

の自治体や地域が抱える課題は形式的な行政区域の形成だけで解消されるものではないだ

ろう。その一例が、伎民が受ける行政サービスの低下、{主民の負担殺で、一般に市町村合

併のメリットとして上げられている「福祉サービスなどのサービス水準は高い水準に、負

担は低い水準に調整されるjはずであるが、現実はむしろ fサービスは低い水準lこ、負担

は高い水準に調節されるj状況にみることができる。それは、具体的には本報告者らによ

る先行研究 (2005年 3月に広島県広島市佐伯区、 it日市市、安芸高田ffiの住民を対象に行

ったアンケート調査)によっても「合併前は施設利用料が無料であったのに今後使用料が

必要になると震われたJr施設利用の手続きが箇倒になった。生活の中で良くなったことは
少しもなし、Jr合併して税金が大変高くなって非常に闘っていますjなどの声として確認、さ
れている。

これまでは合併によっておこる、広域スポーツ環境の湾機築については十分な検討がほ

とんどなされてきていないと思われる。具体的な現状の把鍵(合併前、合併後の比較を含

める)、並びに今後の方向性を合併地域で日ごろから活動しているスポーツ団体・組織の関

係者を対象に明らかにしていくことにより、これからのスポーツ振興方策を探る可能性をと

持つものと思われる。本研究では、広域スポーツ環境の評価筏点として、スポーツ活動の

質(クオリティ-=活動エリア・参加人数・活動回数・活動時間・活動仲間・指導者など)、

利用のしやすさ(アクセス)、費汚(コスト)の3つを設け、全国の合併自治体内の体育指

導委員を対象に、合併前と合併後の現状、広域スポーツ空間への期待、合併地域の地域間

交流について合併前後での違いや望み等を質問紙調査によって分析・繋理会行い、広域ス

ポーツ空間の再編に関する基礎資料を得ることを箆的としている。

2. jj法

合併前後でのスポーツ環境の変化、今後のスポーツ振興についての課題等について尋ね
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る質問紙識査を作成し、郵送法による回収方法を採用した。調査にあたっては各市町村(平

成 11年4月から平成 17年4月1Bまでに合併した会閣の合併市町村地域のうち 294箇所)

の教育委員会宛に本調査の図的(実施の可能性、調査の実施可能時期等)を記した依頼状・

質問紙を送付した。その結果、岩手県、山形県、神奈川県、福井県、京都府、高知県、宮

崎県、沖縄県の 8つの府県を除く、 39の都道県の 186箆所から調査可能の閉答を頂いた。

誠査の実施時期は2006益事 12月中旬から 2007年 2月上旬にかけてマある(調査対象のF市

のみ諸悪事情により 2007年5月に回答を送付してもらった)。質問紙は鶏査依頼状送付の際

に、 1箇所あたり 15部から 60部の質問紙を添付し、要望に応じて必要枚数を別途郵送し

た。調査対象者となった体育指導委員の総数は、 9，575人である。有効回答数は 4，049で

あった(有効回紋率、 42.3混)。

本研究の分析方法は次のとおりである。本報告者らによる先行研究から合併形態(編入、

新設など)によって、スポーツ環境の変化を整理する必要性が諾、められたことから、調査

対象者が普段活動している場所、 ft編入合併地域(編入を受け入れた地域)J 安 f編入(受

入侭DJと、 f編入合併地域(編入してきた地域)Jを「編入(非受入依1])Jと、新設合併地

域を f新設地域j と表して、これらの3つの地域と合併前後のスポーツ環境に関する変化

等をクロス集計し、クラスカル・ウォリスの検定等を行った。

3.結果

今国の調査対象者の長毒性は次の表 1の通りである。

還をふ調査対象者の属性

N % N % 

性別男性 2771 68.4 居住年数 1年未満 22 0.5 

女役 1261 31. 1 1~5 年未満 89 2.2 

無回答 17 0.4 5~10 年未満 173 4.3 

年齢 20代 124 3.1 
10年以上 3742 92.4 

30 i-¥': 539 13.3 
然出答 23 0.6 

40代 1267 31. 3 
活動場所編入(受入仮1]) 2101 51. 9 

50代 1444 35. 7 
編入(非受入銀11) 725 17.9 

60代 593 14.6 
新設地機 1049 25.9 

70代以上 69 1.7 
無回答 174 4. 3 

無回答 13 O. 3 

表 1から「性別Jは f男性jが68.4%と約 7割弱であり、「男性jの割合が高いことが

わかる。また、 f年齢jについては最も多いのが f50代jで35.7%、つづいて多いのが f40

代jで3し3%040代から 50代で今回の調査対象者のかなりの割合を占めている。次に f居

住年数jであるが、一番多いのが f10年以上jで、 92.4%となっており、比較的長く住み

続けている人が多い。 f活動場所jについては、 f編入(受入倶11)Jが 51.9%となっており

全体の半分近い割合となっている。続いて f新設地域Jが25.9%、f編入(非受入側)Jが

17.9%となっている。
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(I)合併前後のスポーツ潔境iこ関する評価

表 21ま f編入(受入俊1])J I編入(非受入依~)J r新設地域j の活動者の fあなたは、合併

前、スポーツをしていた環境に満足していましたかjという関いの答の割合を示している。

表2.合併前のスポーツ環境に関する務儀(%)

とても満足 満足 どちらともいえない 不満足 全く不満足

編入(受入fl{1J) 6.8 47.6 30.2 14.1 1.4 

(N=2099) 

編入(非受入額1]) 8. 3 52.6 26. 1 11. 9 1.2 

(N=725) 

新設地提案 6.8 50. 7 28.2 13.1 1.2 

(N =1047) 

合計 7.1 49.4 28.9 13.4 1.3 

(N=3871) 
'-~~ 

p<O. 1 

3つのエリアと合併前のスポーツ環境に関しては、 1%水準で有意な援が認められた。 fと

ても満足j について数値を見ていくと、 f編入(非受入fllJ)Jにおいて 8.3%が最も多く、

続いて「編入(受入側)J と f新設地域Jが 6.8%で間じ割合となっている。 f満足Jに関

しては、 f編入(非受入側)Jが52.6%で一番高い伎を示しており、続いて「新設地域Jの

50.7%、「編入(受入{員tl)Jの47.6%と続いていく。

表 3 は「編入(受入fl{~)J r編入(非受入傾tl)J r新設地域Jにおける活動者の fあなたは、
合併後の現在、スポーツをしている環境に満足していますかj という聞い対する答えをま

とめたものである。

表 3.合併後のスポーツ環境に関する評価(%)

とても満足 満足 どちらともいえない 不満足 念く不満足

縄入(受入側) 3. 7 38.6 35.4 19‘1 3.2 

(N=2097) 

編入(非受入側) 2.9 30.5 34.6 26.5 5.5 

(N =725) 

新設地域 2.8 34.3 37.4 22.0 3.5 

(N =1047) 

合計 3.3 35.9 35‘8 21. 3 3. 7 

(N=3869) 

p<O.Ol 

3つのエジアと合併前のスポーツ環境に関しては、 0.1%水準で有意な笈が認められた。

「編入(受入側)Jで最ち数字が痛いのは f満足J38.6%であるが、 f繍入(非受入額1])で

は fどちらともいえなし¥J34.6%、「新設地域jも fどちらともいえないJ37.4%となって
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いる。表2において見たように、合併前のスポーツ環境に対しは肯定的な評価をする割合

が3つのエリアのどこで、も多かったが、合併後になるとポジティブな回答は減少し、ネガ

ティブな答が増加している。

(2)合併後のスポーツ環境の変化について(一部)

表41ま f綴入(受入仮IJ)J r編入(非受入僚1])J r新設地域jにおける活動者の f合併前と
比べて、あなたが日ごろよく使う運動・スポーツ施設の使用料はどうなりましたかj とい

う問い対する答えをまとめたものである。

表4.合併後の運動・スポーツ施設の使用料金(%)

とても尚 少し高く 変わらない 少し安く とても安く

くなった なった なった なった

綴入(受入銀1]) 4.4 14.3 77‘9 2. 7 O. 7 

(N口 2080)

編入(非受入侭1]) 13. 1 24‘5 56.6 4.8 1.0 

(N=709) 

新設均成 6.8 19.6 67.3 4.4 1.9 

(N=1036) 

il二3、苦irr 6. 7 17.6 71. 1 3.6 1. 1 

(N =3825) 

p<O.Ol 

3つのエリアと合併前のスポーツ環境に関しては、 0.1%水準で有意な差が認められた。

「編入(非受入{員IJ)jにおいて料金が合併前と比べて高くなっていることがわかる。

なお詳締な結果、考察、参考文献については学会発表当日において報告する予定である。

付記

本研究は科学研究費補助金(基盤研究C、研究課題名 f市町村合併による広域スポーツ

空間の再構築に関する基礎研究j、研究代表者:服部宏治)の交付を受けて行われた研究成

果の一部である。
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直三日
スポーツ&レジャー

100年前の f運動遊戯j の思想

暁治39年発刊の f遊難雑誌j を手がかりに

商野 t二(東海大学)

はじめに

明治39q:. 3.Fi 20日に『遊幾雑誌TheAmusemend 
が創刊された。編縁者は大賀順治、発行所は近)jJ:j!r報社

である。 f雪量刊の辞jから始まり 288ベージのB5版の

雑誌は、表紙が赤、 t号、黄、そして黒の多色刷りで、 8

ページにわたって口総篤院がe縫っており、{夜段は一冊

25銭であった。この f遊綴雑誌』の表紙には、 The

Amusement. という英語名もついている。

今から幼年ほど前に、横浜の古書r.5で偶然見つけた本

雑誌の淡息を、国会顔合館をはじめ、近議事友銀殺の所在地

から出版社を訪ねてはみたが、手がかりは見つかつてはい

ない。しかし、文献1)2)によれば、 f遊柴雑誌』は明治40

年 3月---5.Fiに通巻3号が発刊されたとある。大宅文庫

でも f遊祭雑誌』の創刊は明治39年3月と特定している。
いずれにせよ、短期間の刊行であったようだ。

Wl遊楽維誌』の発行所は東京市京橋区五郎兵衛町の株式会社Jli:'Jr.!f.級社である。この出版社は明治38

年7月に、『婦人画報』を発刊した。『婦人画報』は現復も続いているが出版社名は変わっている。とこ

ろで、この『遊策雑誌Jの社告では、『本誌は諸君の見らるる如く我邦連動遊戯界に於ける唯一の機関

なりjと述べ、 f各地方の運動界貿況、競技批評及び新遊戯の方法、地方特殊の遊戯等は殊に諸君の寄
稿告と希E援す』と寄稿告と求めている。内容は、 f野球j、f歌留多j、f釣j、f蹴球j、f弓術j、f闘球j、f音

楽j、f能j、fお座数義jなどさまざまで、ここでいう f運動遊裁界jは、スポーツとレジャーとを会わ

せ持つ fスポーツ&レジャーJ3)の領綾と酷似である。

本研究は、この 100年前iこ発刊されたf遊楽雑誌Jの発刊の意図、内容と執m革まなどをもとに、また、
明治時代に発刊された f運動界~ 4) との比較して、どのような特徴をもった雑誌だったのかを明らかに

しようとするものである。

遊奈雑誌発刊の辞

遊楽雑誌の「目次Jro紛潟終jに次いで、次のような f発刊の議事jが掲げられている。

労作ありて生活あり、言語も連会~なさの勢作は精神の消耗たらずんばあらず。王侯と

庶人とを簡はず、男子と婦人と老と若とを陪はず、一日の生活中、多少の遊然を芸評

有する能はざる人は不拳なり。人はi霊祭の3誌に活くるには非ずと離も、又問時に人

は議J街して泣面して生活せねばならぬ義務もなさが如し。以て本誌緩和iの静となす。
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働くことだけの生活は精神をすり減らすことになりか

ねない。日常生活に楽しいことを行う能力安持たない者

は、男女.t't賎の別無く不幸だと断言し、遊ぶために活き

るのだとはぎわないまでも、何も磁白くなさそうにまた

泣き顔で生活をしなければならないわけではあるまいと

論ずるこの思想は、 Russell，B5)や多間紛らの事事作をj思

い出させる。この考え方の様底には、仕事はつらく大変

なものとの考えが強くあり、くつろぎや気晴らしを唱導

する姿勢が強く伺える。

内務と執空医者

遊柴雑誌のお次は、次ページのようである。野球、歌

留多、釣、蹴球、弓術、閥球、音楽、能、お座敷芸、庭

球、計画道楽、体路、欧州の運動界、運動界の近著革、間

碁、活花、将棋、玉突、ボート、新遊戯、芝居と広範閲

にわたる。これらの活動は、編集者の描くAmusement

の具体的活動だと角草せよう。執然考は、大学運動部長や選

語草 のi11滋

一一一一本 τはる『とは
総生非人自を草書多

後詰Sずはの関紳作
事j1!:と;;y;生はのあ
のね量産傘滋ず油、聖

書幸 iまもな中努終て
とな又哲多子大生

なら潟大少とら滋

1"由時は申書事ずあ

事~ Iこ謹差益主人ん智
務入費量幾と 1:1:荷
もはのを老あもー

な溢 1高卒とら遊
き磁£省造雪望書量
脅さしにすと王な

知 τ 活る.，祭事
L 泣1<能関・との
I<I韓基1るはは.B ~事
てしにず苦;人作 lIo

ゑ~

手、棋士や名手などの実在の若:名人の他、いわゆる芸者衆や風流入たちではなし、かと想像され、実名と

ペンネームが入り混じっている。巻頭を飾る f安部磯雄jは、同志社大学を卒業後、アメリカやドイツ

の大学で学んだ経験を持つクリスチャンで、早稲際大学野球部の初代郎長告と務め、嘉納治五郎らととも

に大日本体育協会を設立、お本野球殿没入りした事芸名人である。また、橋戸は早積回大学文学部管学科

学生時代ベースボール部に勝し、後の卒後{践を仕掛けた人物で、全国中学校優勝野球大会(現・全国泌校

野球滋手権大会)の連営に関わり、都市対抗野球大会の開催に尽力した。弓道の本多利党は、総)11幕府の旗

本で、一高の弓術教授、東大弓術部の師範を務めた本回流の徳である。音楽についておいた粟島狭衣は新派

の座長である。将棋の小野五平は 12役名人であるとともに、日本チェス界のE存分け的存在でもある。玉突き談

の山鯨五十雄は、東京宇野大英文科卒で後にfソールプレスj校長や外務省嘱託などを歴任した。ドミノとマタドア

を持いた正肉祭陽は熱心なキリスト教徒で、大阪日報の主筆でもあった。表紙1，*1を描いた庄野宗之助は巴塁樽

覧会出品の絵隣家であり、庄野とともに挿友会描いた三上知治は帝展特選受賞後、示現会創立会員で代表を

つとめた。

遊楽雑誌の記事内容と編集の特徴

『遊楽雑誌』の記事内容は多岐にわたる。しかし、いくつかの特徴が見て取れる。

1)渇殺された活動が、広範囲にわたっている。

2) r野球jのあとにf欲潔多jがあり、次いでf釣jというように、 f洋jと「和j.f戸外jl;:f室内jなど、交互に登場し

ている0

3) 欧米のスポーツ活動の紹介と日本での後及の経緯と状況にページを都いている。

4)ベースボール、ラグビー式ブートボーノレ、テニス、ゴルフ、スキ・ランニング(スキー)、ボートなどのスポーツ

締罰に鍛え、ワグネル(ワーグナー)、ウェーベノレ{ウこEーパー)、ハイドン、モッアルト(モーツアルト)などの

音楽家たちの名前おぬおがカタカナで紹介して加喝。
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回 線緩{袋紙策〉 皮野祭之助窓後
ヨド野EまS早の録勝盃…牛詩書護軍犠買事大高際潔艇撲手一君主i53・大倉一度E憲章量幾野球撲母
美閣のiI動倉一将幸喜界の億人小野五平氏一塁手稲回大書院要事E事撲手ー鍋ま事と玉突

{以1:ロ鎗穏健飯}
滋祭二十題{繍貨) 庄野宗之島b氏 三よ知治氏

5) 釣、歌留多、能、将棋、活花、 ;1:;事lijなど日本安楽の滋味・3芸術活動に加えお座敷芸を詳細にわたって解説

している。
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6) 玉突き、関球、ドミノなどが新遊戯として紹介されている。

7) 名士と晴好と題する 9繍のコラム、商関守首相の盆裁と3!.突、徳JII家立の相撲と旅行、渋沢祭ーの茶と翻

碁などが挿入されている。

『運動界』とr遊楽雑誌j
『遊楽雑誌』が刊行されるほぽ 10年前の明治30年7月I;:f運動界Fが発行された叫。このf遼動界』の英語
標記は、TheAthletic Worldが使われている。その名誉賛助長は、『社舎に於ける地位高き貨類紳士を推戴し

たる者jと、公爵、伯爵、子録、醸箪大佐などに加え、嘉納治五郎、日高藤吉露目、坪弁玄道などがいる。 発刊に

際しては、 f良国民を得んと欲せば、先ず盛んに我青年子弟に運動体育のがを奨励し、以って健康なる粘神の

宿る健康なる身体を得しむること最も大切なりといふベし』、『今の大尽なる優柔f.tJ弱の鼠を移っし、かくて我闘

終来の継純者をして、剛健なる国民たらしめんことを類するものなりと林育の奨励を挙げている。 創刊号では、

野球、水泳、ボート、柔道を取り上げている。しかし、その文調は事長国的で好戦的である。

『遊楽雑誌』の笑諾標記は ηleAmusementであり、前述した発刊の辞や内容、文調からは、ヒューマニズ

ムを感じさせる。執集者の多くがいわゆる市井の人である点も、f運動界』とは異なる。

まとめ

f遊楽雑誌邸玄、雑誌名、発刊の意図、内務、執匁者などにおいて、多くの特徴告と持つ雑誌である。扱ってい

る内容も、その基礎にある思想も、 b、わゆるfスポーツ&レジャーjの領域と類似してb句。しごとは大事だとき

われ続け、また校会がそれを疑いなく禽定していた 100年も前に、 f仕事も大事だろうが、生活を楽し

むことも大事だj と主張することを意図して、新しい雑誌を編集することは容易なことではなかったの

ではないかと想像する。 RusseU，B. 5)が、 InPraise of Idleness 怠僚への讃歌〉で、世界的に有名

な同じような主張設する 30年前に、日本にもその思想があったことは、特筆すべきことである。

1)日本体育大学体育史研究室監修、復~j f運動~U 解説、大空事士、 1986 年、 p.8

2)伊東明、日本における体育・スポーツ雑誌の歴史、上智大学体育 Vo12、1969年、 p.26

3)スポーツ&レジャーの概念については、街野らが練ったf東海大学スポーツ・レジャーマネジメント学科設

ft経意議事JIこは次のように述べられている。

f一般的にはスポーツは、制度化され組織化され、他よりも優位であることを求める活動を、また、レジャーは

選択の自菌性と内発的動機を特徴とする活動であると解釈されてきた。しかし、人々の楽しみの活動が多様化

するにつれ、二つの領域の境界は次第に暖味になってきており、キャンプや散策、トレッキングやダイビング、釣

り大会や健康フェスティパル、複合的な運動公闘やコミュニティセンターなど、多くの活動や催夕、施設などが峻

51IJするよりは、 fスポーツ&レジャーjとして告括的に捉えた方が現実に館しているという考えが広まってきた。ま

た、それは、「スポーツjとfレジャーjを単lこ、 r&Jで然いだというよりは、 fスポーツz競技・勝負Jrレジャー=気

晴らレ娯楽jという係って定事ました発懇を脱して、 fスポーツjやfレジャーjを広義にかつ本来的意味に立ち返

って捉えなおし、 QOLや環境保護、伝統文化の再生などそ含め、充実したゆとりある生活や社会の形成に資す

るために調者を融合して扱う領域を強調して指すための新たなー単語として使われはじめている。』

4)運動界、運動界発行所、明治30年 7月、 p.l

ち)RusseU， B.、InPraige of Idleness、Reprintedby Routledge、1996年、 p.15、p.18、p.21

6)多図道太郎、物くさ太郎の空想カ、冬樹社、 1978年、 pp.119・126
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反ヨ
専門辞典の記述に見る f森林レクリエーションj の定義・解釈の変遷

宿中伸彦((独)森林総合研究所)

キーワ}ド:森林レクリエーション、専門事典、定義の康史的変遷

1 .目的・方法

本研究は、我が箇で f森林レクリヱーション(以下原郎レクと表記)J という用語が、ど

のような解釈のもとで使用されてきたのかを明らかにする医的の一環として行われた。

我が閣は、国ごとの約 3分の 2が森林に覆われる世界的にも有数の森林閣である。そのた

め、レク汚動空間として森林は大きな役割を担っている。我が闘では、明治期以降、保安

林や麗有林の保護林制度などを先駆けに、 1960年代後浮から、積緩的に森林レクが施策の

対象に取り上げられるようになった(留中 2007)。しかしながら、「森林レク Jという言葉

は、今現在においても明確なコンセンサスのもと用いられているとは言い難い。この言葉

の定義が綬欧なまま使用されているという指摘は、既に少なくとも四半世紀前からなされ

ている(小谷 1982)。確かに今でも、例えばレクのために管理すべき森林の範聞についてす

ら、共通の見解があるかどうかは心許ない。

しかし、森林林業に関わる主要警な専門事典をみると、 1961年発行の「林業百科事典(本

林業技術協会 1961)J以降、森林科学関係の 5つの専門事典で森林レクに関連する記述が

みられ、定義が試みられている。本報告では、その記述に着目し比較することで、我が箆

の「森林レク j という言葉の定義・解釈の変遷を明らかにしたい。

2. 結果

1961:1:手発行の f林業百科事典j では、「レクヲェーション j という用語が掲載され、田

中瀬三が執筆している(表-1 )。その内容は、 YHなどを中心に、我が留のレク全般が帳

広く解説されている。森林レクの蕊接的な定義はないが、森林と鑓係が深いものは野外レ

クであり、各種スポ}ツや釣り、狩猟、旅行、主主山、キャンプ、スキー、スケ}トなどが

活動種混として関係し、森林が活動の場として利用されているとしている。つまり、この

時期には、 森林造-1 i掛レタリコ1:-~3ンに話題する主婆な事典等の忽述内容の登録(1)(榔t船
EE重量

との密接度が深
レヴリヱーションとは‘一般に"自発的!こ興自棄を持ってする行軍事であって、心身の健康

い野外レク活動 を傑ち、入金を隻"1こするもの"のaに解書れている。したがって、塗F弘戸外のあら
ゆる楽しみ、銀入または喜遺体でffう線型軽金般にわたるものである@しかし獲銭的1:自震

がさ三重要な対象と 係深いのは野外のレヲリエーシヨンであって、これには各尊重スポーッ釣り、狩署員、
量権行、釜山、キャンピング、スキー、スケートなどが含まれるが、森林はしばしば

して意識されて これらの野外レクリエーションが行われる場務になることがある。段常生活におい
て、再持隠の行動1:犠える5主詩書カの湾創還をという意味で渡滋なレウリニ1:-ションii動を

いる傾向が伺え 行うことは5震動されるべきことであって、この怠慾を後進するためにアメワカに本幸容を
林業宙科事典(8 持つg;際レクリエーション協会という綴織があり3唱力閣が加盟しているが、わがE舗で
本毒事象筏術者臨会. レウリヱーシぎ は鍛館法人a本レヲリエーシ藷ン協会がこの綴織に加盟してレウリエーシヨンiI勤者
叫同 J 錐量産している。レヲリヱーシヨン遺1111のー穏であるが‘量liIIわが飽iこも急速に発展し

10年後の 1971 1961. 995) てきたものにユースホステル2脱がある。本来徒歩調整行、釜山などに発したもので
あるが、lli誌では観光的意母最も強くなってきている。これも図書襲ユースホステル透綾

年に発行された という綴織があって、わが隠でも財罰法人ユースホステル鎗会がこれに1IIll!!し、会
AIこ発行する傘員Iiを携帯すれば、湖沼32カ111のユースホスチル〈宿舎}にきわめ

「新版林業百科 て縁療な料金で宿泊することができることになっている.しかし飯l/Iわが憶において
E豊百宣されつつあるいわゆるユースホステルI立、必ずしも会員だけを対象とする厳繁

若手典(日本林業 な2軍隊でのユ}スホスチJしではなく‘鍵会でま僻のある線行を型軽量語し、霞際的なこの
ユースホステル鐙織の発援に対処するという鐙111銭光約奥地から鼠ヨ震の効成に

技術協会 1971)J よって般けられる場合がある.畑中額三)
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でも、 fレクリエーション j という F義務が掲載され、杉尾伶太郎が執筆している(表-2)。

杉尾の記述も、 B中と同様、レク全般について繍広く解説されているものの、森林レクに

直接の定義はない。そして、野外レクとして、旅行、登山、釣り、キャンプ、スキー、ゴ

ルフ、海水浴などが活動種目としてき挙げられ、森林はそれらの活動の場としている点も、

問中と同じ論調である。また、新たに厚生省(当時)の自然公麟や鴎民休暇村、農林省{当

時)の額設スキ}場・野営場・自然休養林、建設省(当証寺)の都市公筒、文部省(当時)の文

化財やレク協会 事量一2 察本車レクリヱーションに隠する主要な事典型事のE述内容の変遷ω {仰1~)
レ1]1)ヱーシヨン1ま気鴎らし・楽しみ・娯楽・休養・事長.などと釈されている。つ"*り自

活動、運輸省(当 分の意志で行う行為によって‘精神および肉体の機能を偲復し入倒としての尊重量を

時)の YH活動

など、森林濁係

のレク施策が紹

介され、この持

保つためのものである。重量.1革命以来、t士写の分業化が進み‘I1Jl量f生を発婦できな
い単純なli復の生活が心身のアンバランスをもたらし、ゆとりを失わせ‘うつぶんが
3蓄積されてくる。現代の事量級it;文鱗のもとで複雑化したを士会様車障が‘緩人のよ!こ
機々なストレスを与え、ゆがめられた状態iこ縮らせ、人間伎を喪失させてい〈。これを
気晴らしや休奇襲によって、心身のまt~をもたらし、次の行動への意欲を豊島うものであ
る。レクリヱーションばごろねのような消縫釣な'ヤスム'ものから、繰言語・音楽会のよ
うな'ミ11.'.'キグなどの行為、さらに務機的な線行やゴルフなどの'スJl，'ものまで
広い意味を事寄っているが、人間の生活が怠然から還のくほど、自然におけるレクリ

期には、我が国盟諸君レクリヱ-~3ン t芯立3詔;3f2毘持号琵主2嬰3沼寵tC咳認2?竺ゴrfrl:芸;話
にお iけするレク施 会， 1怜97η1，1れ1∞} キ一.ゴJルLフ.量潟毒水員浴室などがあtげfられ森株{はましぱし!ばまこれらの犠獄となることがあ

策が現実に始動

したことをうか

がわせる内容と

り e 野外レクリエーシ理ンをすすめる施策としては、厚生省の箆立公鰯.~富2芝公箇
など自然公嫁在留民体殿村、復事事省の図書量スキー君臨・野営渇・自然体婆林、
獲量生昔話の都市公館、文書事骨量の文化財やレクリヱ-'i3ン也会活動、量量輸省の
ユースホステル活動などを中心に各方憶にわたっている。アメリカの野外レ1]1)
ヱーシヨン資源銅査委鈴会(ORRRC)の報告によると、野外レ1]1)エーションの綴奈は
今後40年間!こ3僚に士宮加するものと奥込まれ‘そのための広大な土地が用意されつ
つあるが‘わが鐙においても余綴と所得の治大からレヲリエーション望書獲の激増が

なってし、る。 予想され、雲監土の85%をおめるといわれる殺事事!こ、その織が求められる可能性が慈
〈、将来、書華客車生産衝との調整がとれトレ1]1)エーション"'Imlまますます必要となる

杉尾から何年 であろう。(杉篤伸太郎

合経て 1993年に 袋一3 軍基毒事レクリエーションtこ関する主要な耳障A等のE述内容の変2底的 (1993嗣
発行された「森 森林の公益約機能の一つ。森事事浴、ハイキング、キャンプなどの忽必乞卸

S量林・毒事3量調木材. ~-:，祝日空ム'#IIl1!iFií#L r.‘ A々に雪~6~宅(!.lij.，色め9のIU62'lil<"ず~~Fをい
林・林業・木材奥{務総・稼業・* 録量跡事豊後縫 う。また、自然学習の実践の湯あるいは情像等のかん獲を務む教軍事後続もあふさ

事u事典事自集委員 ら!こ最滋iま、各纏文化録作君主望書の織としてもその有効性が認議されるようになって
事典(森林・林会， 1993，1制 曹た。緑林が持っているこのような有形無彩の働者i弘保鍵休養・教瞥・文化機能と

業・木材辞典線
もいわれている。

岩屋-4殺事事レクリエーションにE書する主撃な.奥書事のE述内容の変遷(4) (1996年}
集委員会 1993)J

亘書指iF#IIlffLrl子'17hZ>レタrJ:r.-:t;3.ンダ墨書a 多様化する森林活用法の中
は簡潔な辞典で で、Jli丘とくに主主目されているのがレヲリヱーシヨン科期である.かつて釘本人がまだ

あるが、 f保健

休養機能J とい

う言梁が採りあ

げられている

(表-3)。そこ

で吋iはま f保健桝休養 音恕

の一つ。森林浴、

ハイキング、キ

ャンプなどの聖子

外レク利用を透

して、人々に安

自然や森林と接触する機会があったころは、とりたててレウリヱーシヨン"'1周が照霊震
になることはなかった。殺林1立子供たちの臼常豹な滋び織であり、また住民にとって
燃料や肥料を採取する袋詰!i~1IIlの一昔日でもあった.ところが、生活の滋代化とともに
翻然離れが起こり、その一方で余暇持問が増えると、己主めてレウリヱーションの織と
しての森林の鑓緩が民自証されるように怒った。従来のように自然発生約な後触では
なく、窓機してレウリヱーシ2ンのñ~まやS軽量生が緩ま守されるようになったのである

レクグzーシ』拾のlIJfl
殺害事を訪れる人が楽しめさえすれiまよいので、種類がと<1こま量定されているわ
けではない.脅唱えばヨーロッパでは称肉の激策がレクリヱーションの中心となる@ド
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らぎを与え、 心身の繁義一5察林レヲリエーシヨンI鳴する主要な事典等の包量納容の変齢) (獅1年}
a1#レク'lj.r-!/3，ン.t:{;t. 活般の且.，凡で#l#1f#Jf/ずþ~n.レクゲエ

張をほぐす効果をい ふ位艶.!2ふレウリエーシヨンは、本来iま人情伎の包復を2慨する告に今釘では.
B本E霊で保鍵休.徳能という..で表現されるように‘肉体的および精神的鍵療を

うJ とされ、 f森林と g柄、務自の活力ともなるインスピレーション柿るための多様な活動を指していう.

密接に関わることを前 五首長通話議官5蒜52詰混乱摂雰22332土左右3f
けられる.日本では自然E聖域におめる森林の割合が事いが‘海外ではワイルドラン
ドには砂ilなども含まれるため、軍軍林レヴリエーシヨンiまワイルドランド・レ?'J;r;-
シ翠ンのー形E重であるといえる.また、森本本しがJエーション笠間l主、山地などに署員ら
ず明治神宮の森のような都市林や累山も含まれる.さらに、毘本の森林はうっそうと
しているので‘森林には依存するものの.レヲワエーション活動で使われるのは.線
開や水稲‘芝生などのオーブンスペースである.なお.臨土におめる緑林の書官舎が
1申軸ほどのイギリスではカントリーサイド・レウリエーシヨンと絡んでいる.

援とした野外レク jが、

いわゆる森林レクに相

当すると解釈できる。

これは国中や杉尾の見

解と同様に、森林レク
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軍軍事事レヲリエーシ沼ン!ま、微々な活動を獲しむ人湖とその織としての轟林11境、そ
れらの媒体となるイン告ーフェースの三省で構成される。

第一1こ、人僚のレヲリエーション活動lふ動力依存型置と芸春依存型1::大勝される.稿
者にはRI/やスJーモーピル、モ-11ーボートなどが含まれる.後者!ま釜山{パッ
クパッキング}やオリエンテーリング、乗11などの動的なものから、察事事浴やピ
クエユッ夕、芸E街活動のように静的なものまである.また、署警の山議録り、J:lの水
泳、秋の鉱業狩り、キノコ採り.冬のスキーなどの季箆伎のあるものや‘水箇で
のカヌーや釣り‘パラセイリングのようにフィールド特性依存度のjI;い活動な
ど多様である.さらに‘従来iま林業労働であった下出j坦や穣林などをlI!w録会・管
理活動としてー纏のレヲリエーションとして捻進する動脅も売られる.いずれにしても
森林という怠然資源に依存している点が基本となも人活動lまレウザエーション健会多
様性(ROSlに示されるように多岐にわたっている6

第二!こ、レ?')エーション環境としてのa本の森林!ま‘歪iIi山事静や北海道を除〈と、
理車線な地費量とモンスーンによる~p轄気候によって特色づけられる.これらの豊富図のた
め.箆土の7割近〈が議称として僚会され、季節変化がすばらし〈、生物事機性も書簡
いという制点もある。だがレウリエ叩ションの観点からは‘高温多;湿な夏期への串III!
集中‘台風などの自然災害の頻発、"Fl匝の繁茂‘事事警な動織物の存者Eという人目患の
余暇活動のベースとしては必ずしもE軍事しくない条件がある.このため、森林レウリ
エーシヨンを行うためには、何らかの施ま量整犠ゃんール作りが料用者にとっても織赫
11~量僚会のためにも必獲となる.
そこで第三の望書舗としてレヲリエーシヨン・イン章一フェースの役割がE重要である.こ
のイン;-フェースには、ハード的なものとソフト約なものがある.ハード約なものは.
重量山道や遊歩道室、E慎遂のような移動施霊免ピクニックサイトやキャンブサイト
およびそれらに付随する水場やトイレのような後遺産自匝設‘ピジ11ーセン事ーや
案内娠のような教事事.1量、管理聖者fs鎗駐する管理章旗Itなどからなっている.軍事
林環境を活かすという森綜レウリエーシ沼ンの特性からすれば、B量級型車自信I主賓Ij¥1II
に伺えるべきであるが、iJlIえlま湿際の氷遂のように5llt獲量障によって自然環犠への
インパウトを郷和jできる場合もある.

ソフト約なものには、緑林情報を車Ijj覇者にわかりやす〈伝えるイン;-ブリテーショ
ン、事i用者どうしが守るベ曹ルールづくり.施訟の適切な智環などがある。特!こ利F再
翁どうしの対立は‘ E量動車やスノ}幸一ピI~I::代表される動力をF闘いる活動と‘徒歩

森4ヰレ0・I}:r;ーションやヲ羽スカントリースキーなどのように動力を用いない利用鯵穏との簡で起こりゃす
い.この点から!l!1IIIゃ時間をすみわけるゾーニングによる規制がとられる場合もある
が、線本的には自然11壌に懇豊島寄を与えずにそれを享受する利用形態が骨量先され
るべきである。

線事事レヲリエーションにおける計器臣、管理と1ま‘森林環境と利用者に擁する情報告
適切にモエ;'Jンヴして、ハードとソ7トの濁演のイン;ーフエースを活用して環境へ
のインパヲトを最小限にしつつ事Ijj覇者の瀦足涯を量火にするi蝿綴といえる.

8本の軍軍事事レヲリエーシ譲ンの援交を展望すると、車種称レ?'Jエーション!l!聞は奥山
裂と霊山霊置が共存してきた。平安食1il1ま今日のE里山に担当する奇襲織野など人為の
加わった自然を豊臣しみ、鈴虫や2評議に対する総細な感覚を和敬などを媒介として縫
いた.一方、照時代において、大峰山の修後五Eにみられるように‘後しい奥山が山
m~罪教に利用されてきた.江戸時代iこは.盤UJ重量としては花見のIß所など意図的に
森林レヲリエーション安問が..属されると筒持1::、I!山でも織による調理綴山などへの
受wが緩んになる.ζれは宗教活動であるが、実織は伊勢参りと同様、レヲリエー
シヨン約な愈自睡もあった.

明治時代になると.1873(畷治6)年1::、太政官有逮第16暑において公自由がま量置さ
れ、害事帯感辺の滋林レヲリエーション窓際が書量り込まれる.また.I!UJIこも欧米豊富森
林レヲザエーションとして.アI~ピニニズムが導入される.このように平安時代から違綿
として緑林レウザエーシ翁ンが緩いている。

レヲリエーシヨン串1I1習が、森林環境!こ対して影穫を:&.1ますことは避けがたい.絡に
森林管環者の立場かもl立、たばこ.焚曹火によるUJ火事‘ゴ主役X.綜道施2量破11
が‘また生態学脅かもは織さ主などの磁穫が鯛題点として指寄書されている。しかしこれ
もの否定釣な影響を最小般に鰐縦し、持続的苧IJI署ができる軍事圏内であれば‘レヲリ
エーション1ま緑林・林業1こ対する都市住民の理解.支援を害事る鎗会である.例え1また
き火iま山火事のB要閣になりうるが.認常績を使わな〈なった今閥、キャンブにおける
たき火はかつての銭湯を体験する貧盤な機会であり、大曹な教資的効果が納得で寄
る.
これまで日本の称野行政では経5奇怪を優先した絡果、ヰ卒業が主体であり、レヲリ
エーション!まIU次的な依畿づけであった.林業が薮渇する一方、環境保全に対する
繍心が高まっている状況において.積良の殺林・林重量1::対する環解を百臨める手段と
しても緑林レヲリエーシヨンは重重要である.(伊鱒太一)
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旦一筋設、ヒュッテ、キャンプ場、展望台、フィールドアスレチック施設など、レク活動

を行うための施設の解説を行っている点が新しい。

2001俸の f森林・林業百科事典{日本林業技術協会 200I)Jでも、「森林レクリヱーショ

ンj という独立した項 gが立てられ、伊藤太ーが詳級に解説している(表-5)。伊藤は、

森林レクを f活動の場として森林を利用する野外レク j と定義づけている点は、それまで

の解釈と大きな変わりはないが、活動内容についてはRVやスノーモービル、モータ}ボー

ト、登山(パックパッキング)、オリエンテーリング、乗馬、森林浴、ピクニック、芸術活

動などの各種良や、春の山菜採り、夏の水泳、秋の紅葉狩り、キノコ採り、冬のスキーな

どの季節性のあるもの、水面でのカヌーや釣り、パラセイリングのようにフィールド特性

依存度の高い活動なども対象とし、さらに余暇時間を利用した里山保全管理活動や、歴史

文化的な和歌、修験なども森林レクの範鳴であると記述していて、対象としている活動の

範囲が、それまでの事典の解釈よりもかなり広がりを見せ、必ずしも純粋な野外活動に対

象を絞っていないことが注目される。 dらに レクのための施設については、主主山道や遊
歩道、車道のような移動施設、ピクニックサイトやキャンプサイトおよびそれらに付随す

る水揚やトイレのような使主主施設、ビジターセンターや案内板のような教育施設、管淫者

が常駐する管理施設など、かなり体系立てた定義をしていることが分かる。

3. まとめ

このように、 1961年の回中から 2003年の伊藤の関に、森林レクに関する概念は広がりを

見せ、多様な展開を示していることが事典の記述の変遷から見て取れた。つまり、森林レ

クという言葉の解釈が、森林との密接度が深い野外レク活動に限られていた初期の状況か

ら変遷し、近年は純粋な聖子外活動とは必ずしもいえない活動まで対象を広げる傾向にある

ことが明らかになった。

今後の森林施策を考えた場合も、森林や林業iこ箆接関係する野外活動会対象にする一方

で、森林留である我が留の実情を踏まえて、森林との箆接的関わりが高いとはいえないレ

ク活動であっても積極的に範鳴に入れ、各々の活動と森林との関わり合いを総合的に考慮

し、最も適した森林の管壊手法が何であるのかということを探求して行く必要があると考

えられる。
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第37回日本レジャー・レクリエーション学会大会
ポスター発表・演題

・会場/3号館2階第2会議室 fZ25霜需品孟)11::kl;:11

運動機能維持向上におけるプログラムの現 P-5 横浜市青葉区の 「美しが丘西追分公園J

状と課題 の愛護会活動について

~福山市の老人福祉施設におけるアンケー卜調査より~ 0今井 健 〔東京農業大学大学院造園学専攻〕

0千後瀧聡子 〔福山平成大学〕 ム栗田 和弥 〔東京農業大学〕

ム山下雅彦 〔福山平成大学〕 ム麻生 恵 〔東京農業大学〕

中山間地域と都市地域における自然体験活 P-6 麓地区(富士朝霧高原)における参加協働

動の意識調査 型の地域づくりについて

~親と子どもの期待と不安に着目して~ 0権田 浩康 〔東京農業大学〕

0寺田 祐子 〔福山平成大学〕 今井 健 〔東京農業大学大学院〕

ム山下雅彦 〔福山平成大学〕 木村 悦之 〔東京農業大学非常勤講師〕

ム麻生 恵 〔東京農業大学〕

中山間地域における冬季スポーツイベント

に関する研究 P-7 輪島市=井町における地域の魅力発見ワー

~広島県高野町の事例について~ クショップについて

0山下雅彦 〔福山平成大学〕 O山本 亮 (東京農業大学地域産境科学部造園科学科〕

ム矢野加奈子 〔東京農業大学大学院造園学専攻〕

体操による健康の自己管理能力を高めるた ム麻生 恵 〔東京農業大学地域環境科学部〕

めの取り組み

~心身への影響をみる 「気づきスコアJとPOMSとの比較~

0三浦玲子 〔芝浦工業大学〕

ム西田俊夫 〔淑徳大学〕

小嶋 紀子 〔附マベリックトランスナショナル〕
0印は、発表者

津田 弘子 〔附マベリックトランスナショナル) ム印は、正会員
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ポスター発表抄録

P~l 

運動機能維持向上におけるプログラムの現状と課題

~福山市の老人福祉施設におけるアンケート調査より~

0千後瀧聡子 ム山下雅彦(福山平成大学)

キーワード:運動機能、福祉施設、プログラム

デイケアは1940年にロンドンで始まり、以後各国に広がった。欧米では入院中心主義から

地域ケアへという流れの中で位置づけられてきた。日本では1953年に浅香山病院で患者社交

クラブ的な集団をつくり、生活療法・レク療法を始めたことが発祥だといわれている。

そこで本研究では、広島県福山市圏域の老人福祉施設の運動プログラムの実態を明確にす

ることを目的とした。質問項目は、施設の概要 (4変数)、利用者の男女比(1変数)、職種

( 2変数)、機関が保有している設備(1変数)、実践しているプログラム内容(11変数)の

5要因群、 19変数であった。

P~2 

中山間地域と都市地域における自然体験活動の意識調査

~親と子どもの期待と不安に着目して~

0寺田祐子 ム山下雅彦(福山平成大学)

キーワード:自然体験活動、親子、期待、不安

アメリカ・キャンプ協会の定義によれば、キャンプとは、野外での集団生活を通して、創

造性、レクリエーション、教育の機会を提供する場であり、有能な指導者と自然環境資源を

活用することによって、個人の知的、身体的、社会的、情緒的発達に貢献するものである。

しかし、社会の変化に伴い、自然の中で子ども達が集団で活動する場がますます減少してゆ

く傾向にある今日、自然体験活動は子どもの成長、発達にとても貴重な経験であると考えら

れる。

そこで、本研究では、中山間地域と都市地域の小学生にアンケート調査を依頼し、全学年

の親と子どもにおける自然体験活動の意識の違いを明らかにすることを目的とした。

調査項目は、個人的属性、自然体験活動への意識、期待度(満足度)、不安度である。
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P-3 

中山間地域における冬季スポーツイベントに関する研究

~広島県高野町の事例について~

0山下雅彦(福山平成大学)

キーワード:中山間地域、冬季スポーツイベント、事例研究

全国各地で様々なスポーツイベントや、リゾート開発による地域活性化の取り組みが報告

されるようになって久しい。その多くは、それぞれが知恵の出し合いであり、いかに地域の

独自性を打ち出せるかが“鍵"となってきたといってよいだろう。

言うまでもなく、その場合の独自性というのは、他者の模倣であってはいけないし、他者

がいとも簡単に模倣できるものであってもいけない。文字通り自らの①自然条件、②地域理

解に根ざしていることが望ましく、しかもそれらの諸条件に積極的価値を見出すことのでき

る③創造性に富んでいることが望ましい。また、一過性のものではなく、できる限り④継続

性のある取り組みも望まれているといえよう。

そこで、本研究では、典型的な中山間地域である広島県高野町で毎年行なわれる「雪合戦」

を調査の対象としている。過疎化や高齢化などの社会変化に直面しながらそれに対応して進

む中山間地域の現状をスポーツイベント開催の視点から追っていく。

P-4 

体操による健康の自己管理能力を高めるための取り組み

~心身への影響をみる「気づきスコア」とPOMSとの比較~

0三浦玲子(芝浦工業大学)、ム西田俊夫(淑徳大学)

小嶋 紀子、津田 弘子(株式会社マベリックトランスナショナル)

キーワード:健康体操、心身への影響、気づきスコア、健康の自己管理、 POMS

健康体操の実施は身体面の変化だけでなく、心の面への変化にも影響し、その変化を記録

として残し、客観的に見つめることが、健康の自己管理につながるのではないかと考え、そ

の自己管理能力を高める取組みとして「気づきスコア」を試作した。

本研究の目的は、先に報告した、健康体操実施前後における、心身への影響をみるために

試作した「気づきスコア」の妥当性を、情動の変化を捉えるために一般的に使われている

iPOMS (気分プロフィール検査)J を用いて比較検討することである。

この健康体操による心身の変化は、単に体操の実施内容が影響しているだけでなく、指導

者、仲間、参加形態などによるその他の要因が深く関与していると考えられる。
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P-5 

横浜市青葉区の「美しが丘西追分公園」の愛護会活動について

0今井 健(東京農業大学大学院造園学専攻)

ム栗田和弥(東京農業大学) ム麻生恵(東京農業大学)

近年、地域住民同土の交流やボラシティア活動、環境への意識が高まっている。そのため、

市民参加型の管理組織が増えている。ここでは、私の関わっている、横浜市青葉区にある美

しが丘西追分公園での、愛護会活動について紹介する。

この公園は、多摩丘陵に新規に造成された場所で、平成12年に開園した。また、「地域住

民の交流を深める・地域の子供の環境教育・憩いの公園」を目的として、平成18年に愛護会

が設立された。

愛護会では、地域住民が気持よく安全に、楽しく利用できるように、定期的に清掃活動な

どの維持管理、また、各種イベントの開催などを行っている。それらの活動により地域住民

の交流を深め、ボランティア活動・環境意識の向上などをもたらしている。

しかし、現状の問題としてこの会の会員の多くが若い世代 (30代'"'-'40代)で構成されてい

るため、愛護会活動を率先して行う会員が少ないことや、活動の制限などがあげられる。

これらの問題を解決するために、より適切な組織の管理・運営の仕組みづくりを考察した。
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P-6 

麓地区(富士朝霧高原)における参加協働型の地域づくりについて

0権田浩康(東京農業大学) 今井 健(東京農業大学大学院)

木村悦之(東京農業大学非常勤講師) ム麻生 恵(東京農業大学)

対象地である静岡県富士宮市北部の麓地区は、富士山の西麓に広がる朝霧高原の一角に位

置している。対象地区の東半分の平坦地は東京農業大学が60年に渡って畜産農場として整備・

使用し、美しい牧草地の景観を生み出してきた。同地区は平成17年に地元に返還され、現在、

自然体験(学習)施設「ふもとつばら」として運営されている。

同地区は大変恵まれた地域資源を有する場所でありながら、現状ではそれらが十分活用さ

れているとは言い難い状況にある。また他方で、良好なレクリエーション空間の創出や、市

民の地域づくりへの参画の関心が高まっている状況もあり、それらの市民の要求と地元の土

地利用の担い手不足の両方を満たすものとして「参加協働型の地域づくり」が必要とされて

いる。

本報告では、①東京農業大学エクステンションセンターのプログラムとして行っている、

社会人・学生・地元住民の3者参加のワークショップ・景観整備作業の活動報告と、②地域

活性化に多様な主体の意見を導入し、市民や地元住民が直接参画を行っていくことの可能性

の考察、以上の2点を行った。
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P-7 

輪島市三井町における地域の魅力発見ワークショップについて

O山本 亮(東京農業大学地域環境科学部造園科学科)

ム矢野加奈子(東京農業大学大学院造園学専攻)

ム麻生 恵(東京農業大学地域環境科学部)

近年、「文化的景観」の制度が成立し農村景観に対する関心が高まっている。そのため地

域固有の景観の保存やその活用方法に注目が集まっている。そこで景観の特性を把握し、評

価することや地域住民の意識を高めることが必要となってくる。

対象とする石川県輪島市三井町は地域の特徴を表した土地利用が見られる美しい伝統的な

農村景観である。ここ三井町に関しでも文化的景観保全の動きが見られるが住民の景観に対

する意識はまだ低い。

東京農業大学造園科学科自然環境保全学研究室では昨年から文化的景観選定を視野に入れ

た保存・活用の方向性や課題を検討した。そこで地域住民との関わりや意識向上が必要であ

ると考えられたため、今年は地域住民と地域の景観が持つ魅力について話し合うためのワー

クショップを開催し、三井町の持つ魅力などについて話し合い魅力マップを作成した。

今回は石川県輪島市三井町で行われた三井町魅力発見ワークショップの内容を紹介する。
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日本レジャー・レクリエーション学会会則

(第1章総則)

第1条 本会を日本レジャー・レクリエーショ

ン学会(英語名:Japansocie1y of Leisure 

and Recreation Studies)という。

第2条 本会の目的は、レジャー・レクリ

エーションに関する調査研究を促進し、

レジャー・レクリエーションの普及・発

展に寄与する。

第3条 本会の事務局は、埼玉県入間郡三

芳町藤久保1150-1淑徳大学国際コミュニ

ケーション学部西田俊夫研究室内に置く。

(第2章事業)

第4条 本会は第2条の目的を達するため、

次の事業を行う。

(1) 学会大会の開催

(2) 研究会・講演会等の開催

(3) 学会誌の発行ならびにその他の

情報活動

(4) 研究の助成

(5) 内外の諸国体との連絡と情報の交

換

(6) 会員相互の親睦

(7) その他本会の目的に資する事業

第5条学会大会は、毎年1回以上開催し、

研究成果を発表する。

(第3章会員)

第6条 本会は正会員の他、賛助会員、購読

会員、および、名誉会員を置くことができる。

(1) 正会員は第2条の目的に賛同し、

正会員の推薦および¥理事会の承認

を得て、規定の入会金および会費を

納入した者とする。
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(2) 賛助会員は、本会の事業に財政的

援助をなした者で理事会の承認を得

た者とする。

(3) 購読会員は、本会の学会誌を購読

する機関・団体とする。

(4) 名誉会員は、本会に特別に貢献の

あった者で、理事会の推薦を経て総

会で承認された者とする。

第7条 会員は、本会の編集・発行する学会

誌等の配布を受け本会の営む事業に参加す

ることができる。

第8条 会員にして会費の納入を怠った者お

よび会の名誉を捜損した者は、理事会の議

を経て会員としての資格を停止されること

がある。

第9条 会員は原則として、いずれかの支部

に所属するものとする。

(第4章役員)

第10条 本会を運営するために、役員選出規

則により正会員の中から次の役員を選ぶ。

理事25名以上30名以内(内会長1名、副

会長若干名、および理事長 1名)、監事2

名

第11条会長は、本会を代表し、会務を総括

する。

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故

がある時、または会長が欠けたときは、

会長が予め指名した順序により会務を代

行する。

3 理事長は、理事会を総括し、理事は会

務を執行する。

4 監事は、会計および会務の執行状況に

ついて監査する。

第12条役員の任期は3年とする。但し、再

任を妨げない。役員の選出についての規則

は別に定める。

第13条 本会に名誉会長および顧問を置くこ



とができる。

2 顧問は、本会の会長または副会長であっ

た者および本会に功労のあった者のうち

から理事会の推薦により会長が委嘱する。

(第5章会議)

第14条本会の会議は、総会および理事会と

する。

第15条 総会は、毎年1回開催し本会の運営

に関する重要事項を審議決定する。

2 総会は、会長が招集し、当日の出席正

会員をもって構成する。

3 議事(会則改正を除く)は、出席者の

過半数をもって決定される。

第16条 理事会が必要と認めた場合、もしく

は正会員の1/3以上の開催請求があった場

合、臨時総会を聞くことができる。

第17条 理事会は理事長が招集し、幹事若干

名および事務局員を選出し、会務を処理す

る。

2 理事会は、運営の円滑化をはかるため、

常任理事会を置くことができる。

(第6章支部および専門分科会)

第18条 本会の事業を推進するために、支部

ならびに専門分科会を置くことができる。

支部ならびに専門分科会についての規則は

別に定める。

(第7章会計)

第19条本会の経費は、会費、寄付金および

その他の収入をもって支弁する。

第20条会員の会費は次の通りとする。

(1) 入会金 2，000円

(2) 正会員年度額 8，000円

(3) 賛助会員 " 20，000円以上

(4) 購読会員 " 8，000円

第21条本会の会計年度は毎年4月に始まり、
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翌年3月に終わる。

附則

1.本会の会則は、総会において出席正会

員の%以上を得た議決により変更するこ

とができる。

2. 本会則は、昭和46年3月21日より施行

する。

附則

本会則は、昭和46年3月21日より一部

改訂する。

本会則は、昭和51年5月1日より一部

改訂する。

本会則は、昭和55年5月11日より一部

改訂する。

本会則は、昭和56年11月8日より一部

改訂する。

本会則は、昭和57年6月12日より一部

改訂する。

本会則は、昭和58年10月30日より一部

改訂する。

本会則は、昭和59年6月9日より一部

改訂する。

本会則は、昭和62年10月17日より一部

改訂する。

本会則は、平成3年11月10日より一部

改訂する。

本会則は、平成5年10月17日より一部

改訂する。

本会則は、平成8年11月24日より一部

改訂する。

本会則は、平成10年11月23日より一部

改訂する。

本会則は、平成17年12月10日より一部

改訂する。

本会則は、平成18年12月3日より一部

改訂する。



日本レジャー・レクリ工ーション学会

理事会の運営に関する規定

昭和57年6月12日制定

昭和58年10月30日改訂

平成7年12月10日改訂

平成11年4月初日改訂

1.会則第17条の規定により、理事会の運営は、会則に定められているほか、この規定に基づ

いて行うものとする。

2.理事会は、原則として年に 1回以上開催するものとし、理事長がその議長となる。

3.理事会の招集に当たっては、書面によって付議事項を明示しなければならない。

4. 理事会は、理事の過半数の出席により成立し、議決は出席者の2分の l以上の賛成を必要

とする。

ただし、表決に当たっては、予め書面(署名捺印)を以って当該議事に対する意向を表示

した者を、出席者とみなす。

5.常任理事会の構成および業務は次のとおりとする。

(1) 常任理事会構成員は若干名とする。

(2) 常任理事会は、理事会の決定の方針にもとづき、日常業務の執行にあたる。

(3) 常任理事会の議事録(概要)はできるだけすみやかに各理事に送付するものとする。

6.理事会は、業務を遂行するために次のような専門委員会を置く

(1)総務、 (2)研究企画、 (3)編集、 (4)広報渉外、 (5)財務

また専門委員会の委員は、理事会の承認を得て必要により会員の中から委嘱することがで

きる。ただし当該専門委員の理事会への出席はできない。

7.理事会には、専門的に研究、調査および審議を必要とするような場合には、特別委員会に

は、理事以外の適任者を委嘱することができるがその人選は理事会の承認を必要とする。

8. その他理事会の運営に必要な事項は、理事会で決定することができるものとする。

日本レジャー・レクリ工ーション学会
専門分科会設置に関する規定

昭和57年6月12日制定

平成7年12月10日改訂

1.会則第四条規定により、本会会員が専門分科会を設置しようとする場合は、この規定に基

づいて行うものとする。

2.専門分科会の設置は、原則として研究分野を同じくする本学会正会員20名以上の要請があっ

た場合とする。
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3. 専門分科会の設置を求めようとする正会員は下記により本学会会長に申請するものとする。

1.設立経過および主旨 2. 名称

3.発起人代表者 4.発起人名簿

5.連絡事務所 6. その他

4.専門分科会は次の事項について各年度ごとに本部に報告する。

1.活動状況の概要 2.その他必要と認められる事項

日本レジャー・レクリ工ーション学会
支部に関する規定

昭和56年11月8日制定

1. 本学会会員が、支部を設けようとする場合には、下記により、本学会会長に申請し、理事

会の議を経て総会の承認をえるものとする。

1.設立の経過概要 2. 名称

3. 支部長および役員 4.会則

5.会員名簿 6.その他

2. 各支部の運営は、本部との関係については本規定に従って行われるが、その他の事項につ

いては各支部規則においてこれを定めるものとする。

3. 支部は原則として隣接する地域に在勤または在住する本会正会員20名以上をもって構成す

る。

4. 支部運営のため経費は支部会費によって賄うものとする。支部会費の額は各支部毎に決定

するものとする。

5. 支部の次の事項について各年度ごとに本部に報告する。

1.役員の変更 2.活動状況の概要

3. その他必要と認められる事項
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(趣旨)

日本レジャー・レクリエーション学会役員選出細則設置の趣旨

“学会の活性化"と“学会の継続性"とのバランスから、次の項目について配慮した:

1)理事役員の半舷上陸という観点から、理事総数の半数にあたる15名を正会員による直接選挙(順位標

記の5名連記による無記名投票)とした

2)改選前理事10名を、現行理事会での互選とした

3)学会運営の強化を計るために、理事長推薦理事5名以内を設けた

4)会長、副会長、監事は、選挙後初めての理事会で選出することとした

5)会長、副会長は理事以外からの選出ができることとした

6)理事長は、新役員に選出された理事 (25名)により、選挙後初めての理事会で互選により選出する

こととした

7)被選挙権及び理事就任については、辞退を認めた

8)役員の欠員に対し、補充選挙は行わないこととした

(会長については本則に従い、理事については補充選挙は行わない)

9)選挙管理委員会を設置し、その委員会 (5名)の推薦を理事会とした

10)会則の改正(第10条)を必要することとなった

11)学会の活性化の側面的効果として、選挙権(人)及び被選挙権(人)の確認事項により、正会員に手

続きの明確化をはかった(会費等手続き期日の指定)

日本レジャー・レクリエーション学会役員選出細則

第1条 この細則は、会則第12条に規定する役員の選出に関し、必要な事項を定める。

(選出の時期)

第2条 すべて役員の選出は、その任期の前年のうちに行わなければならない。

(選出の種別と人数)

第3条 この細則により選出される役員の種別と人数は、会則第10条の規定により次の通りとする。

(1)会長 1名

(2) 副会長 若干名

(3) 理 事 25名以上30名以内

(4)監事 2名

(資格の制限)

第4条選挙権、被選挙権は、選挙実施前年の12月31日までに正会員としての資格を有し選挙実施年の6月初日現

在、当該年度の会費を納めている正会員とする。ただし6月初日以降に正会員の資格を失った者を除く。

2 被選挙権の辞退は認めるが、あらかじめ選挙管理委員会に文書で選挙公示後10日以内に届け出るものと

する。
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(選出の形態)

第5条 会長、副会長、監事、現行理事から選出される理事(以下「改選前理事」という。) 及び理事長推薦

理事を除く役員は、正会員の直接選挙により選出する。

(選出の方法)

第6条役員の選出方法は、次の通りとする。

(1) 会長、副会長、監事は、初めての理事会において選出する。

(2) 理事のうち、新理事15名を正会員による順位標記の5名連記で、郵送による直接無記名投票とし、

改選前理事10名を現行理事会での互選とし、新理事長による推薦理事5名以内を新理事長の任命

によって選出する。

2 会長、副会長は、理事以外からの選出ができる。ただし理事以外から選出された会長、副会長は、就

任と同時に速やかに会則第10条の規定により理事となる。

3 改選前理事は、新理事の選挙の前に選出し公表する。改選前理事に選出されない現行理事も細則第4

条の規定を満たす限り新理事としての被選挙権を有する。

4 理事長は、新役員に選出された理事 (25名)による初めての理事会での互選による。

(投票の有効性)

第7条投票のうち次のものは、無効とする。

(1) 規定用紙以外のもの

(2) 定数を越えて記入したものは、その区分全部

(3) 氏名以外の文字または記号を記入したものは全部

(当選の決定)

第8条 選挙による新理事(15名)の決定は、有効投票の最多得票者から15名とする。ただし同点者がある場

合は、順位標記による総得点の高得点者とし、なお同点の場合は順次高順位ごとの得票数の多い者と

する。理事就任時に辞退者があるときは、次点者を繰り上げる。次点者に同点者があるときも同じ得

点の算定による。順位ごとの得票数によっても同点のときは選挙管理委員会で推薦決定する。

2 )11員位標記による得点の算定は、高順位l位を 5点とし順次下位を減数し 5位を 1点として積算する。

(辞退の届出)

第9条 選挙により選出された新理事が、その就任を辞退しようとする時は、通知が到着した日から 5日以内

に正当な理由を示して選挙管理委員長に届け出なければならない。

(補充選挙)

第10条 任期途中において役員に欠員が生じても、補充選挙は行わない。

(選挙管理委員会)

第11条 役員(会長、副会長、監事、改選前理事、理事長推薦理事を除く)の選挙を実施するため、選挙管理

委員会(以下「委員会」という。)を置く。

2 委員会は、 5名をもって構成する。

3 委員の選出は、理事会の推薦による。
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4 委員の任期は、当該役員選挙年度の5月1日から次期役員選挙年度の4月30日までの3年間とする。

5 委員会に委員長を置く。委員長は、委員の中から互選する。委員長は、この細則にしたがって選挙を執行す

る責任と権限を持つものとする。

6 委員会は、投票の期日、方法等を選挙の 1ヵ月以前に、公示しなければならない。

7 委員会は、順位区分(1位~5位)を明らかにした氏名記入用投票用紙を作成する。

8 委員会は、被選挙人名簿及び投票用紙を、選挙の14日以前に正会員届け出住所に送付しなければならない。

9 委員会は、得票数が決定したとき得票数順に上位30位までの一覧表を作成し確認印を押し、その結果を公示

するとともに、理事会に報告する。

(細則の改廃)

第12条 この細則の改廃は、理事会の過半数の賛成を得て総会の議決による。

2 この細則の変更は、会則の変更に準ずるものとする。

附則

1 この細則は、平成10年度の役員改選から適用する。

2 この細則は、平成8年11月24日から施行し、従来の役員選出内規及び申し合わせ事項は廃止する。

3 この細則は、平成18年12月3日から一部改訂する。

日本レジャー・レクリエーション学会

現行理事会から選出される理事の選出に関する申し合わせ

(趣旨)

第 1条 本学会の役員選出細則第6条第 1項第2号の規定により現行理事会から選出される理事(以下

「改選前理事」という。)の選出にあたり、この申し合わせを定める。

(選出の時期)

第2条 改選前理事の選出は、役員改選前年度の最初に開催される理事会以前とする。

(選出の形態)

第3条改選前理事の選出の形態は、現行理事による直接選挙とする。

(選出の方法)

第4条 改選前理事の選出の方法は、現行理事による順位標記の10名連記で、郵送による直接無記名投票による。

(投票の有効性)

第5条投票のうち次のものは、無効とする。

(1) 規定用紙以外のもの

(2) 定数を越えて記入したものは、その区分全部

(3) 氏名以外の文字または記号を記入したものは全部

(当選の決定)

第6条 改選前理事の当選の決定は、改選前理事選出理事会(役員改選前年度の最初に開催される理事会)において
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郵便投票を開票し決定する。

2 改選前理事(10名)の決定は、有効投票の最多得票者から10名とする。ただし同点者がある場合は、

順位標記による総得点の最高得点者とし、なお同点の場合は順次高順位ごとの得票数の多い者とする。

理事就任時に辞退者があるときは、次点者を繰り上げる。次点者に同点者があるときも同じ得点の算

定による。順位ごとの得票数によっても同点のときは、役員改選前年度の最初に開催される理事会に

おいて、出席者の投票により決定する。

3 順位標記による得点の算定は、高順位1位を10点とし順次下位を減数し10位を 1点として積算する。

(選挙管理)

第7条選挙管理事務は、事務局が行う。

附則

(施行期日)

1. この申し合わせば、平成10年度の役員改選から適用する。

2. この申し合わせは、平成9年5月初日から施行する。

3.第2条の規定に関わらず、平成10年度の役員改選に伴う改選前理事の選出の時期は、役員改選前年度の

最初に開催される理事会以前でなくてもよいものとする。

日本レジャー・レクリエーション学会

新役員に選出された理事 (25名)による理事長の選出に関する申し合わせ

(趣旨)

第 1条 本学会の役員選出細則第6条第4項の規定により選出される理事長の選出にあたり、この申し

合わせを定める。

(選出の時期)

第2条 理事長の選出は、現行会長により招集される役員改選後の最初に開催される理事会(以下「新理事会」と

いう。)において互選する。

2 理事長が選出されるまでは、新理事会の議長は現行会長が暫定議長となる。

(選出の方法)

第3条 理事長の選出の方法は、現行会長及び会長、副会長、監事の選出に関する申し合わせ第2条により

構成されている候補者選定委員会の意見を聴収し審議・決定する。

附則

(施行期日)

1.この申し合わせは、平成10年度の役員改選から適用する。

2. この申し合わせは、平成9年5月26日から施行する。
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会長、副会長、監事の選出に関する申し合わせ

(趣旨)

第1条 本学会の役員選出細則第6条第1項第1号の規定により選出される会長、副会長、監事の選出にあたり、こ

の申し合わせを定める。

(候補者の選定)

第2条 会長、副会長、監事の候補者の選定は、役員改選後の最初に開催される理事会(以下「新理事会」という。)

以前に、現行の会長、副会長、理事長、及び常任理事会で選任された常任理事若干名を含む7名により候補

者選定委員会(以下「委員会」という。)を構成し、それぞれ複数の候補者を選定する。

2 委員会は現行会長が招集し、委員長は初回の委員会において互選とし、委員長が議長となり以後の委員会を

必要に応じ招集する。

(候補者の推薦)

第3条 会長、副会長、監事の候補者の推薦は、委員会が新理事会に推薦する。

(選出の形態)

第4条 会長、副会長、監事の選出の形態は、委員会の報告に基づき新理事会により審議・決定する。

(選出の方法)

第5条 会長、副会長、監事の選出の方法は、最初の新理事会において新埋事による単記の直接無記名投票による。

2 新理事が最初の新理事会に欠席する場合は、前項の投票は郵便による投票ができる。

(当選の決定)

第6条会長、副会長、監事の当選の決定は、それぞれ有効投票の最多得票者からとする。ただし同点の場合は、委

員会の推薦により決定する。

附則

(施行期日)

1. この申し合わせは、平成10年度の役員改選から適用する。

2. この申し合わせは、平成9年5月初日から施行する。
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日本レジャー・レクリエーション学会
役員選出方法及びプロセス(図説)

〔注〕図説中の①~⑤の数字は、新役員の選出される順序を示す。
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「レジャレクリ工ーション研究」投稿規定

1 . 投稿資格

昭和46年3月21日制定

昭和57年6月12日改訂

昭和田年7月1日改訂

平成元年2月2日改訂

平成8年4月1日改訂

平成15年2月8日改訂

本誌に寄稿できる原稿の筆頭著者は、本学会々員に限る。但し、編集委員会が認めた場合は、

この限りでない。

2.原稿種類と審査

(1) 原稿に用いる言語は原則として、和文もしくは英文とする。但し、編集委員会が認めた場

合は、この限りでない。

(2) 原稿の種類は、レジャー・レクリエーションを対象とした研究領域における総説、原著、

研究資料、実践研究、評論、その他とし、他誌に未投稿、未発表のものに限る。なお、上

記のうち総説、原著、研究資料、実践研究は、編集委員会が依頼する複数の査読者による

審査を経た学術論文である。

(3) 原稿の定義は以下の通りである。

1)総説とは、レジャー・レクリエーションを対象とした研究領域に関わる特定のテーマを、

文献レビューなどに基づいて大局的かつ客観的に総括したもの。

2)原著とは、客観性、論理性、普遍性を備えた学術的価値の高い内容を持つオリジナルな

研究成果をまとめたもの。

3)研究資料とは、学術的な資料性が高い研究成果などで、客観性・論理性・普遍性などに

検討の余地が残されているものの、速報性等があり公表する価値が認められるもの。

4)実践研究とは、実践的な事例調査をまとめた研究成果などで、客観性・論理性・普遍性

などに検討の余地が残されているものの、速報性等があり公表する価値が認められるも

の。

5)評論とは、ある特定の事項に関する評価、善悪、優劣などを批評し論じたもの。

6)その他の原稿とは、書評や紹介記事、用語解説、シンポジウム・講演会の記録などで、

編集委員会が掲載を認めたもの。

(4) 原稿の長さは、原則として、総説、原著については刷り上がり12ページ以内、研究資料、

実践研究、評論については同6ページ以内とする(1ページは2，016字に相当)。ただし、

やむを得ない場合には規定ページ数の1.5倍まで認める。その他の原稿については、編集

委員会で認められたページ数とする。

(5) 原稿の採否および掲載時期については、編集委員会が最終的な決定を行う。なお、学術論

文の採否については、査読者による審査結果に基づく。

(6) 大会発表論文集への投稿規定は別に定める。
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3.原稿の提出

(1) 原稿の提出にあたっては以下に従うこと。

1 )投稿原稿は、別に定められた原稿作成要領に従い、原文の鮮明なコピー3部を提出す

る。原文は、郵送事故などに備えて投稿者が保管する。

2)投稿原稿は、各部ごとに、標題、抄録(総説、原著、研究資料、実践研究の場合)、本

文(註・文献を含む)、図(写真を含む)、表の順にまとめ、ダブルクリップ等で留め

て提出すること。

3)原稿の郵送は簡易書留や宅配便など、配達記録が証明できる方法で行う。本学会なら

びに編集委員会は、郵送事故には責任を持たない。

4)提出先は、日本レジャー・レクリエーション学会事務局とする。

5)原稿および図表は原則として返却しない。

6)投稿の際には、本誌掲載の「レジャー・レクリエーション研究 投稿票」に必要事項

を記入し、投稿原稿と合わせて 1部提出する。なお、投稿票にコピーを用いても構わ

ない。

4 費用

(1) 審査料・掲載料は原則として無料とするが、次の場合には投稿者にその実費を負担して

もらうことがある。

1)カラー印刷など特殊な印刷を要したり、分量が規定を超過する場合など。

2)別刷を必要とする場合。別刷りは50部までは無料とするが、それ以上必要な場合には

50部単位で購入できる。

5. その他

(1) 原稿の作成に当たっては、別に定める原稿作成要領に従う。

(2) その他、当規定の問い合わせは、学会事務局宛に行う。
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「レジャー・レクリ工ーション研究」原稿作成要領

(平成15年2月8日制定)

1.原稿の作成

(1) 原稿は、原則としてワードプロセッサーなどを使用し、下記にしたがって作成すること。

1)用紙はA4判を縦長に使用し、横書きで作成すること。

2)書式は、和文の場合には 1頁に800字詰め (25宇X32行)、欧文の場合にはダブルスペー

ス (30行)とする。また、それぞ、れ左40mm、右80mm、上下30mm程度の余白を残すこと。

3)欧文、数字、小数点、および斜線(j)は半角文字を使用すること。

4)句読点は、マル (0)およびテン(、)を使用すること。

(2) 原稿の採用決定後に、フロッピーディスク等に保存された文章ファイルの提供を要請する。

(3) 手書で原稿を作成する場合には、 400字詰原稿用紙 (20字X20行)を用いること。

2.原稿の体裁

(1) 投稿原稿は、①標題、②抄録、③本文(註・文献を含む)、④図、⑤表の順番で体裁を整

える。

1)標題ページには、①原稿の種類、および②タイトル(和文・英文の両方)を記入する。

このページに著者名や所属などは一切記入しない。

2)抄録ページには、総説・原著論文・研究資料・実践研究では、英文投稿・和文投稿にか

かわらず、英文抄録 (250語程度)と和文抄録 (500字以内)添える。これらは、刷り上

がり時に本文と一緒に印刷される。評論およびその他の原稿については抄録は必要ない。

3)本文ページには、本文・註・文献などを記入する。なお、本文の作成にあたっては以下

の点に留意すること。

①本文の中央下にページ番号を記入する

②本文の左側に、可能な限り、 5行おきに行番号を記入する。

③母国語ではない言語による投稿では、投稿前にネイティヴによる文章校閲を受ける。

④和文原稿では必要以上の専門外来語の使用を控える。用いる場合は、片仮名書きとす

る。

⑤見出し記号を用いる際は、大見出しから順に、 1.、 2. …、 (U(2)…、 1)、 2)…、

①、②…とする。

⑥学術用語は、学術会議制定の用語に準じ、度量衡単位はSI単位 (m、cm、mm、kg、g 、

mgなど)とする。

⑦本文中の文献表記は、引用箇所の後に、 3)、2) 4) 8)、5-7)のように、該当する文献番

号を上付きにする。註をつける場合も同様にする。

⑧本文欄外に図表の挿入箇所を朱筆により明示する。

⑨謝辞、および、付記(研究費交付等)は本文の末尾におく。

⑩註は、本文の末尾と文献の聞に、註1)、註2) ・・・というように番号順に一括し

て記載する。
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⑮文献は、筆頭著者の姓のアルファベット順に並べるか、ないしは引用順に、 1)、

2)、3)…と通し番号を付ける。

⑫文献の記載方法は以下を参考にする。

(学術誌・雑誌の場合)

著者名、論文名、雑誌名巻号:ページ数(始頁終頁)、西暦年号の順

[例1J西野仁・知念嘉史、 ESM(経験標本抽出法)を用いた日常生活におけるレジャー

行動研究の試み、レジャー・レクリエーション研究38:1 -15、1998

[例 2JEeva Karja1ainen and Liisa Tyrvainen， Visua1ization in forest 1and-

scape preference research: a Finnish perspective， Landscape and Urban 

P1anning 59 (1): 13-28， 2002 

(単著などの場合)

著者名、書名、発行社、発行地:ページ数(始頁終頁)、西暦年号 の順

[例3Jヨゼフ・ビーバー(稲垣良典訳)、余暇と祝祭、講談社、東京:120pp、1988

[例4JSimonBell， Element of visual design in the landscape， E & FN Spon， 
Londo~ 11-30， 1993 

(共著書などの場合)

著書名、論文名、(編集者名、「書名」、発行社、発行地)、ページ数(始頁一終頁)、西

暦年号の}II責

[例5J下村彰男:リゾート景観の保全と創造、(日本造園学会編、「ランドスケープの

計画J、技報堂出版、東京)、 217-227、1998

[例6JRichard Broadhurst and Paddy Harrop， Forest tourism: Putting po1-

icy into practice in the Forestry Commission， (In Xavier Font and John 

Tribe Eds.， Forest tourism and recreation， CABI pub1ishing， New 

York)， 183-199， 1999 

4)図・表の作成にあたっては以下の点に留意すること。

①図・表は、それぞれ1点につき 1枚の用紙を使用する。

②表は、表1、Tab1e2のように通し番号を付け、題名を表の上部に記載する。

③図は、図3、Fig.4のように通し番号を付け、題名を図の下部に記載する。

④図表の作成にあたっては、刷り上がり時の巾 (2段にまたがる場合は横幅最大14cm、

1段の場合は6.5cm)、および縮尺を考慮し、明瞭に作成する。

⑤写真を掲載する者は、原稿の採用決定後にEL版以上の紙焼き写真を提出する。

⑥採用決定後、オリジナルの図表を提出する際には、裏面に、図表の番号、上下の印、

および筆頭著者名を鉛筆で薄く書き込んでおく。

⑦特殊なオリジナル図表は、 トレーシングペーパーをかけるなどして、できるだけ汚

損対策を施す。
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レジャー・レクリエーション研究 投稿票

，j， Ij βr /d.' 

ぎ話法ff;S

T 

ぎ 潜 ブを

全豪1f;S

み。t:{)i'，P)j ~ 

(実Jt麦te{)J

総説、原著、研究資料、実践研究、評論、
原痛の度第

その他(具体的に:

初稿 2 稿 3 

標題 枚 枚

原膚の校長ぜ
抄録 枚 枚

本文 枚 枚

図 枚 枚

表 枚 枚

原稿の動き 初稿 2 稿 3 

著者→編集委員会

編集委員会→審査者

審査者→編集委員会

半り 定

編集委員会→著者
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TEL. 

FAX 

受付年月日

受付番号

E-mail 

稿 nm~ の

枚 フ0;;ど一訴f.f

枚

枚
Jウラ -~/lJþ!J 

枚

枚
gtj府者$ffli

稿 初校印刷

著者送付

著者校正

2校印刷

2校校正

3校印刷

(投稿票 1/2) 

有・無

有・無

部



(投稿票 2/2) 

府 X ff[ fff

f点5t) 1ザ/プ尾TJ

以下の項目の確認後口にチェックレ)してください。

標題ページ ロ原稿の種類は記入しであるか

ロタイトル(和・英)は記入しであるか

口著者名・所属は未記入でないか

本文ページ 口本文の体裁は原稿作成要領に即しているか

口註の体裁は原稿作成要領に即しているか

原宿N肩痔の 口文献の体裁は原稿作成要領に即しているか

デ L /'ク 口ページ番号(本文中央下)を記入したか

グス外 口行番号を記入したか(本文左)

口母国語でない場合、文章校聞を受けたか

口見出し記号は原稿作成要領に即しているか

口図表挿入箇所の表示をしたか

図 表 口図表 1点につき 1枚の用紙が使用されているか

口図のタイトルは適切か

口表のタイトルは適切か

イタグシク麦Eのff/lj今、は投稿者が記入すること。
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「レジャー・レクリ工ーション研究」への投稿について

研究論文の審査には最短でも 2ヶ月程度を要する点を考慮して、投稿してください。

投稿は、常時受け付けております。会員の皆様の積極的な投稿をお願いいたします。

-投稿論文送付先

干354-8510 埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1

淑徳大学 国際コミュニケーション学部

西田俊夫研究室内

日本レジャー・レクリエーション学会編集委員会
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学会大会号編集企画

鈴木秀雄(学会会長) 嵯峨 寿(学会常任理事)

小田切毅一(学会副会長) 下村彰男(学会常任理事)

坂口 正治(学会副会長)
田中 伸彦(学会常任理事)

大谷善博(学会監事)
西野 仁(学会常任理事)

寺島善一(学会監事)

西田 俊夫(学会理事長)
沼津秀雄(学会常任理事)

麻生 恵(学会常任理事)
松尾哲矢(学会常任理事)

小椋 一也(学会常任理事) 山崎律子(学会常任理事)

片桐 義晴(学会常任理事) 横内 靖典(学会常任理事)

第37回学会大会号 (No.59)編集委員会

西田俊夫(委員長) 西野 仁

横内靖典 高橋伸

小椋一也 マーレー寛子

麻生恵 田中光

Editorial Committee for Papers of the 37th National Congress 

T. Nishida (Chief Editor) H. Nishino 

Y. Yokouti S. Takahashi 

K.Ogura H. Mer I e i 

M. Asou H. Tanaka 

Address: Subscription Manager， Japan Society of Leisure and Recr巴ationStudies (JSLRS) 

c~o: Shukutoku University 

1150-1 Fuj ikubo Miyoshicho， Irumagun， Saitama， Japan 

Tel. & Fax. your country code+81 +0492-74ー 1511
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酬を前考え倒闘志

臨時
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東洋大学生活協同組合
白山珪わ3-3947-4607 朝霞庖048-464-1700 J 11越庖049ー232-8057

学生総合共済とは、
みんなが健康で安全な大学生活を
おくることが出来るよう、 24時間
卒業まで保障のある保険です!
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TEL. 03-3553-2002/03-3553-2044 
FAX. 03-3553-2444 



炉回E・E・-ーー耳EE
好奇心で
あふれる
教室。
未米をおう子どもたちの「知る、考える、行動する」を伸ばしてあげたい。

このような患いから、私たちは「生きる力を育てる」をテーマに子どもたちの好奇心を

促す言書籍をつくり、全国の小・中・高等学校約40，000校に害事婚しています。

その書籍を通じて先生と生徒が一緒になって考え、学べる教育現場を応援する。

わたしたちはそんな活動を続けています。

会窓の学校に寄贈された書籍リスト

'1秒の世界』

1秒間に世界では鰐が起き、

何が変わっているのか。テレ

ピ化もさ抗た話題の本。

責任編集

山本良一

編集

Think the Eaバhプロジェクト

't世界を変えるお金の使い方a
100円からで吉る社会貢献。

世界を蜜える50のアクション

を、「お金jという切り口で紹介。

責任編集

山本良一

編集

Think the Ea，thブロジェヲト

未 来図書室
この活動を応援する己とを目的として、

11月1日よりr未来図書室 jpJというサイトが開設されました。

r気候変動+2'C，
地球温暖化についての優れた

入門書。気候シミュレーション

をフリップブック形式で掲載。

責任編集

山本良一

繍集

Think the Earthプ口ジヱヲト

Fいきものがたりa
生物多様性の重要性を説明や

理屈ではなく、置感的、車覚的

に理解できるビジュアルブッヲ。

企商鷺修

山本良一

編集

Think the Eaバhプロジェヲト

寄稿されたすべての書籍Ii，全国の書底でもお求めいただけます。

ここでは、寄鰭書籍ιついてご紹介するとともに、それらを学校/教育現場において授業や学習指導、
課外活動など同期していただくための、さまざまなサポート情報をと提供しでいます。 http://miraiぺosyositu.jpl
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